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　低反発――――というと、なにを連想するだろう？

　枕まくらかクッションか、マットレス。まぁ、そんなところか。

　たとえば、歩道が低反発素材だったら？

　色は薄うすいピンク。深い森のなか、蛇だ行こうしているピンクの低反発道。

　道端に黄色い花。それも腰こし、いや、茎くきをくねらせ歌っている。

　小道を挟はさむ深い森は、亜あ熱ねつ帯たい植物群だ。ただし、どれも色が緑ではなく青っぽい。シダやヤシの一種とか、巨大なイモの葉っぱみたいなのが群生している。

　空はきれいなラベンダー色。太陽も月もないが、星らしきものがキラキラと点滅中。

「走れ！」

　寛ひろ井い美み空そらが今、全力疾しつ走そうしているのは、そんな場所だった。

　低反発道は、通学用ローファでは走りにくい、なんてことを初めて知った。

　素足のほうがいい。が、靴くつを脱ぬいでいる暇はない。

　黄色い花が「ほほほほっー」とか「ななななぁー」とか、発声練習をするママさんコーラスのように歌っていたが、聞いている余よ裕ゆうもなかった。

　ギャァ！　と背後から、超音波光線でもでてきそうな啼なき声がした。

　美空がはっとする。

「足を止めるな、走れ！」

　怒ど号ごうとともに、美空は痛いほど右手をひっぱられた。

（痛いたいんですけど！　苦しいんですけど！　抗こう議ぎしたいんですけど！）

　誰だれにかというと……

（このアトラクションの責任者によ！）

　美空の頰ほおには、朱線が入っていた。怪け我がをしたのだ。長いキャラメル色の髪かみもボサボサだった。現役女子高生モデルのアルバイトを始めたばかりなのに、これはイタイ。

　おまけに汗あせだく。せっかくこの春新調した、高校のブルーの制服も傷物だ。

　美空の真後ろから羽は音おとがした。ブンブン……ではなくバサバサと。

「あれって、恐竜……じゃないよね!?」

　それは図鑑かなにかで見た、翼よく竜りゆうに似ていた。

　いや、むしろコウモリか？　顔が動物っぽい。いや、日焼けしたオヤジっぽい。

　オヤジ顔の巨大コウモリだ。体長一メートル以上。獰どう猛もうな牙きばと爪つめあり。

　さっきも、あんなのが大たい群ぐんで襲おそってきたのだ。

（こんなアトラクションってありなの!?）




　アートラクシン王国。

　入館料はいらない。

　ただし命の保証もない。

　とんでもないところを全力疾走しているということに、美空はまだ当分、気づきそうになかった。
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「もしもし一いつ晴せい？　すごいものを発見したわ！」

　寛井美空十六歳は、ほんの十分前まで、ある人物の尾び行こうをしていた。

　夕暮れどきの駅前商店街。車道を挟んだ向こうの歩道に、彼女のターゲットはいた。

　携帯電話を耳に押しあて、ヒソヒソと、でも高こう揚ようを抑おさえきれない声で話しだす。

「アンビリーバブルよ。エクセレントよ。ファンタスティックでキュートよ。ある意味ショッキングで、グッジョブだわ」

　なんだよ、それ？　と電話の相手――――一晴は訊きき返してきた。

　カタカナ英語を連発しているが、美空は生きつ粋すいの日本人だ。付け加えておくと、英会話を習いはじめて、まだ日が浅い。もう一つおまけに付け足しておくと「一晴」とは、幼おさななじみで一つ年上、斜ななめ向かいに家あり……の少年の名前だった。

　美空は正しよう真しん正しよう銘めいの日本人ではあるが、その長い髪と瞳ひとみの色は明るい（茶色いともいう）。おかげで、何度もクウォーターではないかと、尋たずねられたものだ。

「ともかく、これは見なきゃ損そんよ。あんた、間ま違ちがいなくヨダレたらすわ。『うぉ～』とか言うわよ。だってだって、正真正銘のロシアンボーイが、あんたの大好きなネコ耳つけてるのよ！」

　そう断言してはいるが、本当にロシア人かどうかは疑問である。なんせ、美空にはドイツ人とロシア人の区別がつかない。

「あんなにネコ耳が似に合あっている外国人、初めて見たわ。尻尾しつぽもあるのよ尻尾！　馬よりパピヨン犬よりエレガントな金色の尻尾よ。民族衣い裳しようっぽいものを着てるわ。あれは中世ヨーロッパ風かしら？　革かわのブーツ履はいて、脇わきに短剣さして、まさに生きたマスコット！　それが白はく昼ちゆう堂どう々どう、闊かつ歩ぽしているのよ！」

　闊歩、と美空は言ったが、本当はスキップしていた。

　真っ白な肌はだ。サラサラの金髪。そして金髪からのぞく二つのケモノ耳。手には赤い風ふう船せん。

　帰宅を急ぐ会社員や学生たちのあいだを、縫ぬうようにステップを踏ふむ。

　誰もあまり注目していない。どこかの店のアルバイターだと思っているのだろう。

「あの耳、カチューシャじゃないわ。特とく殊しゆメイクよ。尻尾も合ごう成せい繊せん維いには見えないわ。あれは、時給千円程度で雇やとえる、オープンセールのアルバイターじゃない！　ハリウッド映画級、プロフェッショナルなネコ耳と尻尾よ！」

　と力説。やたらに耳と尻尾に詳くわしい。

　帰宅途中の彼女のスタイルといえば、学生服であるブルーのボックススカートにジャケット。伊だ達てメガネをし、長いキャラメル色の髪を三つ編みにしている。一見すると、ファッションに疎うとい感じ。本当はファッション雑誌のモデルをやっている。カムフラージュするのはまぁ、目立つわけにはいかない諸しよ事じ情じようというものがあったからだ。

　英語に限らず文系は苦手。ファッション……も格別詳しくない。本当に好きなのは、アメリカのアニメ会社が製作しているマスコットだ。そう、彼女は無む類るいのマスコットオタクなのだ。とりわけフサフサした毛並みのマスコットが大好き。一見すれば陶とう酔すいモードに入れる。

　夢はハリウッドでマスコットキャラと共演すること。言っておくが真ま面じ目めな話だ。最近、モデルのバイトをはじめたのも、その足がかりを摑つかむためだった。

「惚ほれたわ。絶対、写メらせてもらうから！　あっ！　ターゲットが三丁目の交差点を曲がるわ！　切るわよ。戦果を乞こうご期待」

　とここで、美空は電話をきり、慣なれた手つきでメガネをとった。

　なぜか三つ編みもほどく。本来、直毛のロングヘアが、夕日を浴あびて輝かがやいた。

「『優しく気さくで、美人な日本のお姉さん』モード発動」

　と独ひとりでブツブツ。

　髪をほどいたのは、色じかけのためらしい。

　そして、彼女は走った。携帯片手に。

「はっ！」

　横断歩道を十三歩で渡る。普ふ通つうに小走り。意気込みは普段の十倍強。

　ネコ耳少年の消えた路ろ地じを曲がった。滅多に人が通らない、寂さびれた裏うら通どおりだ。

　美空は見た。路地裏にある意外なものを。

『城ゆき姫と七人の獣者』と書かれた横断幕。

　遊園地にありがちなテント小屋。楽しげなアコーディオンの音楽は、四分の三拍びよう子し。

（でもこれって、白雪姫のパクリじゃないの？）

「まぁいいか。なる、彼はこのアトラクションの関係者なのね」

　湿しめった路地裏に、遊園地のアトラクション？

　そりゃまぁ、ありがち、とは言えない。ずっとあったら路地裏を利用する人が困こまる。

　しかしまぁ、ない、とも断言できない。

「ちょっとそこの……ネコ耳さん！」

　気きっ風ぷよく、美空は声をかけた。恥はずかしがっても外国人には通じない、という思い込みのせいだ。

　横断幕の手前で、ロシアン・ネコ耳少年は美空を振り返った。

「ほぉぉぉ！　予想以上にうるわしい」

　振り返ってくれたネコ耳少年は、間ま近ぢかで見るとさらに美しかった。

「すみません。写真撮とっていいですか？　私、こういうの本能的にダメなんです。いや、ダメというか、腰がくだけるというか、衝しよう動どうが抑えきれなくなるというか……」

　少年は一いつ瞬しゆん、ほほ笑んだ。

　うぉぉぉシャッターチャンス逃のがした！　と美空は思った。

「ええっと、日本語わかりますか？　フォ、フォト、プリ～ズ」

（わかんないよね、こんな英語じゃ。でもお願い、撮らせてちょうだい！）

　美空は衝動に負けて、シャッターボタンを押した。肖しよう像ぞう権けんうんぬんの問題は、保ほ留りゆうになった。

　顔にネコの髭ひげがあった。

　手袋には肉球までついている。

「やだぁ、尻尾、パピヨン犬よりフサフサじゃない」

　フサフサの尻尾が、風もないのにユラユラしていた。

（電動？　いやぁだ、超リアル！）

　美空の頰の筋肉がゆるむ。両頰に小さなエクボが生まれた。

　少年はちょこっと、首をかしげた。入る？　と誘さそっているような仕草だ。

「行きます行きます。でも、あと三枚、写メらせてください。一晴のヤツにみせびらかすんで」

　さっき撮とった写真を、メールに添てん付ぷする。宛あて名なは言うまでもなく幼なじみだ。送信が完了するころ、ネコ耳少年は尻尾を揺ゆらして歩きだしていた。

　彼が向かうアトラクションの入口は、鏡かがみの扉とびらになっている。内部の様よう子すは一いつ切さい外から窺うかがえない。

　少年がその扉を押した。

　美空は磁じ石しやくに引き寄せられる安全ピンのように、少年の背中を追いかけた。

「入館料はタダですか？」

　券買所はなかった。これは、マスコット好きのこどもたちを相手にしたボランティアかもしれない、なんて一番都つ合ごうのいいことを考える。

　一歩、入ったとたん、足元に妙みような感かん触しよくを覚えた。

「なんなのこの道。マシュマロのうえみたい」

　淡あわいピンクの小道だった。フワフワしている。

　マシュマロではなく、こういうのを俗ぞくに「低反発」というのだ。

　美空は周囲を見回した。

　ピンクの小道に、小さな花が植わっていた。黄色いマーガレットのような花だ。

　花は歌っていた。身をくねらせて。昔、伯お父じさんがもっていた、「音楽に合わせてダンスする造花」のことを思い出した。まさにあんな感じだ。

「よくできた小道具だわ」

　ちょっと触さわってみたが、感触が本物に近い。おまけに触るとくすぐったいのか、キャハキャハと小声で笑わらう。これは今年の最新モデルだろうか？

　小道の左右には、大小さまざまな木がある。こっちは本物の植物だ。だから植物園のなかを散さん策さくしているような感じなのだ。気温も少々高い。亜熱帯の植物？　高いところで見たこともない果実がなっている。

「ってことは、この下って、本物の土が敷しいてあるってこと？　なかなかどうして……」

　ボランティアをしているのは、きっと一生かかっても使いきれないほどお金をもっているご老人（たぶん八十歳ぐらい）に違いない！

　しばらく行くと、視界が開けた。

　蛇行する小道と、なだらかな丘がずっとつづいている。

「素す晴ばらしい３Ｄ映像だわ！」

　映像だとは思えない奥行きに、美空は感かん嘆たんした。アメリカの映画会社は、巨大なテーマパークを世界にいくつも建てている。３Ｄアトラクションも色々手がけている。そのどれよりも素晴らしいのではなかろうか。

　ガサガサと、目前の茂しげみが揺れた。

「あら、あなた……」

　民族衣裳をつけた少年が、手に赤い風船をもってでてきた。美空の足が止まったので、戻もどってきてくれたのだろうか。

「あれ？」

　ネコ耳、いや、耳の形が、はじめに見たときより、少し丸くなっていた。

　尻尾は相あい変かわらずフサフサしている。

「顔、そんなに毛深くなかったと思うんだけど……？」

　この短時間に特とく殊しゆメイクでもしたのだろうか？

　瞳ひとみの愛らしさはそのままだが、肌色の面がほとんどなくなっていた。

「とか言っている間に、ちょっと背が縮ちぢんだりしてませんか？」

　一瞬、目を疑うたがった。さっきまで外国人の少年だったはずなのに、今はどう見ても、二足歩行をしている珍獣にしか見えない。

　なんていっただろうか？　ミーミャ、ミーア……キャット。

「そう、ミーアキャットの大きいやつみたい」

　体長は１２０センチくらいだ。いや、どんどん縮んでいる。

　ふわっ、と赤い風船がその手を離はなれ、上空にのぼっていった。

　スルッと、ミーアキャットの肩かたから衣裳が落ちた。

（げっ、全ぜん裸ら!?）

　と思ったら、全身、薄茶色の毛で覆おおわれていた。これは、どこからどう見ても動物だ。

　特殊メイクでここまでできたら、アカデミー賞がとれる……かもしれない。

「でも、どこでロシアン少年と入れ替わったんだろう？」

　まるで手品を見たような気がした。そう、これはきっと、マジックとかの類たぐいなのだ。赤い風船に気をとられている間に、すりかわったのだろう。

　こいこい、と言うように、ミーアキャットになってしまったアトラクション関係者は、美空を手招いた。

　よく飼かい馴ならされている、と美空は感心した。

　こんなに大きなミーアキャットは地球上に存在していないとか、路地裏にアトラクションは普通、建てないとか、第一、ミーアキャットが関係者の「者」に当てはまらない、などということは、みんな保留になっていた。

　プルプル……と携帯がなった。ドキッとして電話にでる。

「もしもし……一晴？　え、なに？　聞こえないんだけど？」

　電話は、ものすごいノイズがしたと思ったら、切れてしまった。

　もう一度かけようとしたが、圏けん外がいだ。美空はなにげなく後ろを振り返った。

　亜熱帯植物のせいだろうか？　鏡の扉は見えなくなっていた。

　体長がまた10センチほど縮んだミーアキャットが足元にまとわりついてきた。

　素肌にツルツルした毛があたる。ああ……この感触はたまらない。

　後ろ足で立ちあがって「こいこい」する姿もキュートだ。

　ミーアキャットは、小道をチョコチョコと走っては立ちあがり、美空を振り返った。

　明らかに誘っている。

「まぁ、いいか。まっすぐ進めば、出口だろうし」

　空は透すきとおった薄い紫むらさき……ラベンダー色だ。雲くもはない。星のようにキラキラと光るものがある。スパンコールでもなければマメ電球でもない。

「どこもかしこも、作り物とは思えないわ」

　口ではそう言っているのに、美空は本当には気づいていなかったのだ。

　作り物でない。

　そう、それは本物の「星」だったのである。
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「うっそー。これって本物の短剣じゃない!?」

　ミーアキャットが脱ぬぎ捨てた衣服のあいだから、重要文化財に相当しそうな短剣がでてきた。

　鞘さやから抜いてみて、美み空そらはドキッとする。切れ味抜ばつ群ぐん。そう見えたからだ。

　衣服の下からは、指輪やネックレスもでてきた。こちらは国立美術館所蔵の品に相当しそうだ。

　どちらも美空が追いかけていた、ネコ耳少年がつけていたものに違ちがいない。

「こういうの置いていっていいの？　おおーい、ミーアキャットちゃん」

（動物に尋たずねても仕方ないか）

　美空はそれらを両手に抱かかえて、ミーアキャットを追おいかけはじめた。

　置いてはいけないと感じたのは、装飾品がどれもみんな高級品に見えたからだ。決して、ネコババしたかったわけではない。もっとも「差し上げます」と言われれば遠えん慮りよなくもらう。

　またミーアキャットが戻もどってきた。

　美空の足は遅おそいな、と文もん句くを言われている気がした。

「人ひと懐なつっこいね、きみ」

　さらにサイズは縮しゆく小しようし、一メートル弱になっていた。五分前、コレが中世の民族衣い裳しようを着ていた、なんて言っても誰だれも信じないだろう。

　美空は「ミーアキャット」と呼んでいるが、専門家が見たら、これはミーアキャットではないと言うはずだ。

　たしかに後ろ足で立つ姿は似ている。だが耳が大きい。尻尾しつぽも違う。顔だってこんなに真ん丸ではない。なによりも目が違う。それは動物の目ではない。人間のこどもによく似ていたからだ。

「はいはい、私をどこかへ案内したいのね？」

　腰こしを屈かがめて、そっとその毛並みに触ふれた。

　赤い風船をもってスキップしていた金髪の少年。その髪かみに触れたような気になった。ツルツルだ。どんなシャンプーを使っているのかと問といたくなる。

　クククルクル……とそれは返事をした。まるでハトのような鳴なき声だ。

「きみの瞳ひとみ、きれいね。メロンキャンディみたいね」

（ああ、もう我が慢まんできない。抱だき締しめてスリスリしたい）

　美空は頰ほおずりしたい衝しよう動どうに負けて、ミーアキャットを抱きあげようとした。

　人に馴なれていそうだし、大だい丈じよう夫ぶだろう。美空も元がん来らい、動物には異常に好かれる体質だ。

　クククル！

　そのとき大きな瞳に、黒い影かげが落ちた。

「どうしたの？」

　嫌きらわれた？　と思った直後、ギャァ！　とカラスのような声が響ひびいた。

　美空の頭髪を掠かすめるようにして飛来した「影」は、ミーアキャットに襲おそいかかった。

　黒いカイトのような翼つばさが、バサバサと不ぶ気き味みな音をたてる。

　漆しつ黒こくの姿が一いつ緒しよでも、それはカラスではなかった。

　オヤジ顔の巨大コウモリだったのだ。

「やだ。どうしてこんなものがいるの!?」

　疑問は後回しだ。コウモリが翼をひろげると、ミーアキャットが小さく見えた。

　全長一メートル以上ある。

　小さな鈎かぎ爪。鋭するどい牙きばのでた口。

　ミーアキャットは立ちあがって応戦した。ボクシングをする子カンガルーのようだ。

　だが、相手のほうが大きい。それに、空から攻こう撃げきされるのだから、こちらは不利だ。

「わかった。リモコン操そう作さとか？」

　自分にしては冷れい静せいに閃ひらめいたもんだと、美空は感心した。

（そうそう。こんな大きなコウモリ、いるはずないわ。これって要ようするに『出し物』なのね）

　空中に金色の毛が散ちらばった。ミーアキャットの背中に、赤いしみが広がっていく。

　大コウモリがミーアキャットの背中に、鈎爪を食くい込ませたのだ。

「や、やりすぎじゃない？」

　ミーアキャットが悲ひ鳴めいをあげた。悲鳴というより絶ぜつ叫きように近い。

「やりすぎだって！　ひょっとしてリモコンが壊こわれた、とか？」

　赤い血がピンクの小道に飛び散った。でもコウモリは襲いつづけている。

（まだやる気？　まだやる気なの!?）

「ど、どうしよう!?」

　美空はようやく、傍ぼう観かんしていられないことを悟さとった。このまま見ていたら、ミーアキャットが大変なことになる！

「ちょっとやめなさい！　しっ！」

　手にしていた民族衣裳で、漆黒の大コウモリを叩たたき落とそうとした。

　ギャッ！　と啼ないたのかギロッと睨にらまれたのか？　咄とつ嗟さのことで覚えていない。

「きゃっ！　よっ、寄ってこないでよ！」

　コウモリが攻撃対象を変更した。こうなることを予よ測そくしていなかったわけではないが、かといって対策は考えていない。

　クク……！

　美空に迫せまったコウモリの背中に、傷ついたミーアキャットがケリを入れた。

　コウモリがバランスを崩くずして、地面に翼を擦こすりつける。

　美空は咄嗟に、衣服のなかから短剣を取りだした。

　鞘さやから銀色の刃物を引き抜く。

　それを見たコウモリが、牙を剝むいて美空に襲いかかった。

「無理っ！　無理です！　短剣なんか使えない！　使ったことないもん！」

　映画のように、格好いい反撃はできなかった。無む闇やみに振り回しただけだ。

　ミーアキャットがジャンプした。コウモリには届かなかったが、それでも戦うことをやめようとはしない。

（どうして逃にげないの？　勝ち目がないってわからないの？）

　血が滲にじんでいる。すごく痛そうだ。

（早く逃げてよ。でなきゃ死んじゃうよ。あんなに人懐っこいのに。可か哀わい相そうだよ）

　色々な感情がうわっと込みあげてきて、美空は短剣を握にぎりなおした。

「こら、しっ！　どっか行っちゃえ！」

　コウモリの顔が、「極ごく悪あく人にん」に見えてきた。

　いや、こいつは正しよう真しん正しよう銘めい、悪い登場キャラに違いない。

「ひょっとして、こいつを倒たおさないとつぎに進めない、とか？」

　短剣が空から振ぶりした刹せつ那な、美空の頰に朱線が走った。

　コウモリが「してやったり」と奇声を発した。

　恐こわくなってきた。

「というか、これがアトラクションの『目玉』だったら、治ち療りよう費ひ払はらってよ」

　ミーアキャットがコウモリに向かって鳴いた。「こっちだ！」と気を引くように。

　コウモリの注意が美空から逸それた。

（私……まるで守られているみたいだ）

　と思うと、感動してきた。

（これは動物の域いきを超こえた演技力だわ。アカデミー賞あげたい）

　キーンと耳鳴りがした。よくない音だと直感した。

　つぎの瞬間、目を覆おおいたくなるような、黒い翼の大群がラベンダーの空に浮うかんできた。

「ウソっ！」

　どうして？　どこからこんなにたくさん湧わいてくるのよ!?　という疑問と（やりすぎ！　ストップ！　降こう参さん、リタイヤします！）という心の声を同時に聞いた。

　コウモリは超音波をだすという。それで仲間を呼よんだ、という設定？

　それとも血の匂においを嗅かぎつけたって設定？

「設定、どうでもいいよ。ストップ、ストップだって！」

　上空から黒い敷しき物ものが落ちてくるような圧あつ迫ぱく感かんがした。

　髪にいくつもの「手」が絡からまり、美空は悲鳴をあげてしゃがみ込んだ。

　ミーアキャットが駆かけ寄ってきた。

　美空の目の前で、果か敢かんに立ちあがった背中は、血で真っ赤に染そまっていた。

（ごめんね。痛いたいね。ごめんね。助けてあげられなくて）

　自分が弱虫だ、と思い知らされる感じるアトラクションなんて最低だった。

　血の色が見たくなくて、美空は顔をそむけた。

　そのとき唐とう突とつに、コウモリの奇声がやんだ。

　美空は目を閉じていた。銀色の閃せん光こうが走り、コウモリの大半を「溶よう解かい」したことは、一生、知らぬ事実となった。その瞬しゆん間かんを見ていたら、美空はもっと早く、自分がとんでもない情じよう況きように置かれていることに気づいただろう。

　耳元でバサバサと大きな羽音がして、美空はおそるおそる目を開いた。

　目の前のピンクの小道で、羽を鋭えい利りな刃物で切り裂さかれたコウモリが、もがいていた。

「血みたいなの、でてるんですけど？」

（ロボットじゃなかったの？）

「走れ！」

　思いっきり強ごう引いんに、腕うでをひっぱられた。おかげで、ロボットうんぬんの疑問がふっとんだ。

　走れ！　と言われて、ともかく足を前へ動かす。

　のたうちまわるコウモリの横を走り抜けた。

（そうだ！　ミーアキャットは？）

　自分の腕を摑んで離はなさない人物の隣となりを走っている。よかった。生きていたのだ。

　いやいや、アトラクションで動物が死ぬことはないはずだ。

　そもそも、あれは血ち糊のりかもしれない。

　けっこう、ミーアキャットが元気そうだったから、美空は「担かつがれた」気になった。

（なんだか知らないけど、ド迫はく力りよくなアトラクションね。入館料とってもいいかも？）

　ちょっと冷静になれたら、自然と自分の前を走っている青年の姿が目に入ってきた。

　設定上、彼は「救世主役」に違いない。

　またコスチュームだ。中世の剣士の装しよう束ぞく。背中にたすき掛けしている剣帯。墨すみを溶かしたような漆黒の髪。髪のあいだから見える茶色の耳。

（やっぱりここ、ネコ耳王国なのね）

　身長は一いつ晴せいより少し高いから、１７８センチぐらいだろうか。

　後ろから見えたのはそれぐらいだ。

　再び頭上にイヤな気け配はいを感じた。きっとあの大コウモリだ。

（もうおわったと思ったのに！）

「足を止めるな！　走れ！」

　また叫さけばれた。美空は一いつ生しよう懸けん命めいに足を動かしたが、コウモリは一気に距きよ離りを縮ちぢめてきた。

「俺おれから離れるな」

　そう言うや否いなや、青年は上空から執しつ拗ように襲いかかるコウモリを、振り向きざまに剣で叩き斬きった。

　一いつ刀とう両りよう断だん、というのはこういうことだろう、と美空は思った。

　真っ二つになったコウモリには目もくれず、また美空の腕をとって走りだす。

　小道をはずれた。亜あ熱ねつ帯たい植物のジャングルのなか、導みちびかれるままに走りつづけた。

　道らしきものはなにもなかった。美空はきつく手を摑まれたまま、息がきれて走れなくなるまで全力疾しつ走そうした。

　ついに美空が膝ひざをおった。

「はぁはぁはぁ……」

　もう「走れ」と言われても走れない。

　男がようやく手を離した。

「気をつけろ。ここの動物は狂きよう暴ぼうなものが多いんだ」

　そういう設定、ということだろうか。

「あ、ありが……とうご……ざい」

　息が上がって声が……という理由にしておきたいが、美空の声が上うわずったのは、相手を正面から見たせいだ。












　こういう場合じゃなかったら、即写メってただろう。

　どこの国の俳優だ？　と思うほど、その男性いや、その青年は端たん正せいな顔をしていた。

　髪は黒いが、日本人にはありえない、くっきりとした目め鼻はな立だち。日本国籍だというなら、絶対ハーフ。

　モデルのような、顎あごのしまった逆三角形の相そう貌ぼう。

（なにより、なんですか、その目力は？）

　正視できないと感じたのは、エメラルド色の瞳の奥にある、強い引力のせいだ。

　この目につかまったら大変だ、と本能的に感じた。

（『救世主』はバッチリ、はまり役だよ）

　ミーアキャットが、青年の足に跳とびついた。

　そうか、この剣士が飼い主さん（の設定）なのか？　と思ったが、おかしい。びっくりして、救世主役が飛びのいた。

「あの、そのミーアキャットのご主人さん……でしょうか？」

　さっき、日本語お上手じようずだったから、きっと通じるはず。そう思って、美空は日本語で問いかけた。意い気く地じないが、まだ正視には至いたっていない。

「ミーア？」

「その子……ミーアキャットじゃないのかな？」

「……」

　違うみたいだ。

「それは？」

　今度は逆に救世主役が、美空の手元をさして、訊きき返した。

「えっと、これはその動物さんが着ていた……途中まで着ていた服です。たぶん、その、手品じゃなきゃですが」

　動転して、美空は妙みような言い回しをしてしまった。

　長い沈ちん黙もくが訪れた。イヤな間だった。青年はミーアキャットを凝ぎよう視ししていた。

　ミーアキャットはしきりと甘あまえた声をだして、青年にまとわりついていた。

　無む言ごんのまま、青年は美空の手から、民族衣裳を受け取った。剣や装飾品も渡す。

　彼はそれらを抱き締めるようにして……木こ陰かげに座すわり込んだ。

「カトリム……」

　のちに「フェン」と名乗った青年は、ミーアキャットをそう呼んだ。

　カトリムという種類の動物なのか、カトリムと名付けられているのか、美空にはそのときわからなかった。
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（おかしいわ。ここの路ろ地じ裏うらって、幅はば二メートル弱。長さは１００メートルぐらいじゃなかった？）

　今ごろ気づいたのか？　と誰かにつっこまれそうだった。

　小道具以外は３Ｄ映像だと思っていたが、亜熱帯植物園は本当に左右に果はてしなくつづいているようだ。

　あれだけ疾走したら、路地裏を抜けて、二丁目も抜けて、駅に辿たどり着いているはず。

　おかしい。これは明らかに。いや、待った。グルグル走っているあいだに、方向感覚がなくなって、なにかを錯さつ覚かくしているのかもしれない。

「あの、フェンさん、ここはどこですか？」

　ミーアキャット……いや、カトリムの怪け我がの具合を心配しているフェンという青年に、美空は問うた。

「フェンでいい。ここはアートラクシン王国だ」と彼は語った。

（そういう設定かな？）

　フェンはなんだかすごく落ち込んでいるようだった。

　木の根元に寄りかかったまま、受け答えもどこか投げ遣やりだ。

「そうなんですか。今イチ設定がわからないんです。入口に説明とか地図もなかったので」

　置き忘れだろうか？

「はっ！　私も忘れた！　カバンがない」

　美空はドキッとした。

　記憶があいまいだが、ロシアン少年を写メるときにはあった。メールを打とうとして、壁かべぎわに停めてあったバイクの荷台に乗せた気がする。

（今もあそこにあればいいけれど）

「……」

　フェンはなにも言わない。ルールブックのことも、カバンのことも知らないみたいだ。

　場が動かない。なにか、ここで「決め言葉」を言わなきゃならない気がしてきた。

（そうしないと、つぎに進めないとか？　フェンもつぎのセリフが言えないとか？）

「に、日本語お上手ですね。でも日本人じゃないですよね？」

「ああ。勉強したから」

（勉強か。このアトラクション、外資系？）

「偉えらいですね。私、外国語の勉強は苦手で」

　というと「俺も苦手だよ」と返ってきた。そしてまた沈黙。

（だめだ。決め言葉がわからないよ。こりゃリタイヤするしかないかも）

「ええっと、残念なんですが、カバンを取りに戻らないと。それにそろそろ帰宅しないと親が心配するんです」

　出口はどこですか？　と美空は尋ねた。フェンの写真を一枚も撮っていないことが残念だが、このアトラクションに長居はしたくない。

　かなりバトルハード系だと確信したからだ。マスコットとワルツを踊おどる系ならもうちょっといたいが、コウモリとバトルは二度としたくない。

　ク、ククル……。

　カトリムが美空の足元にまとわりついてきた。

　まるで引き止めようとしているみたいだ。

「ごめんね。またくるね」

　そっと頭を撫なでてやった。心に苦い味がしみ渡る。これはウソをついたときに感じる、罪悪感の味だ。きっと、二度とここへはこない。

「出口は？」

「ない」

「いや、その。私帰りたいんです。リタイヤします」

「帰れない」

　そりゃ、ないでしょう。と言い返そうと思ったのに、声がつまった。

　また、あの目力だ。念力でも使えそうな、強い瞳。その目でまっすぐ見つめられて、息が止まったのだ。

　美空は一歩、後ずさった。

　すくっとフェンが立ちあがった。

　美空が一歩さがると、彼が一歩、前進する。

　これはどういうことだろうか？

「で、出口は、ここ……こっちかな？」

（わからなきゃ、来た道を戻ればいいのよ。入口からさよならしよう）

　美空は怖くなって踵きびすを返した。とたん、また腕をとられた。

　痛いじゃない！　そう抗こう議ぎしようとしたら、いきなり抱き竦すくめられた。

（げげっ！　どういう情況!?　外国の美形青年が、いきなり包ほう容ようする設定って、設定って!?　いくらなんでも急接近しすぎでしょ！）

「帰るな。帰らないでほしい。一つだけ、俺たちの願いを聞いてくれ」

　うなじに、生なま暖あたたかい息がかかった。

　美空は心のなかで「きゃぁー！」と叫んだ。

　怖かったからなのか、いわゆる「嬌きよう声せい」だったのか、自分でもわからない。

「俺たちを助けてくれ。自分たちじゃ、どうすることもできないんだ。きみは、俺たちを助けるため招かれたんだ」

「そそそ、そうですか」

（そういう設定だったわけですか）

「協力してくれ」

「わ、わかりました。だ、だから、もうちょっとみ、みみ耳から口を離して……ください」

（うなじがこそばゆいんです。足に力が入らなくなってくるんです。初対面のわりに密みつ着ちやくしている時間が長い気がするんです！）

　美空が「わかりました」と言ったのは身体からだと身体のあいだに数センチの空間がほしかったからで、フェンの要よう請せいを本当に理解したわけではなかった。

　フェンが少し、腕の力をゆるめた。

　美空がホッとする。

「まずは俺たちの城へ来てくれ。そこで詳くわしく説明するから」

（城？　ああ、このアトラクションたしか、『城ゆき姫と七人の獣者』って名前だっけ？）

　でもルールブックは入口に置いといてほしい、と美空は思った。

『序じよ盤ばん、大コウモリの大群に襲われ、怪我をするかもしれませんがご了承ください』と書かれていたら、絶対、入っていない。

「わかり……ましたから。ちょっと離れてくださいってば」

　と言ったのに、フェンは美空から離れなかった。むしろ、逆のことをした。

「ちょっと！」

　背中が重い。まるで背負えと言われているみたいだ。

　美空はフェンに伸のしかかられ、重さに耐たえきれず、膝から崩れた。

「うきゃ！」

　膝をついたあと、胸むねと顎が地面についた。

（お、押し倒された！　押し倒されてしまった！）

　男性に押し倒された、という情況に美空は泡あわをくっていた。酸さん欠けつの金魚のように口を開けている。顔も金魚なみに赤い。

「う、ううっ……」

　しかし伸しかかったフェンは、苦く痛つうにうめいていた。

　どこか打ったのだろうか？

「やだ。どうしたんですか!?」

　彼は身体を丸めると、痙けい攣れんしはじめたのだ。

（これって演技よね。ここの関係者って、ミーアキャットだってアカデミー賞級の演技力なんだから！　でも、本当につらそう。汗あせとか顔色とか……震ふるえている手とか）

「どうしよう……」

　演技なのか、演技じゃないのか？　美空はたっぷり三分は迷まよった。

　三分後、美空は叫んだ。

「もうどっちでもいい！　見てられない！　フェン、しっかりして！」

　介かい抱ほうしなきゃ、と思い至ったとき、フェンの黒髪が変色をはじめた。みるみる間に赤茶に脱だつ色しよくする。

　ケモノ耳が大きくなっていく。特殊なカメラで撮影したものを早送りで見ているみたいだ。

「手が！」

　さっきまで美空を抱き締めていた手。その手にまたたく間に獣毛が広がっていった。

　まただ。カトリムについで二度目だったが、からくりが全くわからない。

「どうなってるの？　ここの人たち」

　ククッ！

　カトリムが鳴いた。同時に、亜熱帯植物の茂しげみがざわついた。

　フェンは苦痛を圧おし殺すように立ち上がった。ふらついているのに、剣を抜く。

（やだ、また敵出現とか!?）

「カトリム、俺が敵を……引きつける。おまえは、彼女を連れて、城へ行け」

　カトリムは後ろ足で立ちあがり、了りよう解かいしたとばかりに鳴いた。

「む、無む茶ちやなこと言わないで。私、よくわからないけど……よく設定わかっていないけど！」

（でも、ここで別行動はなしでしょ!?）

「行け！」

　フェンは強引に美空の身体を、自分の背後へ押しやった。

「フェン！」

　フェンが茂みに向かって突とつ進しんしていった。

（あの人、無む謀ぼう！　そういう設定？　違う。そういう性格！　そうなんでしょ!?）

「うわぁぁぁ！」とコウモリ、ではなく人の声がした。

　フェンと入れ違いに、茂みのなかから、なにかが四つん這ばいになって出てくる。

「ちょっとまった！　降参！　リタイヤです！　俺は善ぜん良りようなプレーヤーです！　つーか、ここはどこですか？　キャンユースピークジャパニーズ？」

　美空はその声に驚おどろいた。そのへっぴり腰にも驚いた。

「一いつ晴せい！　どうしてあんた、ここにいるのよ!?」

　美空が叫んだ。

　それは、美空の幼おさななじみで一つ年上（斜ななめ前に家あり）の刀と根ね一晴だったのである。
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　美み空そらの幼おさななじみ、刀と根ね一いつ晴せいは、スポーツ系好青年としてそこそこ、近所でも評ひよう判ばんだ。

　現在、高校二年生で、次期サッカー部主しゆ将しようにも内定しているらしく、学校でも成長株かぶの一人だった。

　株主の多くは下級生女子で、美空の友達のなかにも、一晴狙ねらいの子がいる。

　そんな爽さわやかなイメージとはうらはらに、一晴には人には言えない「趣味」があった。

　無む類るいの「ネコ耳オタク」なのである。ネコだけではない。毛の生はえた耳なら犬でもタヌキでもいいらしい。

　マスコットオタクを内ない緒しよにしている美空とは、「秘密をばらしたら、コロす」というマフィアの合い言葉で繋つながっている「類友」だった。

「おまえが呼よび出したんだぞ。三丁目の交差点に！」

「別に来いって言ってないけど」

「見なきゃ損そんって言ったぞ！　それを言われて見ないでいられるか？」

　言うまでもなく、一晴は見ないではいられない性しよう分ぶんだった。

　おまけに、美空がこれみよがしに写メを送りつけてきた。添てん付ぷされたロシアン・ネコ耳少年の写真を見て、一晴は「うぉぉぉ！」と吠ほえた。ツボに塡はまったのだ。

　三丁目の交差点。それが美空が電話で告つげた場所だ。

　一晴は自じ慢まんの足で学校を駆かけ出し、三丁目の薄うす暗ぐらい路ろ地じ裏うらで、奇き妙みようなアトラクションを見つけた。

「薄っぺらい映像みたいに消えかかってたぜ。まるで蜃しん気き楼ろう？」

　一晴はそれが現実か幻げん想そうかを確かめる目的で近づいたらしい。

「で、気づいたら、ここにいたのね？」と美空。

　そういうこと、と一通りの説明をおえた一晴は、待ちわびたかのようにカトリムに手をのばした。

「おおー可愛い！　ミーニャキャット？」

「ミーアキャットでしょ？　カトリムっていうみたいよ」

「カトリムか、いい名前だ。カトリムカトリム……おいでカトリム」

　同級生には見せられない姿だと美空は思った。腹ばいになって、動物に視線を合わせている。

　ケモノ耳の生はえたものを見ると、一晴の「スポーツ系好青年」は瓦が解かいするのだ。

　潤うるんだ大きな瞳ひとみと金糸のはえたケモノ耳。一晴の心は一いつ瞬しゆんでカトリムの虜とりこになっていた。

　カトリムは一晴の手を嗅かいだ。












「よしよし。いい子だ」

　もう少し、というところで、大おお股またでやってきたフェンがカトリムを抱だきあげる。

　そっけなく奪うばわれて、一晴は残念そうにした。

「お兄さん、素す敵てきな耳っすね。触さわっていいっすか？　写真撮とっていい？」

　一晴、懲こりていない。剣をもって追いかけられた恐きよう怖ふはどこへやら。フェンの頭髪からのぞくケモノ耳に、目が吸いついている。

　プイ、とフェンは一晴から視線を逸そらし、無む言ごんのまま、やや離はなれた木こ陰かげに座すわり込んだ。

　カトリムを大事そうに胸に抱き、深いため息をついている。

「俺おれ、嫌きらわれたかな？」

「失礼なこと言うからでしょ。初対面の人に」

　と一晴に適当に返しつつ、美空はフェンの様よう子すを窺うかがっていた。

　痛いたみはひいたみたいだ。手に広がっていた獣毛も、いつしかなくなっていた。

（でも、身体からだキツそう。これって絶対、演技じゃないわ）

　さんざん演技か否いなかで悩なやんだあげく、美空はようやくそう結論づけたのだった。

　決め手は「空気」だった。

　相手がつらいとき、伝わってくる空気というものがある。

　つらいと言葉で伝える手段がない動物は、みんな空気で報しらせてくる。

　以前、美空が家で飼かっていたレトリバーもそうだった。

　ただじっと座っていた。美空が感じたのは、重くて、そこだけ色が沈しずんで見えるような空気。

　なにも訴うつたえない愛犬の異変に、美空が一番早く気づいて、両親を急せかして病院へ連れていった。

　初めて、腎じん臓ぞうの病気だと知った。

　フェンは、そのときの愛犬みたいだと思ったのだ。つらいと言わないのだ。言えないわけではないのに、言わないのだ。そういう人なんだろう。

「日が暮くれる。今日は、ここで休もう」

　離れた木陰から、フェンの声が届いた。

（ここで？）

　見上げた空は、濃こい紫むらさき色に変わりつつあった。

　星の輝かがやきが増していて、まるでスパンコールを散ちりばめたビロードのようだ。

　一晴がヒソヒソ声で話しかけてきた。

「これって、どういう情じよう況きよう？」

　さぁ？　という顔をしたら、一晴が呆あきれた。

「ここ、携帯通じないぜ」

「それは知ってる」

「じゃ、どこだ？」

「アートラクシン王国だって」

「だってじゃねぇよ。アトラクションにしてはヤバイって感じないのか？」

　それはそうだ。頰ほおに怪け我がまでしたのだ。

「出口、探したか？」と一晴。

「ないって言われた。彼……フェンに」

「俺は入口が消えるのを見た」

「えっ……」

　なんとなく絶望的なことを、さらっと言われた気がした。

「時計が壊こわれた。ここへ入ってすぐ」と言って、一晴が腕うで時計を見せる。

「故こ障しよう？」

「俺も思った。そのときは」

　気づいたように美空も自分の携帯を取りだした。時間を確認する。

　携帯は動いていた。でも時間は16：12を表示している。

　四時って、一晴に電話をかけた時間のはずだ。それから進んでいないなんてありえない。

「な、なんで？」

「俺に訊きくなよ」

　そのとき、フェンが数個の果実をもってきてくれた。小さなスイカみたいな形をしている。

「食べるといい。アートラクシンの果実は栄養価が高い。水分補ほ給きゆうもできる。今夜はそっちの……ニノっていう苔こけのうえで寝るといい。体温に反応して繁はん殖しよくし、またたく間に敷しき物もののように広がっていく」

　果物を足元に置いてくれたフェンは、「明日になったら、城に向かう」と視線を合わせないまま付け足した。

「あの、あのねフェン」

　私たち帰りたいんです、と言おうとしたら、先手を打たれた。

「助けてくれるんだろう？　約束したよな？」

「……」

　フェンにそう言われたら、押し黙だまる以外なかった。

　あのさ、と一晴が美空の代わりにフェンに訊いた。

「わかるように説明してくれる？」

　フェンは少し考え込んだ。そのあと、彼は説明口く調ちようでこう告げた。

「ここはアートラクシン王国。きみたちの住んでいた世界じゃない」

　わかりやすいが、美空は（あるよね、こういう設定）と思った。

「いわゆる召しよう喚かん魔法で導みちびいた。どうしても、彼女の助けが必要だったんだ」

　彼女って私？　と美空が自分の顔を指差す。

　一晴がこう切り返した。

「そういう設定のアトラクションとかゲームとか日本に多いんで、まだ騙だまされているってか、担かつがれてるって気がするんだ」

　フェンは小さく笑わらった。

「じゃ、担がれていればいいさ」

（ちょっと辛しん辣らつ。この人、あんがい意い地じ悪わるかも？）

　コウモリを一いつ刀とう両りよう断だんにしたように、一晴の言葉も切って捨ててしまった。

　一晴が黙り込むと、フェンは一晴や美空からやや離れた苔のうえに、寝転がった。

　すると、彼が言ったように苔が急に繁殖しだし、掛け布ぶ団とんのように彼の胸むねから下を覆おおった。

　まるで、奇術だ。

「どう思う？」と一晴が美空に訊く。

「どうって、すごく凝こったアトラクションだと思う」

「俺たち、帰れねぇんだぜ。アートラクシンでもアトラクションでもいいけど、これって誘ゆう拐かい、拉ら致ち監かん禁きんじゃねぇ？」

　美空がきょとんとした顔を向けた。

「でもまだ入って一時間ぐらいだと思うけど？」

「俺は二時間って気がする」

「フェンは明日って言ったけど、それも設定上の日付なんじゃない？」

「おまえ、本当にそう思ってる？」

　さぁ？　とまた美空が首をかしげて考え込んだ。

　本当に、と念押しされると自信がない。ただ、そう考えざるをえないと思うだけだ。

「召喚とか、異世界転移とかさ。来たらすぐ『異世界』って認にん知ちできるもんじゃないのか？」

　普ふ通つう、物語じゃそうなってるだろう？　と一晴は言うのだった。

「けど、俺にはここがどっちの世界かわからない」

　美空もだ。現実だという自信もない。異世界だという感覚もない。

　奇妙なことは数えきれないほどあるのに、自分はまだ「アトラクションだ」と思い込もうとしている。思い込むことで、安心できる気がするのだ。

　それは裏返すと……どういうことになるのだろうか？

「あれ、星だよね？」

　美空はバイオレットの空に光るものを指差す。

「わかんねぇよ。マメ電球かも」

「私の頰、ひっかき傷があるでしょ？」

「ん？　ああ」

「大きなコウモリに襲おそわれたの。カトリムもひどくやられて……いっぱい血がでて」

「それって血ち糊のりじゃねぇって確信ある？」

「ない」

　そう答えると、一晴はフェンのところへ赴おもむいた。

　きっとカトリムの傷をチェックしに行ったのだ。

　無言で戻もどってきた一晴は、フェンと同じように寝転がった。ため息をついている。

「どうだった？」と美空。

　一晴は一言、こう言った。

「自力で帰れないって気がしてきた」

　それは、カトリムにヤラセじゃない本物の傷があったということだった。


[image: ]



　昼間は歌を歌っていた黄色いマーガレットもどきが、今は寝息をたてていた。

　ここの植物は、本当は植物ではなく、根の生えた動物なのかもしれない。

　いやいや、きっと凝った作り物だ。

　考えれば考えるほど混こん乱らんしてきて、いつしか一晴も美空も無口になっていた。

　フェンの寝転がる木陰は、ひどく薄暗く見えた。巨大なシダ植物が、頭上を覆っているのだ。

　――ハヤク、女を城ヘ連れてイケ。

　シダは奇妙な動きをしている。葉を広げたり、縮ちぢめたりしていて、その度たび、パリパリとした小さな音がするのだ。プチプチだろうか？　植物が動いていることに不ふ思し議ぎを感じない世界だが、その「音」が言語であることを、美空たちはまだ知らない。

　――時間はモウない。

「わかっている」

　フェンは吐と息いきのような声で答え、寝返りをうった。

「フェン……？」

　やや離れた場所から、美空は声をかけた。苔にくるまっているその姿は、「砂すな風ぶ呂ろ」に入っているように見えなくもない。

「フェン、眠れないの？」

　一晴は無反応だ。眠っているのだろうか？　それともタヌキ寝入りだろうか？

　聞かれてまずい話をするわけではないので、美空は気にしないことにした。

「いや、眠りたくないだけだ」

　わずかに遅おくれて返事がやってきた。

「カトリムの怪我は大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ。ここじゃ、きみたちの世界より自然治ち癒ゆ力りよくが高い。明日には治っている」

「そう。……フェンも大丈夫？」

「心配しなくていい」

　それを聞いて、美空は一安心した。

　ちゃんと答えてくれる。一晴に対したときのように、意地の悪い切り返しだったらどうしようと思っていたのだ。

　心配しなくていい。その言葉の前に「俺のことなんか」がつくことなど想像もしないまま、美空は急に眠気に襲われた。

（ほっとしたせい？　それともこの苔には催さい眠みん効こう果かでも、ある……のか……な？）

　考える間もなく、うとうととし……美空は一晴の叫さけび声で目を覚ました。

「み、美空！」

　体内時計は、ずいぶんあいまいなものになっていた。空の色が薄いラベンダー色に変わっている。

（朝まで熟じゆく睡すいしていた？　半時間程度だって感覚なんだけど？）

「美空！　どどどど、どうなってるんだ？　こいつの身体！」

　一晴の第二声で、美空はようやく事態をのみ込んだ。

「フェン!?」

　一晴はフェンを凝ぎよう視ししていた。

　人だったものが獣けものになる。初めて見たものは誰だれもが驚きよう愕がくするに違ちがいない。

「フェン！　フェンしっかりして！」

　美空は、苦しむフェンに駆かけ寄ったものの、挙きよ動どう不ふ審しんになっていた。

　触っていいのか悪いのかも、わからなかったのである。

　フェンは全身毛むくじゃらの獣じゆう人じんになっていた。

　漆しつ黒こくの髪かみはなくなり、赤茶色の獣毛になっている。

　顔は、ネコに似ていた。髭ひげもある。瞳はまさしく猫キヤ目ツツ石アイだ。

　身長はうんと縮んだ。１７８センチはあったと思うが、今は１３０センチぐらいだ。

　まだ衣服はつけていた。相当ダブダブだったが。

　二足歩行体型の巨大なネコ。それが一番、近い表現だろう。

　その奇き異いさに一晴は言葉がでないようだった。

　苦しげにフェンはうなった。息が荒く、昨日きのうのように痙けい攣れんを起こしていた。

「フェン、フェン、ねぇ、どうしたらいいの!?」

　ためらいながら、美空はフェンの手に触ふれた。

　獣毛は、綿毛のような感触がした。

　それから、熱い！　すごい熱だ。

　フェンは美空の手を払い除のけた。

「俺は、いい。カトリムと城に、行け」

「できるわけないじゃない！」と美空は言い返した。

「城に、兄上が……いる。あとのことは、兄上に……」

「フェン！」

　フェンの意識が朦もう朧ろうとしはじめた。もはや、まともに言葉が話せる状態ではない。

「どうしよう……どうしたらいいの!?」

　美空は、再び挙動不審になる。三歩さがって、二歩近づく。

　手を出したりひっこめたりをくりかえし、すがるように一晴を見つめた。

「どうしよう、一晴」

　どうしようと言われても、と一晴が困こん惑わくする。

　美空はフェンの傍かたわらに座り込み、背中にそっと触れた。

　衣服をつけた背中からも、ひどい熱が伝わってきた。40度とか、余裕でありそうだ。

　できるだけそっと撫なでてやる。

　愛犬が病気で苦しんだとき、そうやっていた記憶がよみがえったからだ。

「どうしよう……どうしたら楽になるんだろう？」

　一晴は返答に困こまった。第一、まだ一晴は半信半疑なのだ。

　人が獣に変化するなんて、見たことも聞いたこともない。

「美空、ここは本当にアートラクシン王国なのか？　こいつって、本当に苦しんでるのか？　俺らが寝ているうちに特とく殊しゆメイクして……」

「違う！　私もはじめは仕掛けがあるって思ったけど、絶対違う！」

　と美空は断言した。

「ここがどこかわからない。アートラクシンじゃないかもしれない。でも、これは演技じゃない。演技じゃないよ！」

　美空の訴えに「わかった」と一晴は答えた。

「じゃ、俺もここがどこか考えないことにする。とりあえずフェンを運ぼう」

「どこに？」

「ヒントは『城』だけなんだろ？　これがゲームでも異世界でも、そこへ行くしかねぇよ」

　ククク、とカトリムが鳴ないた。後ろ足で立ちあがり、手招きする。

　一晴はそれを見ると、フェンを背中に担いだ。

「本当は、朝一番でここから脱だつ出しゆつする方法を聞き出そうと思ってたんだがな」

　しゃぁねぇか。と一晴は諦あきらめた。背中のフェンは、語りたくとも語れない状態だ。

　身体が異常に熱いことは、背負うとイヤでも伝わってきた。

「これは一大事、もしくは不ふ測そくの事態ってやつだな」と一晴が呟つぶやく。

「フェン、しっかりするのよ」

　一晴から一歩遅れて、美空はついてきた。

　一晴に担がれたフェンの背中から手を離すことができず、ずっと擦さすっていたのだった。
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　ピンク色の小道を、カトリムが進む。特大ミーアキャットのようなカトリムを、一晴と美空は追いかけて歩いた。

　道端の花は今日も歌っている。情況が情況なだけに、能のう天てん気きな花だと思ってしまう。

　小道の両サイドには、亜あ熱ねつ帯たい植物が広がっている。まるで植物園の「経路」のような小道だ。これは、アートラクシンの「獣道」なのだろうか？

　一時間は歩いた、と一晴も美空も感じていた。

　大きな木々の合間から見える、ラベンダー色の空には太陽がない。

　だからだろうか？　昼も夜も、星が見えている。ここは太陽のない世界なのだ。

　そろそろ真剣に認めなければならない。

　ここは、路地裏でも、外資系アトラクションでもない。

　異世界だ。アートラクシン王国。

「この国の民たみはみんな、魔女の呪のろいに……かかって」

　フェンは、朦もう朧ろうとする意識のなか、なにかに急かされるように説明をはじめた。

「果実だ。毒入りの果実のせいで……みんな徐じよ々じよに、獣に堕おちて……」

「情況説明はあとでいい。今は眠ってろ」

　と一晴はさえぎった。

　フェンはうめいては失しつ神しんし、失神しては目を覚ますという状態を周期的にくりかえしている。

　そしてどんどん軽くなっているのだ。

　背負っている一晴は、そのことに危き機き感を抱いていた。

　でも美空には言えなかった。言っても、不安をあおるだけだ。

「鳥も獣も、もとは皆国民だった、んだ」

　フェンはつづけた。

「無理に話すな」と一晴は言ったが、「完全に獣に堕ちたあとでは、話せない、から」とフェンは返した。

「私を呼んだのは、その呪いを解くためなの？」

　美空は訊いた。まだフェンの背中を擦っている。

「……そうだ」とフェンは弱々しく頷うなずいた。

「私、ただの高校生なんだけど？　得とく意い業わざとかないよ」

「いいんだ」

「魔女に勝てる気がしないけど？」

「……いいんだ」

　またフェンの意識が遠とお退のいた。

（いいとは思わないけど）

　美空は不安だった。

　フェンの状態も。自分たちの置かれた立場も。

　魔女に勝てそうにないことも。みんな、いいとは言えない。

　フェンもカトリムのようになるのだろうか？　それを考えると、一層不安になる。

「あれ？　一晴、カトリムは？」

　会話に気をとられていたからだろうか。小道のどこにもカトリムの姿はなかった。

「こんなところで迷子ってのはなしだ」と一晴が呟いた瞬しゆん間かんだった。

　一晴の足に、なにかが巻きついた。

　蔦つた？　いや、鞭むちだ！　でも鞭にしては長い！

「うっ、わっ！」

　バランスを崩くずし、一晴は膝ひざをついた。グイッと上に引かれ、顔面から派手に倒たおれる。

　背中のフェンが路上に転がり落ちた。

「一晴！」

「いつつ……最悪。鼻はな血ぢでそう」

　鼻を押さえたとたん、今度はバンジージャンプを逆回転させたかのようなスピードで、一晴は天空に向かって引き上げられた。

「ぎょぇぇぇっ！」

　巨大な葉っぱに、何度も頭をぶつける。

「どぉぉぉぉぉ！」

　どうなっているんだ!?　と言いたかったが、さすがの一晴も、悲鳴が精せい一いつ杯ぱいだった。

　今度は引力に引かれて急降下。

　ピンクの小道にぶちあたる！　と思った寸前で、一晴の身体は宙ちゆうづりになった。

　小道のそばの巨木に、ぶらさがっている状態だ。

　ぶらんぶらん、と揺ゆれている一晴の視野に、男性用ブーツと、黒のロングマントが入ってきた。もちろん、逆さかさまの映像だ。

「げっ、コスプレーヤー？　……じゃなかった」

　そう、ここはアートラクシンとかいう王国だ。ならば、目の前の剣士装しよう束ぞくの男は、本当の剣士に違いない。

　ロードオブなんとかって映画にでてきそうな格かつ好こうだな、と一晴は思った。

　いや、耳がついてる。黒髪に黒いケモノ耳。いいねぇ、最高。

　一晴はケモノ耳を見つけたとたん、魅み了りようされていた。

　その男に抜き身の剣を向けられているというのにだ。

　ケモノ耳の生えた人に悪い人はいない、という根こん拠きよもない信条が、まだこのとき一晴にはあったのだ。

　ロングマントの下には、銀色に輝く鎖帷子チエーンメイルが見え隠かくれしている。

　物々しい戦闘態勢、というあたりに留りゆう意いすべきだろう。

「一晴！　一晴、大丈夫？」

　フェンを抱き留めた美空が、道端に座り込んだ体勢で叫んだ。

　美空もその剣士を見ていた。まっさきに「物ぶつ騒そうな空気を纏まとった人だ」と思った。

　その空気に命名するなら「殺気」だ。

　歳は二十代半ばぐらいだろうか。

　ゆるくうねる闇やみ色の長髪。切れ長な瞳。均きん整せいのとれた美び貌ぼう。

　怖こわいほど美しい？　いや、違う。

　隙すきがないから、美しいのに怖いという印象しかしない人。そう、これだ。

「×××××」

　聞き取れないような言葉で、物騒な雰囲気を醸かもしだす剣士は尋たずねた。

「キャンユースピークジャパニーズ？」

　と一晴が平然と訊き返して、美空はかたまった。

　度ど胸きようがあるのか、鈍どん感かんなのか、正直わからなかった。

　そもそも、そんなカタカナ英語が通じるのだろうか？

「今の何語？」

　突然、茂しげみのなかから、一晴に反問があった。

　ガサガサと遠えん慮りよなく音をたててやってきたのは、ひょろりとした体型の、灰銀色グレーシルバーの髪をした男性だった。手にしているのは、一晴の足を縛しばりあげている鞭のようだ。

　歳は剣士と一緒ぐらい。細い目をしていた。笑っているような目のおかげで、威い圧あつ感はそうでもない。

　灰銀色の短髪から、ピクピクとよく動くケモノ耳がでている。

　白いブラウスにブラウンの胴着。柔やわらかい印象が、漆黒の剣士と対照的だった。

「日本語です」

　と一晴。違うだろ、と美空はつっこみたくなった。

　一晴、逆さづりで、頭に血がのぼっているのかもしれない。

　ひょろっとした体型の細目の男性が、物騒な剣士になにかを囁ささやいた。

　そのあと、細目の男は一晴にこう言った。

「この道は王城につづく道だ。怪あやしいものは通すわけにいかない」

「よかった。俺たちその王城をめざしてたんです！」

　と一晴は物もの怖おじせずに答えた。時計の振り子のような状態で、クソ度胸があるなと美空は感心した。

　ふと、美空は獣になる前のフェンを思い出した。

（三倍くらい冷れい酷こくに見えるけど、この黒衣の剣士、フェンに似てる？　黒い髪とか、顔の輪りん郭かくとか、目に強い力があるところとか）

「あの」と美空は声をだした。

　声に反応して、剣士の冷たい瞳が美空に注がれた。

（やっぱ、似てる気がする。でも三倍増しで怖い）そう思いながら、美空はこう訊いてみた。

「あの、フェンのお兄さん、ですか？」

（フェン、お城に兄上がいるって、言ってなかったかしら？）

　美空が「フェン」の名をだすと、とたんに、剣士の瞳から殺気が消失した。

　フェンの三倍増しで怖いと思った瞳。その瞳から鋭するどさが落ちて、少しホッとする。

「フェンを、知って、いるのか？」

　たどたどしい日本語だったが、剣士は正しい日本語で訊き返した。

「……」

　美空は自分が抱き留めている獣人を見つめた。

（そうか。まだこれがフェンだってわからないんだ）

　きっと彼は、自分とよく似ていて、三倍優しいまなざしの弟しか知らないのだ。

　そう思うと、美空はどう説明したものか悩んだ。

「きみ、は？」

　と剣士は美空に問とうた。

「私は……美空。寛ひろ井い美空です。で、そっちのが……」

　一晴を紹介しようとしたら、当人が「あの～」と割わって入った。

「自己紹介の前にまず、この俺を正常な状態に戻してください。マジ、鼻血でそう」
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　一晴の願いは無事、聞き届けられた。

　改あらためて簡単な自己紹介をすませているとき、ガサガサと音をたてて、亜熱帯植物のなかから、ミーアキャットもどきのカトリムが姿を見せた。

「カトリム、どこ行ってたんだ？　心配したぞ、トイレか？」

　どこまでも緊張感のない一晴の言葉に、カトリムはククク、と返した。

　イエスだったのかノーだったのか。トイレが理解できたのか？

　さして、誰も気にとめなかった。

　しかしカトリムという名前に、二人の男性はあからさまに驚おどろいた。

　きっと二人は、ミーアキャットになってしまう前のカトリムしか知らないのだろう。

「カトリム？　コレが？」

　とトローと名乗った目の細い男性は、まさかといった顔で訊き返した。

　トローは弟。兄は黒髪の剣士のほうで、名前はヴォルトルースというそうだ。

　顔も雰囲気も違うのは、母親が違うからだという。

　二人とも、フェンのお兄さんだった。ヴォルトルースとフェンは、きっと母親も同じなのだろう。

「そう。こっちがカトリム。あの猫人間がフェンだ」

　カトリムはフェンのそばに寄ると、顔を舐なめはじめた。

　長兄ヴォルトルースは、このときようやく事態を把は握あくしたようだった。

「フェン!?」

　黒髪の剣士は、猫人間になってしまったフェンに駆け寄った。兄の声に、フェンが意識を取り戻す。

「兄……上」

「フェン！　なんて姿だ」

「……カトリムも」

　わかっている、というようにヴォルトルースは頷いた。

「連れてきた……彼女が××……××」

　あと、なんと言ったのか、美空にはわからなかった。アートラクシンの言葉だったからだ。

　わかった、ともう一度首しゆ肯こうし、ヴォルトルースはフェンを抱きあげた。

「あの、急に身体が変わって、すごく痛むみたいで……苦しんでいて」

　だから、一いつ刻こくも早くお城へ行こうと思ったのだ、と美空はしどろもどろに説明した。

「『力』を、使い、すぎた」

　とヴォルトルースは、片かた言ことの日本語で語った。

「力、ですか？」

「体力が落ちると悪い毒どくに侵おかされる。そんな感じで『獣化』が進むんだよ」

　と丁てい寧ねいに説明してくれたのは、次兄のトローだった。日本語はトローのほうが達たつ者しやみたいだ。

　早急に、フェンの処置をしなければならないという。

　トローはもっていた粉を、なにかの液体と混ぜ合わせ、フェンに飲ませた。

　痛み止めと、体力増強剤のようなものらしい。

「それでもとに戻るんですか？」

　と美空はトローに尋ねた。相当、不安そうな顔をしていたのか、トローはとても優しい声でこう返した。

「わからない。きみたちの世界にだって、回復しても後こう遺い症しようが残ることがあるだろう？　それと一いつ緒しよで、元気になっても獣化が完全に消えるとは限らないんだ。でも大丈夫。フェンの体力を信じよう」

　ほどなくして、フェンの身体が弛し緩かんした。

　痙攣もおさまって、呼吸も楽になったようだ。

　ヴォルトルースはずっとフェンの頭を抱いている。

（怖い人に見えたけど、本当は弟想いのお兄さんなんだ）

　ありありと伝わってくる「空気」があって、美空はちょっと寂さびしい気もした。

　フェンの背中を擦ってあげたいが、もう自分の手は必要とされていないみたいだ。

「いやぁ、さっきはごめんね。見み慣なれない人間が歩いていたから、てっきり怪しいヤツだと思って」

　フェンの様子が落ち着くころ、次兄のトローと一晴は仲良くなりはじめていた。

「鼻、大丈夫？」とトロー。

「いえいえ、全然、大丈夫っすよ」

　トローの憎にくめない表情のせいか、一晴はバンジーのことも、赤くなった鼻のこともあっさり許ゆるした。

「その耳、なんの耳っすか？」

　と一晴。ひょっとすると、一晴が寛かん大だいなのは、トローに小さなケモノ耳があったからかもしれない。

「うーん、きみたちの世界の動物でいうとウマ？　いや、ウシかな？」

「触ってもいいっすか？」

「いいよ」

「うおおお～！　ホンモノのケモノ耳！　感かん無む量りようっす」

「どうして？」

「俺の憧あこがれ」

「耳が？」

「毛の生えた耳がです！　記念に写メってもいいっすか!?」

「シャメッテモって何語？」

「もち、日本語っす！」

　トローは一晴の話す「日本語」にいたく関心を寄せていた。「辞書に載のってないしね」と言う。

　美空はおかしくなった。異世界に日本語の辞書があること自体、不思議だ。どんな辞書なんだと思う。

（召しよう喚かんされたら、あっという間に異世界の人々と会話ができる、なんてことはないんだ）

　アートラクシンじゃ、住人のほうが、事前に「日本語」を勉強しているのだ。

（急に通じるのは変だけど、通じるよう勉強してくれるってのも、変？）

　一瞬通り過ぎた疑問だった。そう。本当は言葉が通じないことが、一番自然だったのだ。理り屈くつではそうとわかっているが、通じることを警けい戒かいする感覚は美空になかった。

　一晴にもなかった。通じないと、たちまち困ったことになる。困るよりはいい。そう思ってしまったからだ。

　アートラクシンのメルヘンチックな情景のせいか、あるいは性格のせいか、二人は万事を楽観していた。

「へぇ！　一週間でそんなペラペラに！」

「いやいや、ここじゃ、自然が力を貸してくれるぶん、色々と素早く習得できるんだ」

　自然治癒力も高いと言っていたかな、と美空はトローの言葉を聞いて思い出した。

　あれだけ傷を負ったカトリムも、今日はとても元気だ。

　彼らの言う自然とは、なんにでも利用できる「エネルギー」のことなのかもしれない。

「げっ、王子さまなん？　あの人!?」

　驚いた一晴の声を聞いて、美空もびっくりした。

　黒髪の剣士、長兄ヴォルトルースは「第一王位継けい承しよう者しや」という肩書きをもっているらしい。

「じゃ、フェンも？」と一晴。

「彼は第五王位継承者」

（ええ!?）

　声にこそ出さなかったが、美空は衝しよう撃げきをうけた。

　ネコ耳の獣人は、けっこう、いや、すごく偉えらい人だったのだ。

　アートラクシンの王、つまりフェンたちの父親は、魔女の呪いをうけ先年他界していた。

　王位継承権をもつ子は、全部で六人。だが、六人全員、魔女の呪いをうけている。

　身体がだんだん獣化して、やがて獣になってしまうという呪いだ。

「あのカトリムも？」と一晴がトローに訊く。

「そう。彼は第四王位継承者だ。とはいえ、あそこまで獣に堕ちたら、もとの姿に戻すのは難むずかしい。国を統すべることはできないだろう。知性も記憶も、あの小さな頭に入るぶんしか残っていないんだからね」

「……それはキツイっすね」

「我われ々われ全員が獣に堕ちる前に、魔女の呪いを解いて誰かが王位につかなきゃ、アートラクシンは滅ほろびてしまうんだ」とトローは言った。

　カトリムが獣堕ちしたとき、フェンがどうしてふさぎ込んでいたのか、美空はようやく理解した。

　あれは、兄弟を失うしなった悲しみをこらえていたのだ。

（私、この私が魔女を倒す……んだよね？）

　美空は経験したことのないようなプレッシャーを感じた。初めて、自分が「鍵かぎ」になっていることを自覚したのだ。

　なんて頼たよりない鍵だ、と思う。

（私、なにもできないよ、フェン）

　ヴォルトルースの膝に頭を預あずけているフェンを見つめた。

　いいんだ。

　そう言ったフェンを思い出す。

（なにもできないけど、いいの？　それとも、私にできることがあるの？）

　ヴォルトルースが美空を見返してきた。ずっとフェンを見つめている視線に気づかれたようだ。

　ドキドキしてきた。緊張するのは、王子さまだと知ったからだろうか？

（まだ見てる。どうしよう、ずっと見てる。フェンより三倍威力のある瞳で……あの瞳、苦手だ）

　カーッと顔が火ほ照てってきた。

「美空？」

　一晴が呼びかけた。

「おまえ顔、赤いぞ」

（妙みようなところで洞どう察さつ力りよくを発揮しないでよ！）と美空は思った。

　ヴォルトルース王子が王おう冠かんをつけているところを想像したら、熱くなってきたのだ。

「あのさ、一応、ぼくも王位継承者なんだよ。二番目の。そこんところ、質問してくれないわけ？」

　というトローの声で、ようやく一晴の意識が美空から逸それた。

「いやぁ、してほしかったですか？」

　なんて一晴はトローにつっこんだ。
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　フェンの容体は落ち着いたが、安静第一を考えて、美空たちは小さな泉のそばでもう一いつ泊ぱくすることになった。

　昼間はなんの変へん哲てつもない泉に見えたが、空が濃い紫色に変わるころ、湖の色は白っぽい水色になった。底のほうで発光しているのである。おかげで周囲はほのかに明るく、薪まきも松たい明まつも必要としない。

　不思議なところだと、美空と一晴は感じずにいられなかった。

　どこもかしこもメルヘンチックだから、二人は遊園地定番のアトラクションと錯さつ覚かくしてしまうのかもしれない。

　今日の夕食は、昨日フェンが採とってくれた果実と同じものだった。スイカのような縞しま模も様ようのある、桃ももぐらいの大きさの果実だった。昨日は食べる前に眠ってしまったが、今日はさすがにお腹がすいていた。

　みんなが食べるのを見て、おそるおそる口にする。

「かぼちゃの味がする。食感は蒸むしパンみたいだけど」

　意外な味と食感だった。スイカか桃のような味がするはずだと思い込んでいたせいだ。

　真ん中から、甘あまいゼリー状のものがでてきた。

「マンゴーみたいな味」

（不思議。美お味いしいと感じるまでには、あと二、三個食べなきゃダメね）

　食べつづけると、だんだん慣れてきて、三つ目にはお腹いっぱいになった。

　食事がおわると、苔の毛布にくるまって就寝だ。

　ものすごくシンプルな生活。でも一度、シャワーを浴あびたいところだ。一体、どれぐらい時間がたったのだろう？　美空は携帯で時間を確認する。

　18：13。

　驚くほど、時間が進んでいない。ここへ入ってから二時間って、ありえない。

　それに、一日が短い気がする。自転周期六時間ぐらいだろうか？　それとも時計が壊れたら、こんなふうに時間の感覚が狂くるっていくのだろうか？

「もー食くえません。腹、くだす」

　苔にくるまった一晴は、能天気な寝言を言っていた。

　夕食用の果実をトローと採りにいった一晴は、途中でなにかを「つまみ食い」したらしい。

　なにを食べたのかは、話してくれない。

　熟睡する一晴とはうらはらに、美空はなかなか寝つけずにいた。

　バイオレットに染まる空を見ながら、またポケットから携帯を取りだす。

　メールの履り歴れきを見るのは、たんなる習慣だ。着信などあるはずがない。

　最近撮影した写真を呼びだす。

　一番最後に写した写真は、三丁目の路地裏で撮ったカトリムのアップだ。

　金色の髪の、愛くるしいネコ耳少年。もう、カトリムは二度と、この姿には戻れないのだ。

「奇妙な道具だな、通信機か？」

　ふいに背後から声がかかって、美空は振り向いた。

「フェン！　よかった。身体、もとに戻ったのね？」

「髪は戻らなかったがな」

　コウモリの襲撃から美空を救った姿で、フェンが立っていた。身長が高く、細身で、長兄ヴォルトルースを三倍優しくしたまなざしの――王子さまだ。

　フェンが言うように、髪の色だけは違った。以前はヴォルトルースとよく似た漆黒だったのに、今は赤茶色だ。人毛ではなく、獣毛なのだろう。ネコ耳と同化している。

「これは携帯電話よ。通信機だけど、圏けん外がいで使えないわ。メール……電子郵便や、写真撮影機能もあるの」

　と美空は説明した。

　へぇ、とフェン。関心があるのかないのか、わからない反応だ。

「これ」とフェンがぎこちなく差しだしたものは、ピンク色のハンカチだった。

　美空が泉の水に浸ひたし、そっとフェンの額に乗せておいたものだ。

「ありがとう」と気恥ずかしそうに呟く。

　ピクッと動いたケモノ耳が妙に愛らしくて、美空は「どういたしまして」とほほ笑えんだ。

　ほんの少し距きよ離りをおいて、フェンは美空の横に座った。

　出会い頭がしらに、背後から抱き竦すくめられたことを思い出した。今になって、微妙な距離をとるのが、なんだかおかしい。

「王子さまなのね」と美空が言うと「王子以外、獣しかいない国だ」とフェンは皮ひ肉にくな返答をした。

「でも救う方法があるんでしょ？」

「……」

「だから、私が必要だったんでしょ？」

　美空が質問をくりかえすと、フェンは「ああ」と短く答えた。

　ほんの少し俯うつむいたフェン。

　瞳に影かげが落ちる。

　赤茶色の頭髪からのぞく二つの耳も心なしかしおれている。

（どうして、悲しそうなんだろう？　兄弟を失ったせい？）

　フェンは無口な性格だ。きっと「どうしたの？」と訊いてもなにも言わないだろう。

　でも、伝わってくるものはある。

　瞳の色がくすむから、少しはわかる。

（悲しいの？　迷まよっているの？　それともなにかを後悔しているの？）

　少しためらったが、美空は携帯を操作して、一枚の画像をフェンに見せた。

「最後に撮った写真なの」

　言うまでもなく、それは路地裏でほほ笑んでいるカトリムの写真だった。

　フェンは美空の携帯を受けとり、写真を無言で見つめていた。

　写真のなかの少年に、なにかを語りかけるような、まなざしだった。

　やがてフェンは携帯を握にぎり締しめたまま、瞳を閉じた。

　ひそかに息をつまらせる。

（げっ！　な、泣なかせちゃった!?　人前では絶対泣かないキャラだと思っていたのに！）

　美空は慌あわてた。隣となりで見ているには、あまりに忍しのびない姿だ。「耳」なんか髪かみに埋うもれるほど、しおれているのだ。

（でも慰なぐさめ方がわからない！）

「兄弟で……親友だったんだ」

　とフェンは涙なみだを隠して、美空に語った。

「二日違いで生まれた異母兄弟だった。王城で一緒に……育てられた」

　一緒に学び、一緒に遊んでいるうちに自然と親友になったのだ、とフェンは告げた。

「きみを呼び寄せるために『力』を使った。強い力を。衰すい弱じやくして、あっという間に獣化してしまった」

「……フェン」

「どうしても、城に連れていく異世界の少女が必要だったんだ。カトリムは力を使えばこうなると知っていて……自ら犠ぎ牲せいに」

　美空は言葉を逸いつし、フェンは心のなかでこうつづけた。

　必要だったんだ。

　魔女に捧ささげる……

『生いけ贄にえの姫』が。

　だが、アートラクシン王国にはもう、少女はおろか、人すらいなかった。

　だから、どこかから召喚する必要があったのだ。

　特別な力などなくていい。

　年ごろの娘であれば誰でもいい。

　本当に誰でもよかったのだ。

　そして彼らは、今ようやくその「姫」を手に入れたところだった。

　美空の手が、そっとフェンの背中に触ふれた。

「フェン、ごめん。私、こんなときなんて言っていいのかわからない」

　つらさを少しでも和やわらげようとしているように、美空の手は動いた。

　フェンはその手を退しりぞけた。彼女の優しさが重かったのだ。

　フェンは言った。

「召喚に応じてくれてありがとう。それから、獣化したとき、俺の背中をずっと擦ってくれて、ありがとう。痛みがずいぶん、楽になった」

　なんてひどい偽ぎ善ぜんだろうか。そう感じながらも、フェンは心から「ありがとう」と言った。

「俺に礼を言う資格なんかない……な」

「そんなことないよ」

　即座にそう返した美空の顔を見て、フェンは少し笑った。

「きみは本当に優しい子だな」

　生け贄にするには、もったいないほどいい子だ、とフェンは感じずにいられなかった。
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「あはははは！　あはははははは！　一いつ晴せい、くくくく、けっ傑けつ作さく！」

　翌よく朝あさ、美み空そらはお腹なかを抱かかえて笑わらい転げていた。

　なんと、一晴の耳が「ケモノ耳」に変化したのである。

「そ、そそそ、それなんの耳!?　ははは、あははは……」

　真ん丸い耳だった。

「タヌキ？　コアラ？　なかなかないわよ、丸いのは！　チーターとか猛もう獣じゆう系けいじゃないわね。あんたのキャラじゃないし！　あはは……ぬ、ぬいぐるみの耳だったりして！」

「美空、でかい声で笑うなよ。頭に響ひびくから！」

　と一晴は耳を塞ふさいだ。

　丸いケモノ耳になって以来、やたらに聴ちよう力りよくが高くなったらしい。

「昨日きのう、こっそりつまみぐいしたせいよ！」と美空は言い返した。

　魔女の呪のろいがかかった果実を口にして、国民全員が「獣けもの」になった経いき緯さつは聞いていたはず。

　なのに一晴、野原に生はえていたソフトクリームを食べたらしい。

「アイスが食くいたいなぁ、と思ったときだったんだ。そんなとき、原っぱにソフトクリームが、ツクシのように生えてたら、普ふ通つう、味見したくなんだろ？」

「ならないわよ！　バカ！」

「けど、本物のソフトクリームだったんだぞ！　バニラ味」

　バカ！　そういう問題じゃないでしょ！　と美空が罵ののしる。

「幻げん術じゆつの一種なんだ。本当は全く違ちがうものなんだけど、そんなふうに五感が錯さつ覚かくを起こすんだ」

　国民も、同じ手にひっかかったんだ。と、二番目の王子、トローは説明して「気きの毒どくに」と一晴を慰なぐさめた。

　トローの細い目は、笑っているようにも、悲しんでいるようにも見える。同情半分、呆あきれが半分、といったところなのかもしれない。

「うぉぉぉ！　俺おれの耳、いー手て触ざわり！」

　美空は呆れ果はてた。

　一晴、自分についたケモノ耳に感激。ここまでオタクだと救いがたい。

　泉に映うつった自分を見て陶とう酔すいしているあたり、ナルシストの語源を思い出す。

　みんなが出しゆつ立たつの準備をはじめると、耳オタクは美空に近ちかづいて、こう囁ささやいた。

「なんか変」

「変なのはあんたでしょ、一晴」

「違う、トローだよ」

　と一晴は返した。

「たしかに俺は原っぱに生えていたソフトクリームを食べた。けどな、トローはそれを見ていて……見ていないフリをした」

　そのとき一晴は、トローと一いつ緒しよだった。

　一晴は「腹をくだすかも」と思うまで野原のソフトクリームを食べたのに、トローはなにも言わなかった、というのだ。

「普通、『食べちゃダメだ！』とか言わないか？」

「間に合わなかったんじゃない？　トロー王子が気づいたとき、四つ食べたあとだったとか？」

「いや、まだ二つ目くらいだった」

「四つも二つも一緒！　やっぱ、間に合わなかったのよ」

　美空は再び呆れ返った。自分の耳をしきりと愛あい撫ぶするオタクの言葉なんか、まともにとりあってられない。

　一晴の疑ぎ惑わくはいいセンをついていた。だが、丸い耳を愛撫する性せい癖へきのせいで、見捨てられてしまったのだ。

　ほどなくして、一いつ行こうは王城に向け出発した。

　先頭は長兄、第一王子のヴォルトルース。漆しつ黒こくの長髪と黒マント姿は、いつ見ても近寄りがたい、クールなイメージだ。

　そのあとにブルーの制服姿の美空。

　第五王位継けい承しよう者しやだというフェンが、獣に堕おちたカトリムを抱だいてつづく。

　そして一晴とトローが和わ気き靄あい々あいと、最後尾を歩いた。

　ピンクの小道を歩くのかと思ったが、そうではなかった。

　密みつ林りんを抜けたほうが早いというヴォルトルースの案内で、一行は小道を逸それ、道なき道を進むことになった。

　密林は平へい坦たんではない。靴くつ底ぞこからは、マシュマロを踏ふんだような感覚だけでなく、ゴツゴツとした「根」の感覚もする。時折、陥没したらしい跡や、大きな岩に遭遇した。日本と違うのは、ハリボテのように見えるところだ。強度や重さに幾分、違いがあるらしい。

　岩肌はだには、青い苔こけがはりついている。緑ではなく青だ。葉緑素が違うのだろうか？　かなり滑すべりやすい。注意して歩かなければ、何度でも転んでしまいそうだ。

「よっ、と！」

　清水が湧わきだしてできた小川をジャンプした。ちょっと失敗。水が靴下にしみ込んできて、不快感に襲おそわれる。

　これはお城に着いたら、絶対着替えとシャワーを要求したい、と美空は思った。

　と、そのとき、先頭を歩いていたヴォルトルースの姿が、忽こつ然ぜんと消えた。

「美空、足元、注意して」

　片言の日本語は、前方ではなく下から聞こえた。

（げっ、崖がけ？）

　三歩進んで、足場は途切れていた。

　ヴォルトルースが、谷底、と思えるような場所に立っている。飛び降りたのだろうか？

　両手をのばしてくれたが、届く距きよ離りではない。

「私、その、運動神経があんまり……」

　と美空は言い訳した。

「飛び降りろ。私が、受け、とめる」

「いやぁ、そんなの悪いですから」とまた言い訳。

　美空は崖の手前で二の足を踏んでいた。

（ボックススカートって、丈たけが短いんです。短パン、履はいてくりゃよかった）というのが本当の理由だ。

（見えたらどうすんのよ、見えたら）

　ヴォルトルース王子には見られたくない。絶対、見られたくない。

「ジャンプしても大だい丈じよう夫ぶだ。アートラクシンの地面は柔やわらかいから、転んでも大怪け我がしない」

　後ろを歩いていたフェンが、そう言った。

（たしかに、マシュマロっぽいけど……問題はそこじゃないのよ。体操服だったら跳とんでます）

　今度は、眼下でヴォルトルース王子が「おいで」というように手まねいた。

　自分の胸むねのあたりをさしている。

　美空は半歩、後退。

（そのゼスチャーって、む、胸に飛び込めってことですか？　違いますか？　していいんですか？　いや、できないです。そんな大だい胆たんなこと）

「なーにやってんだよ？　美空」

　背後から一晴の声がした。

「おまえ、しょっちゅう、スカートで校舎の階段、飛び降りてんじゃん」

（言うな！）

　美空が睨にらんで、一晴が立ち竦すくんだ。

（今、それ以上、私の素そ行こうをしゃべったらコロす！）という思念を送りつける。

「トロー、×××」

　ヴォルトルースが次兄の名を呼よんだ。

　トローは一言、ヴォルトルースに返事をして、美空に近づいた。

（なに？）

　美空、トローと向かい合う。トローが細い目をさらに細めて笑った。

「目、閉じてね」とトロー。

（なんで？）

「一いつ瞬しゆんだから、恐こわいのは」

（まさか突き落とす、とかしないよね!?）

　と思ったと同時に、とん、と両肩を押された。

「やっぱ、す、するんだぁぁぁ……！」

　美空、背中から崖下へ転落。

　スポン、と音がしそうなほど上手じようずに、美空はヴォルトルースの腕うでのなかにおさまった。

　ベストポジションに、ヴォルトルースが立っていたのだ。

（ひぇぇぇっ！）

　美空は突き落とされたショックではなく、ヴォルトルースに抱だかれていることに衝しよう撃げきをうけた。

（これは俗ぞくに言う、お姫さま抱っこ！）

　めくれあがったスカートの裾すそを慌あわてて整える。

「ヴォルトルース王子、おろおろおろ、おろして」

「いや」

（否定ですか!?）

　フェンとトローが機き敏びんな獣のように、楽々と崖を降りてきた。

　しなやかな着地は、豹ひようを連想する。美しいし、無理がない。

　一晴まで同じように崖を降りた。

　獣化が進むと、運動神経も獣化するのかもしれない。

「このまま、進む」

　ヴォルトルース王子は、美空の耳元でそんなことを言った。

（このままですか!?　抱っこのままですか!?）

　そうだね、と言ったのはトローだった。

「女の子向きの道じゃないし、そのほうが安心だね」

「歩きます！」と美空は言ったが「いや、このほうが、早い」とヴォルトルースに言い返された。

　でも！　と反論する前に、ヴォルトルースが跳ちよう躍やくした。

　美空を抱いたまま、四、五メートル前方にジャンプする。

　さすが第一王子。有う無むを言わさぬ行動力だ。

　密林のなか、しなやかに着地。大きな弧こを描えがいて、軽々と跳躍をくりかえす。

　たしかに、このほうが何倍も早く城に着けそうだ。

　あっという間に山をのぼり、谷をくだる。

　ヴォルトルースの腕は力強い。跳躍にも安定感がある。

「重くないですか？」

「重い」と言われたらどうしよう？　と思ったが、美空は訊きいてしまった。

「このほうが、安心だ」

　彼は美空の体重の件に触れなかった。

（寡か黙もく。さりげなく紳士？）

　そんなイメージを勝手に膨ふくらませる。

　安心――その意味が「抱えていたほうが、逃がさずにすむ」だと、美空は思いもしなかった。

　生いけ贄にえに逃とう亡ぼうされる危険がないぶん「安心」なのだ。

　ヴォルトルースの背中を追おっているフェンは、そのことを知っていた。

　だが、長兄ヴォルトルースの思おも惑わくを「卑ひ怯きよう」と呼べる資格はなかった。

　自分もまた、同じことをした。

　帰るという美空を背後から抱き竦め、引き止めたのだ。

　慌てる彼女の心理につけ込んで、城へ同行することを承しよう諾だくさせた。

　自分のほうが、いくらもずる賢がしこいことをやったのだ。

　フェンはフッ、と笑った。自分を嘲ちよう笑しようしたのだ。

「ほほー！　身体からだが軽いぜ。重力が月面なみ？」

　一晴が必要以上に高くジャンプしては、嬉々きとして叫んでいる。

　あの男も能のう天てん気きだな、とフェンは思う。

　獣化を喜べるなんて、バカとしか考えられない。

　ククク、と腕に抱いているカトリムが、フェンを見つめて鳴ないた。

　フェン、大丈夫か？　そう言われた気がして、フェンは「大丈夫だ」と返した。

「おまえの犠ぎ牲せいを無む駄だにしたりはしない。絶対にな」カトリムに囁く。

「美空ー！」

　一晴がフェンの背後から、先頭を行く美空に向かって声を張りあげた。

「俺って、格かつ好こういい？」

　バカ、と美空がそっけなく返す。

「んだよ？　おまえ、顔が赤いぞ？　パパ以外の男に抱っこされたの、初めてだろう？　幼おさななじみの俺は、なんでも知ってるんだぜ！」

　一晴の言葉に、「バカー！」ともう一度、美空が叫んだ。
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　その古城は、密林を抜けた丘きゆう陵りようのうえに建っていた。

　亜あ熱ねつ帯たい植物ばかりの国かと思ったら、そうでもないらしい。

　視界を遮しや断だんする大木がない丘のうえで、美空はすがすがしい空気の流れを感じた。

　そっと、ヴォルトルースが美空をおろした。

　美空がちゃんと自前の足でバランスをとるまで、手を添そえてくれる。

　この人、紳士だ、と美空は感かん嘆たんした。

（無口で、剣をもたせると恐いけど、やっぱり第一王子なんだ）

　同年代の男の子、とくに、一晴のようなバカには決してできない真ま似ねだと思う。

（この人が王様になったら、きっとこの国はいい国になるわ）

「ありがとうございました」

　美空は小さく頭をさげた。

　ヴォルトルースは「いや」と短く返して、城門に向かいだした。

　どういたしまして、という意味だと美空は思った。

　礼を言われる筋すじ合あいはない、という意味だとは知りもしない。

「大きなお城。ドイツとかフランスにありそうね」

　建築様式に詳くわしくはないが、ヨーロッパの観光ガイドブックで見たことがある気がした。

　城門を潜くぐると、大きな庭が目の前に広がった。雑ざつ草そうのなかに、壊こわれた彫ちよう刻こくが点在している。中央には、高い尖せん塔とうをもつお城があり、その城を取り囲むように、四角い回かい廊ろうがあった。

　あまり手入れがされていないようだ。使用人がいなくなったせいだろうか。

　回廊の石いし畳だたみもずいぶん剝はがれている。

　美空は同情した。

　アートラクシンの全盛期は、ここも華か美びだったに違いない。

　魔女の侵しん略りやくで、こんなに荒こう廃はいしてしまったのだ。

（私、なにかしたい。小さなことでいいから、協力したい。みんなが喜んでくれそうなこと。この庭園に花を植えるような……そんな、小さなことでいいから）

「兄上！」

　城のなかから、年とし端はもいかない少年が飛びだしてきた。

　推すい定てい年令、八歳から十歳。首にかかるぐらいの金髪。アートラクシンの空のような、大きな紫むらさきの瞳ひとみ。光こう沢たくのあるチュニックに短いマント。革のブーツを履いている。

　なにより、あの真っ白な耳！　走る度たび大きく揺れる耳！

　あまりに愛らしい姿に、美空も一晴も釘くぎづけになった。

「ミニチュアダックスの耳！」

　と美空は小さく叫んだ。

「違う！　あれはウサギの耳だ！」と一晴。

「違うわよ。垂たれているじゃない。ウサギの耳は立ってる」

「垂れてても、ウサギの耳だ」

「どうして!?」

「白い。ダックスなら茶色いはずだ」

「……」

　一晴は強固に譲ゆずらなかった。この男に耳のことで譲じよう歩ほさせるのは難むずかしいだろう。

　なんと長い耳だろうか。フワフワの金髪。その左右に垂れさがっている長くて白い耳。

「ウサギ耳が似合う、リアルな少年か。ちくしょ、あの耳に触りてぇ！」

　一晴、興こう奮ふんしすぎだ。

　美空と一晴より一足早く、ヴォルトルースはウサギ耳の少年に近づいた。

　白いウサギ耳に向かって、なにかを囁く。

　にわかに、少年の顔色が変わった。

　フェンが腕に抱いていたカトリムを、そっと少年に手渡した。

　少年はカトリムを受けとって、ひどく傷ついた顔をした。

　美空は悟さとった。あの少年もきっと王子さまで、カトリムの兄弟なのだ。獣化する前のカトリムと雰囲気がそっくりだ。

（獣堕ちしたカトリムを初めて見たのね）

　痛いた々いたしい表情のせいで、美空も一晴も、近づけなかった。

　今は、写メりたい、なんて悠ゆう長ちようなことを言っていられる情じよう況きようではないのだ。

「セトはカトリムの弟なんだ」

　立ち尽つくす美空のそばにやってきたフェンは、そう説明してくれた。

　カトリムの弟、セト。

（でももう、携帯に残るカトリムの写真は、見せないほうがいいわね。気き丈じように見えるフェンですら、泣ないたんだもの）

　しばらくすると、セトはチュニックの袖そでで涙なみだを拭ぬぐって、美空のそばへとやってきた。

「いらっしゃい。お客さま」

　容よう姿しに似に合あう、少年の可か愛わいい声だった。ほほ笑えむ姿は、耳のはえた天使だ。

「美空と一晴だよ。こっちは末すえの弟のセトだ」

　とウシ耳のトローが、細い目をさらに細めて紹介してくれた。

「ようこそ、みそら」

　セトの笑顔は至し上じようのものだった。

　それを見て、美空は胸が苦しくなった。

（泣きたいのを我が慢まんして笑っている。私たちに気を遣つかってくれているんだ）

　小さいのに健けな気げだと思った。近所に住んでいる悪ガキじゃ、こうは振ふる舞まえない。

「どうぞどうぞ、遠えん慮りよせずに入ってくれ」

　トローに背中を押された美空と一晴は、城のなかに足を踏み入れた。

　かつてはピカピカに磨みがかれていたのだろうフロアのタイルも、ところどころ剝がれている。

　使用人や従者の姿はない。この大きな城には、本当に王子しか住んでいないようだった。

　マントを脱いだヴォルトルースが「改あらためまして、ようこそ、異世界の姫」と美空の前に片かた膝ひざをついた。

　姫じゃないんですけど、と美空は動どう揺ようした。

（私は、ただの高校生で、王族でも貴族でもなく、一般サラリーマンの娘なんですって）

「きみが来てくれて、よかった。まずは、くつろいでくれ。話は、それからだ。部屋に案内させる」

　そう言うと、ヴォルトルースは立ちあがり「アンティ！」と叫んだ。

　六人の王位継承者。

　長兄のヴォルトルース。次兄はウシ耳のトロー。ミーアキャットもどきのカトリムが四番目。五番目はネコ人間になりかけたフェン。そして末の王子はウサギ耳の似合うリアル少年、セト。

　そういえば、三番目の王位継承者には、まだお目にかかっていない。

　城の中央階段を、白い毛皮をきた「なにか」がおりてきた。

　一瞬、遊園地で見かける「きぐるみ」に見えた。

「三男のアンティティウスだ。こちら、美空だ」

　ヴォルトルースはその白い「なにか」に、美空を紹介した。

（カンガルーかな？　白カンガルー？　ううん、耳と尻尾しつぽはカンガルーだけど、顔はウサギに似てるわ）

　それは全身、真っ白な毛で覆おおわれた獣人だった。白というか、この色はプラチナだろうか？

　身長は美空の身長よりやや低め。二足歩行しているが、かなり獣化が進んでいる。

　ようこそ、というように、白い獣人は片手を胸にあて、美空に一礼した。

　美空はまじまじとアンティティウスを見つめていた。

　獣じゆう人じんを見たのは初めてではないが、それでも驚おどろきを隠かくせなかった。

　彼は全身、プラチナの毛皮を纏まとっているのに、そのうえから同じような毛皮のローブを羽は織おっていたのだ。

　ローブの丈はアンティティウスの身長の倍は長く、花はな嫁よめのドレスの裾のように引きずっている。

　そのローブの胸に輝かがやくのは……勲くん章しようだろうか？

（そうだ、このローブ。戴たい冠かん式しきにつけるローブに似ているんだわ）

「アンティは、しゃべれない。魔女に、言葉、奪うばわれた」

　呆ぼう然ぜんと突つっ立っていたからか、ヴォルトルースは美空にそう告つげた。

　うんうん、と言うようにアンティが頷うなずく。

　なんてお気の毒。と美空の顔は語った。

　とてもきれいな毛皮ですね、と言ったら、傷つけるだろうか？

　迷まよっている気け配はいを察知したのか、アンティはほほ笑んだ。

　眠った子ネコみたいな、あどけない微び笑しようだった。

　こちらへどうぞ、というようにアンティは美空を中央階段へと導みちびいた。

「部屋で着替えと……その前に風ふ呂ろだ」

　とヴォルトルースが指示する。アンティは心こころ得えている、と言わんばかりに頷いた。

「一晴はこっち。案内するよ」

　トローが一晴の肩かたに手をかけた。

　ここで美空と一晴は、いったん別々の部屋へ向かうことになったのだった。
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　中世フランスの王妃が使っていたような、アンティークなバスタブだった。

　湯舟には黄色い花びらが一面に敷しき詰つめられている。

　鼻び孔こうをくすぐる優しい香りだ。

（これってあの歌うマーガレットもどきの花かしら？）

　いや、もう少し花びらが大きい。そういえばこの国では、黄色の花以外見かけない。他の色の花は咲いていないのだろうか。

　少し温ぬるめのお湯加減だった。疲つかれた身体にちょうどよい。

　ちょっとした配慮に、美空は感心した。アンティティウス王子の人柄が、窺うかがえたからだ。

　ゆっくり入ったあとで、王子が用意してくれた衣い裳しように手をのばした。

「これ着るの？」

　ローズピンクのドレスを手にして、美空が訊く。白い獣人は「うんうん」と二度頷いた。

　サイズは合うのか？　気になったが、その生地は伸しん縮しゆく性せいにすぐれていて、締しめつけることなく、身体にフィットした。

　アンティはドレスに合う靴も用意した。

　ネックレスやブレスレットも用意する。

　髪かみ飾かざりも用意した。髪はアンティが、カンガルーのような手で器用に結いあげた。

〈できあがり〉

　美空に真っ白なショールをもたせると、アンティは紙にそう書いて、ほほ笑んだ。

　アンティの子ネコのようなほほ笑みを見ると、「やりすぎじゃないの？」と言えなくなった。

〈よく似合っているよ〉

「そうですか？　私、こんなドレスを着たの、生まれて初めてです。アンティティウス王子」

　緊張していたのは、ドレスより、履き慣なれないヒールのせいだ。

〈アンティと呼んでくれたまえ。寝室はこちら〉

　筆ひつ談だんするアンティについて、隣となりの部屋へ行った。

　想像していた通り、天蓋つきの大きなベッドがあった。大人が五人、並んで眠れそうだ。

　その日は、色々あったせいで、夕食のあと、すぐに眠ってしまった。

（アンティ王子は、どうして言葉を奪われてしまったのかしら？）

　女性への気配りが行き届いている、アンティのことが気になった。

　獣になる前、どんな姿だったのだろうか？

（優しくて、美しい人だったのかもしれないわ）

　美しすぎて、魔女まで嫉しつ妬としたのだとは、美空はまだ知らなかった。

　翌朝、美空の横に、手触り最高の「抱き枕まくら」が用意されていた。

　いや、枕ではなかった。それはアンティティウス本人だった。

　夜のうちに潜もぐり込んだらしい。

　彼の羽織る裾の長いローブは、美空のドレスの横に吊つってあった。

「アンティ、おはよう。すごく素す敵てきな毛並みね」

　昨日言い損ねた言葉が、今日はさらっと口からでた。

　美空にくっついているところを見ると、触られるのが嫌きらいではないらしい。

　背中を撫なでてやると、アンティは嬉うれしそうに、美空に抱きついてきた。

（三番目の王子は、甘あまえん坊なのね）

　アートラクシン王国第三王子が、いかに女ったらしだったか、美空は知る由よしもなかったのだ。
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「なんかさぁ、待たい遇ぐうが違ちがくねぇ？」

　一いつ晴せいが不満を言っていた。

　美み空そらがドレスなのに、自分に用意された服が「従じゆう者しや」のものだったからだ。

　美空が、上階にある豪ごう華かな客室に案内されたのに対して、一晴は一階の隅すみっこの、使用人部屋に案内されていた。そのへんも納なつ得とくがいかないらしい。

「仕方ないじゃない。召しよう喚かんされたのは私で、あんたはオマケなんだから」

　丸い耳をポリポリと掻かいて、一晴はさらにむくれた。

　縁ふちどりの鮮あざやかな、ケープつきのチュニックに革かわのブーツ。

　そうやってそこに立っていれば、生まれも育ちもアートラクシンに見える。

「悪くないと思うけど？」

　と美空が言うと、一晴は「そう？」とまんざらでもない顔をした。

　単純でいいわね、と美空が呆あきれる。

「でもさ、俺おれとしては『従者』より『剣士』がいいわけ。宝石のついた剣帯と、銀色に輝かがやく長剣がほしい！」

（使えもしないくせに。この、耳オタクのコスプレーヤー）

　美空は呆れて、つっこむ気にもならなくなった。

「ヴォルトルース王子に頼んでくれよ、美空」

「三年後、覚えていたらね」

　とジョークで返す。

　ちぇっ、と一晴が舌した打うちするのを聞き流し、美空は昨日きのう、夕食に招かれた広間へ行った。

　結婚式や舞ぶ踏とう会かい用に造られた、大広間なのだろう。

　床ゆかのタイルは玄関同様、多少傷いたんでいたが、高い天てん井じように吊つるされた、いくつものシャンデリアは圧あつ巻かんだ。もっとも、今は灯ともされていない。

　教会で見かけるような素す敵てきな飾かざり窓まど。ところどころ割れているが、芸術的な価値があることは、美空にでもわかった。

「みそら！　ミソラ！　美空！」

　カトリムを抱かかえた末すえの王子、セトが跳はねるような仕し草ぐさで駆かけ寄ってきた。

　長いウサギ耳が、頭の左右で揺ゆれている。

　少年姿のセトに抱だかれていると、カトリムはミーアキャットのぬいぐるみ（大）のように見えた。

「おはよう！　美空、よく眠れた？」

「ええ、ぐっすり。色々と気を遣つかってくれてありがとう」

　礼を言うと、「とんでもない」というように、セトは首を左右にふった。

　耳が同時に揺れて、可か愛わいさ倍増だ。

（超、可愛い。ケモノ耳のついた天使みたい！）

　耳オタクの一晴でなくても、抱き締しめたい衝しよう動どうにかられる。セトは母性本能をくすぐるタイプの典てん型けいだ。

（明るく振ふる舞まっているけど、本当は悲しいはずよ）

　カトリムの頭を撫なでるセトを見ると、美空はつい気になった。

「今日は、ささやかだけど、美空の歓かん迎げい会をするよ！　楽しんでね」

　無理しなくていいのよ、と美空はセトに返しそうになった。

　でも、歓迎会を拒こばむのは、失礼にあたるかもしれない、と思いなおす。

　国や習慣が違うと、こちらが善ぜん意いで言ったことに、相手が失望することもあるはずだ。

　美空はありがたく、歓迎会をうけることにした。

　第三王子で、白い獣じゆう人じんアンティティウスは、まるで美空の専属スタイリストのように、パーティ用のドレスを選んでくれた。目の覚めるようなブルーを基調とした、光こう沢たくのあるドレスだ。

　高価なネックレスだけでなく、小さなティアラまで用意する。

　それをつけると、本当に「姫」になった気分がした。格かつ好こうだけでその気になるなんて、一晴だけでなく、自分も単純だと呆れる。

　食事にでたのは、いつものスイカ桃ももと、スイカ桃のジュースだった。

　聞くところによると、それ以外はみんな「危険」らしい。

　魔女の呪のろいがかかっている可能性があるのだという。

　第二王子でウシ耳のトローは、迫はく力りよくのあるバリトンで、歓迎の歌を歌ってくれた。

　ウサギ耳の末弟、セトは美空の横の席に陣じん取どって、駒こま鳥どりのような声でおしゃべりをはじめた。

　カトリムはそのセトの膝ひざのうえにおり、セトに手ずから食べ物をもらっている。

〈一曲、踊おどってくれる？〉

　白い獣人、アンティティウスは、そう書いてよこした。

　美空の座すわる手前で、長いローブを優ゆう雅がに翻ひるがえし、一礼する。

　これは、断ことわることができない、と美空は直感した。

「でも、あの、私、ダンスらしきものはしたことがなくて……」

　日本じゃワルツの授業はない。映画で見たことがあるだけだ。フォークダンスですら危あやうい。

〈私がリードするから、大だい丈じよう夫ぶ〉

　白い毛に覆おおわれた小さな手が、美空の手を摑つかんだ。

　美空は困こまったが、素す直なおにアンティに従った。

（適当に歩調を合わせていれば、格好がつくのかな？）

　トローがスローなバラードを歌いだした。美空とアンティはお互たがい一礼し、ダンスが始まった。

（まるで……夢みたい）

　こどものころからマスコットが好きだった。

　ドレスの裾すそを翻し、架か空くうの動物たちと手を繋つないで踊る、ヒロインになりたいと思っていた。

「アンティはダンスが上手じようずなのね」

　リードがうまくて、踊れている気分になる。みんなアンティのおかげだ。

　アンティは笑わらった。子ネコのような表情で。

　二人が踊るあいだ、長兄ヴォルトルースは、無む言ごんでグラスを傾けていた。黒を基調とした正装の王子は、昨日とは違ったニュアンスでド迫力だった。

　第五王位継けい承しよう者しやのフェンは、長テーブルに頰ほお杖づえをついて、楽しそうな美空を眺ながめていた。こちらはグリーンの正装だった。赤茶の髪かみがよく映はえる、と表現したら本人はコンプレックスを感じるのだろうか。

　いつものごとく、二人とも寡か黙もく。ダンスはそろって傍ぼう観かん。

　もう一つ、この兄弟に共通していたのは「無表情」だったろう。

　一晴はといえば、銀色に輝く水みず瓶がめを抱え、こんなことを言っていた。

「な？　どうして俺って給きゆう仕じ役やく？　なんで？　いつから？」

　それは従者の服をつけたときに定まった、運命なのかもしれない。
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　トローの歌がおわるのを待っていたかのように、フェンは席を立った。

　訝いぶかしむ美空の視線から逃のがれるように、退室する。

〈もう一曲お相手を〉とアンティが書いてよこし、「今度はぼくの番！」と、ウサギ耳の少年、セトは椅い子すから飛びおりた。

　それでも美空の目は、退室したフェンを追いかけていた。

　なんだろう。フェンの背中がなにかを語っている。

「ごめんね」とセトに謝あやまって、美空は大広間をあとにした。

　回かい廊ろうの先を歩くフェンの姿を発見する。慣なれないヒールであとを追った。

　コツコツとタイルをならす自分の足音が、鼓こ動どうの音と連動している。少しずつ緊張してくるのがわかる。

（そういえば不ふ思し議ぎ。廊下にフェンの足音がしていないわ）

　獣者の身のこなしは、足音も消してしまうのだろうか。

「あの」と後ろから声をかけた。

　小さな声だったが、フェンの耳には届いたようだ。彼は背中を向けたまま立ち止まった。

　回廊から見える庭園にバラの花でも咲さいていたら、きっととてもロマンチックな絵になっただろう。

　だが、そこに花はなく、二人のあいだの空気は荒こう廃はいした庭園のごとく、沈しずんでいた。

　どうしたの？　そう切りだしたくて、でも美空は言葉につまっていた。

　どうしたの？　と訊きかれたくない、フェンの気持ちがなんとなく伝わってきたのだ。

　フェンは、荒れた庭を寡黙に見つめていた。

（追おいかけてきてしまったけど、本当は追いかけちゃだめだったのかな？）

「邪じや魔ま……だったかな？」

「……」

　反応無し。

「邪魔だったね」

　独ひとりでそう締めくくって、歓迎されていない空気から逃にげだすように、踵きびすを返した。

　意い気く地じがないな、と思う。

　これじゃ、なんのために追いかけたのかわからない。

（でもね、追いかけなくちゃ、と思ったの。なんとなく。理由はわからないけど）

「美空は、空気や気け配はいに敏びん感かんだな」

　美空の背中に、そんな言葉が投げかけられた。

　立ち止まって、そろりと振り返る。

　視線を合わせたところで、フェンは小さくため息をついた。

「俺はなにも言っていないのに、なにもかも伝わっている気がする」

　グリーンの正装をした王子は、そう言ってほんの少し苦く笑しようした。

「ぜ、全部じゃないよ」と美空は答えた。

「どうしてわかる？」

「な、なんとなく」

（それに誰だれでもじゃないよ。わからない人もいるわ）

　たまたま、フェンの気配は心に響ひびきやすいだけだ。

「じゃ、どうしたら隠かくせると思う？」とフェン。

「そんなこと、私に訊かれても……」

　美空は戸と惑まどいを隠せなかった。

（そんなのわからないよ）

　それともこれは、「おまえには、知られたくないんだ」と、遠回しに言われているのだろうか？

（だったら落ち込むなぁ）

「悪かった。美空に訊くべきことじゃなかった」

　フェンは謝った。

　ところが、謝しや罪ざいされたらされたで、美空はかえって滅め入いってきた。

　距きよ離りをおかれた気分だ。

　そりゃ、知り合って間もないし、住んでいる世界だって全然違う。

　相手は王子さまで、自分は高校生だ。

　でも「他人」よりは近いポジションにいたいと、思いはじめていたのだ。

「美空の世界じゃ、こういうときどうするんだ？」

「こういうとき？」

「相手を傷つけず、遠ざけたいとき」

「……」

（それって、なにも訊かず、傷つかず、どこかへ行ってくれって意味？）

　美空はため息をつくと、足元に視線を落とした。

（フェンはわかっていない。傷つくなって言葉が、相手を優しく傷つけるってことが、わかっていないよ）

「……私に長い耳と尻尾しつぽがあったら、きっと今、元気なくして、しおれてるから」

「？」

　どういう意味か詮せん索さくしているフェンを無視して、美空は立ち去さった。

　自分にしては嫌いや味みな言い方だと思った。フェンにそれが伝わったかどうかはわからないが。

　ちょっとは悩なやんでみればいい。遠回しな日本語が、どれだけ寂さびしい気分にさせるか、知ってほしい。

「美空？」

　優しくて、どことなく困こん惑わくした声が、遠くから聞こえてきた。
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　その日の夜の出来事だった。

　美空が広々としたベッドで眠りに落ちると、白い獣人、アンティティウスはそっと起きあがった。

　アンティは、今日も美空のベッドに潜もぐり込むことに成功していた。

〈一いつ緒しよに寝よう！〉

　と堂どう々どうと書いてアピールし、美空のＯＫを取りつけたのである。

　そのアンティは気配を忍しのばせ、美空の寝室をでた。

　足音一つたてず階段をおりる。

　広間を抜け、控ひかえの間を抜け、謁えつ見けんの間を抜けた。

　城の裏うら手てが見えたあたりで、アンティは石壁に作られた小さな木戸を開けた。

　用具入れにしか見えないそこには、地下へとつづく、狭せまい螺ら旋せん階段があったのだ。

　螺旋階段は漆しつ黒こくの闇やみに包つつまれている。

　グルグルと目が回るような階段をおりていくと、ほのかな明かりが見えてきた。

　ガランとした空間が出現する。

　円柱形の細長いランプが四よ隅すみにあり、殺さつ風ぷう景けいな部屋の内部を照らしていた。

　ランプといってもアルコールや電球ではない。蛍ほたるのように夜光する虫がたくさん入っていた。

　床も壁も天井も、みんな石造づくりだ。

　中央に、巨木をそのまま切り倒たおして作ったようなテーブルがあった。

　ここは、城の隠し部屋。

　彼ら、六人の王子の密みつ談だん場所だった。

　一番奥に腕うでを組んで座っているのは、長兄ヴォルトルース。気配が希き薄はくなため、ほのかな明かりが届かなくなると、そのまま闇と同化しそうだった。

　ヴォルトルースの横に次兄、ウシ耳のトローがいた。

　トローの横に、カトリムを抱いたセト。眠そうな顔つきだ。

　階段に背中を向けて座っていたのは、先日、赤茶色の髪に変色した第五王子、フェンだった。

「アンティ、真ま面じ目めにやれ」

　アンティが姿を見せると、ぶっきらぼうな日本語で、フェンは発言した。

　別に日本語でなくてもよかったのだが、異世界の言葉を早く覚えるため、常に日本語を使う習慣が身についてしまっていたのだ。

「見張りと添そい寝ねは違う」

　不ふ機き嫌げんを隠さないフェンに、アンティはこう書いて見せた。

〈女性の監かん視しはこうやってするもんだよ。きみも覚えておきたまえ〉

　この言葉に、さらにフェンの気が逆さか立だつ。

　美空の歓迎会のあたりから、フェンの機嫌は底なしの下降を辿たどっていたのだ。

　楽しそうに踊るアンティ。

　楽しそうに歌うトロー。

　楽しそうにしゃべるセト。

　みんな気に障さわった。見せかけの歓迎会なのに、皆、名演技だったからだ。

　だから居たたまれず、席を立ったのだ。

　そんな自分を追いかけてきた美空に、荒れた内心を見すかされそうで「傷つかずにどこかへ行ってくれ」というような言い回しをしてしまったことを、フェンは思い出した。

「……私に長い耳と尻尾があったら、きっと今、元気なくして、しおれてるから」

　美空はそう言った。

　傷つけたくなかったのに、結局、傷つけてしまったということだろうか。それとも怒おこらせてしまったのだろうか。

　嫌きらっているわけじゃないんだ。そっとしておいてほしいだけだ。

　素直にそう言えばよかったのかもしれない、と反省する。

「美空にとってはね、アンティはペットにしか見えないんだよ」

　と細い目のトローは言った。

「国一番のプレイボーイも、今じゃ毛むくじゃらだしな」

　痛つう烈れつな皮ひ肉にくをフェンは口にした。

〈ペットとは失礼な！〉

　とアンティはトローに抗こう議ぎした。

〈毛むくじゃらを笑うと、あとで泣なくぞ。フェン、きみだっていずれ、こうなるんだ！〉

　フェンの目の前に、そんな紙を置く。アンティの憤いきどおりを示しめすように、筆ひつ跡せきはかなり乱みだれていた。

　ネコ耳のフェンの目が、薄うす暗ぐらい室内で怪あやしく光った。

　この二人、あまり相性がよくないようだ。

「会議をはじめよう。アンティティウス、座れ」

　ヴォルトルースが命じた。素直にアンティが席に着く。

「第一の議題は、招かれざる客をどうするかだ。あの一晴という少年、目め障ざわりだ。一いつ刻こくも早く、美空と切り離したい。皆の意見を聞こう」

　ヴォルトルースの声は、真冬に浮かぶ三日月のようだった。

　凍こおりついた刃やいばのように鋭するどい。

「一晴はなにか、感づきはじめている気がするよ」

　トローが第一に発言した。

「彼が野原に生はえていた『ソフトクリーム』というものを食べたとき、そばにいたんだよね。あっ、と思ったけど口にしたあとだったし、見て見ないフリをしたんだ。あのときから、ちょっと態度が違う。表面上は愛あい想そうよく振る舞っているけど」

　一晴の洞どう察さつ力りよくも鋭いところがあるが、トローも侮あなどれなかった。憎にくめない細い目で、自分の本質をカムフラージュしているのかもしれない。

「魔女に呪われた以上、もはや、もとの世界に帰すことはできない」

　とヴォルトルースは告つげた。

「そうだね。彼は徐じよ々じよに獣化が進み、やがて獣に堕おちるだろう」

　とトローが返すと、〈とは限らない〉とアンティは紙に書いた。

〈彼はアートラクシンの民たみじゃない。獣化が進むかどうかはわからないさ〉

「アンティのいうのも一理ある。逆に、もっと早く獣化することもありえる。予よ測そくがつかないから、早く処しよ理りしたい」

　処理、とヴォルトルースは言った。

　人にそんな表現を使うなんて、以前はありえなかったのに……

　フェンは回想した。

　兄上がこんなにふうに変わっていったのは、いつだっただろうか？

　父王を殺されたときだったか？

　大勢の国民を獣けものにされたときか？

　獣堕ちした重臣たちが、自分たちを殺そうとしたときか？

　滅めつ亡ぼうの危き機きにあるアートラクシンの第一王子、という立場が徐々にヴォルトルースを変へん貌ぼうさせていったのだ。

　昔は、弟たちの剣の師匠であり、人生の相談役でもあった。

　アートラクシンでは平民も貴族も王族も、弟妹の世話は兄姉がする。

　両親は敬けい愛あいすべき人生の先せん駆く者しやで、兄弟は「絆きずな」のはじまりだとされた。

　兄弟仲の悪い家系は滅ほろぶというジンクスもあり、兄弟はいついかなるときも、協力しあい、信頼しあうものだと教えられて育った。

　王位をめぐって兄弟が争あらそうなどということは、アートラクシンには存在しなかった。「観かん念ねん」からしてなかったのだ。

　フェンにとってヴォルトルースは、もっとも強い絆で結ばれた兄弟だった。

　ヴォルトルース兄上が国王になったら、補佐に撤てつする。それがフェンの夢でもあった。

　だがそれは叶かなわない夢になった。

　なぜなら、魔女が国王に指名したのは、末弟のセトだったからだ。

　美空を貢みつぐことで、セトだけがもとの姿に戻してもらえるのだ。

　セトは玉ぎよく座ざにつき、王だけが得るといわれる、秘術と知識を受け継ぐ。

　その力さえあれば、国民にかかった呪いを解き、王国を復活させることができるはずなのだ。

　今やそれだけが、この国に残された希望だった。

「フェン」

　物もの思おもいにふけっていたフェンは、ヴォルトルースに名を呼よばれた。

「おまえの意見は？」

　俺の意見か。フェンは考えた。

　意見が言えるのはいつまでだろうか。明日の朝には獣に堕ちているかもしれない。

　フェンは、なにか大切な言葉を言い忘れたまま獣になるのが怖こわかった。

　なにかをし残して獣になるのも怖かった。

　このまま堕ちるわけにはいかない、そんな焦しよう燥そう感かんをフェンは抱いだいていたのだ。

　フェンは平静を装よそおい口を開いた。

「一晴は危険だ。獣化の影響で身体能力が格段にあがっている。いざ格闘になると侮れない気がする。それに、美空に余よ計けいな入れ知恵をするかもしれない」

　感情の抜け落ちた声だったが、そこそこ説得力があった。一同が同時に頷うなずく。

「じゃ、殺しちゃえば？」












　天使のような、と美空が比ひ喩ゆしたウサギ耳の少年が発言した。末弟のセトだ。

「獣堕ちするまで待っていることないよ。給仕もロクにできないし、役に立つどころか、ぼくたちの邪魔をしそうなら、生かしておいても仕方ないよ」

　愛らしい唇くちびるは、そんなふうに動いた。

　誰よりも辛しん辣らつに、誰よりも残ざん酷こくに。

　クク、ククク……

　セトの胸むな元もとで、獣になったカトリムが心配そうに鳴いた。

「美空も死ぬんだから、一晴も死ねばいい」

　クク、とまたカトリムが鳴いた。

　セトはカトリムの頭を優しく撫でた。

「心配しなくていいよ、カトリム兄さま。ぼくが王様になったら、秘術を使ってまっさきに兄さまをもとの姿に戻してあげる。なーんにも、心配しなくていいんだよ」

　セトはカトリムを「たかいたかい」した。

　カトリムがじたばたすると、キャハキャハと声をあげて笑った。

　セトの心は、壊こわれはじめている。

　フェンはそう感じた。

　でも、どうしてやることもできなかった。

　自分の心すら、ままならなかったからだ。
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（うーん。トイレ）

　歓迎会で果実ジュースを飲みすぎたせいだろうか？　美空は夜や半はんに目を覚ました。

　純白のレースをあしらった夜よ着ぎのうえに、同じく純白のガウンを羽は織おると、美空は寝室をでた。

「豪華な夜着って、花嫁衣い裳しようみたいね」

　寝ね呆ぼけた目で、鏡かがみのなかの自分を見た。馬ま子ごにも衣裳、とはこのことだろう。

　携帯用のランプを探した。

〈廊下には灯あかりがないから、ランプをもってでるように〉

　とアンティが用意してくれていたはずだ。

　不思議な虫の入った、小さな金魚鉢ばちみたいなランプを見つけた。虫は蛍のように光っている。

　でも、映画館の非常灯程度の明かりだ。

（そういえばアンティがいなかったわ。彼もトイレかしら？）

　用をすませた美空は、部屋に戻もどる途中、一階へとつづく中央階段を見おろした。

　なんとなく気が向いて、階段をおりる。

　目的があるわけではない。強しいて言えばアンティがどこにいるのか気になったのだ。

　あのスベスベの抱き枕まくらがあれば、異世界へ来てしまったという不安を感じず、眠れる気がするのだった。

「うう……なんか暗いし怖い。帰ろうかな」

　広間の奥に、控えの間があった。王に謁えつ見けんを求める貴族たちが待合いに使った部屋だそうだ。

　部屋と部屋はタイル張りの短い廊下で繋つながっている。小さなランプが廊下に点在していたが、ネオンと街灯があって当然の生活をしていた美空にとっては、あってなきがごとしの明かりだった。

　カツン、と廊下に美空の足音が響いた。それが昼間歩いた回廊の足音を連想させた。

　相手を傷つけず、遠ざけたいときどうすればいい？

　フェンの投げかけた問といの答えを、美空はずっと考えていた。

「……難むずかしいよね、それって」

　傷つけていいなら、簡単だ。「俺に近づくな」ですむ。

　いい解答は一いつ向こうに思いつかない。でも一つ、とても気になることがあった。

「フェンは、私を傷つけたくなくてそう言ったのかしら？」

　独ひとりになりたかったけれど、「独りにしてくれ」とは言えなかったのではないか。

　遠ざけたい本人にそれを訊いたのは、迂う闊かつだと思うが、あんな言葉しか浮かんでこなかったのかもしれない。

（フェンはきっと口下手だ。だから普段は無口なのよ）

　たまにキツイ皮肉を言う。

　時に素直に「ありがとう」も言う。

　不器用に優しい。そんな人だと思う。

（不思議。私、アンティを追いかけてきたはずなのに、フェンのことばかり考えているわ）

　なぜ？

　そう自じ問もんしたとき、目の端はしでなにかが動いた。

　ドキッとする。背筋がゾクッとして、なにを自問したのかさえ、一いつ瞬しゆんで忘れてしまった。

　美空が世界で一番嫌いなモノ、その戦せん慄りつには勝てない。

（か、帰ろう。今ならまだ自分の「錯さつ覚かく」で片づけられそうだから）

　夏場にでてくるアレだと認める前に、逃げる算段だった。

　それはひょっとすると、アンティかもしれないし、カトリムかもしれない。

　でも、ここで「きもだめし」はしたくない。

　カツンと、踵を返した自分の足音が響く。

　一歩、歩いて、どうしても気になって背後を振り返った。

（やっぱり、なにか動いた！）

　廊下の端になにかいた。謁見の間の近くだ。

　美空は駆けだした。

　制服姿だったら、大おお股またでダッシュしただろうが、夜着とガウンの裾すそが長すぎて、足にまとわりつき、うまく走れなかった。

　背筋がゾクゾクしてきた。

　影かげ絵えのような化物が襲おそってくるイメージが、頼みもしないのに脳のう裏りに浮かんだ。

（ひぇぇっ！）

　いきなり背後から口を塞ふさがれた。

「……っ！」

「しっ、静かにしろ」

　この声は……

「い、一晴!?」

　驚おどろいたのか、安心したのかよくわからないまま、美空は叫さけんだ。

「一晴、あんたこんな夜よ更ふけに、なにしてるのよ!?」

「あっバカっ！　しーっ！」

　廊下の壁ぎわに押しやられ、また口を手で塞がれた。

（……っ！　なにすんのよ！）と美空がもがく。

（密みつ着ちやくしないでよ！　ブラしてないんだって！　胸にあたってるって！　その手離しなさいよ！　嚙かみつくわよ！）

　美空の右手から、ランプが滑すべり落ちた。

　ガシャーン！　と城内に音が響き渡った。光る虫たちが四散していく。

「ちっ、気づかれたか！　こい！」

　一晴は美空の手をとって走りだした。

　美空、情じよう況きようがわからずパニックである。

「連中、やたらに耳がいいんだ。人間の聴ちよう覚かくの何倍もいい。ま、そのおかげで、俺も地下室の会話を盗ぬすみ聞きできたんだけど」

「れ、連中？」

「おまえの大好きな王子さまだよ」

　フロアにでた。

　一晴は玄関の大おお扉とびらに手をかけて、舌打ちした。鍵かぎがかかっていたのだ。

「どうも怪しいと思っていたんだが、ようやく王子さまたちの化ばけの皮が剝がれたところさ」

　俺の部屋は一階の奥にあるんだ、と一晴は簡単に説明した。

「怪しい声で目が覚めた。その声を辿って部屋をでたんだ。謁見の間近くの廊下、足元に小さな通風口があるんだ。声は地下から聞こえた」

　一晴は丸い耳をその通風口に押しつけて、会話を盗み聞きしたのだ。

「あいつら、全員、可愛い耳つけた悪あく党とうだぜ。第一の議題は俺の暗あん殺さつで、第二の議題はおまえを魔女に引き渡す算段だとさ。誰も聞いちゃいないと思って、堂々と日本語で討論してくれるぜ」

（えっ？）

　美空の足が止まった。

「連中は、おまえの救けがほしくて召喚したんじゃない。おまえの命がほしくて召喚したんだ」

「じょ、冗じよう談だんやめてよ。フェンがそんなことするはずないじゃない」

　一晴がタチの悪いジョークを言っているとしか、美空には考えられなかった。

　一晴がはっとして振り返る。

　美空の耳に、大勢の足音が聞こえてきたのは、そのあとだった。

「逃げるぞ！」

　一晴がまた走りだした。

　押し寄せる足音に慄おののいて、美空も走りだした。

　中央階段をのぼり、二階の迷路のように折れ曲がる廊下を駆け抜けた。やがて、尖せん塔とうにつづく狭せまい螺ら旋せん階段を見つける。

　螺旋階段をのぼっても、尖塔の最上階に着くだけだ。逃げ場はない。

　そうとわかっていたが、道はそこにしかなかった。

「一晴！　誰かこっちにくるよ！」

「くそっ、行くしかねぇか」

　階段に足をかけた刹せつ那な、一晴は動きを止めた。

「うえに……誰かいるぞ」

　美空には見えなかった。気配も感じられなかった。

　一晴は耳だけでなく、視力も夜行性の獣なみになったらしい。

　暗い螺旋階段に向かって、一晴は低い声をだした。

「そうだよな。こういう城には、地下と繋がっている秘密の通路ってのが、たくさんあるわけだ」

「その通りだ」

　声が返って、美空はドキッとした。

　一晴が美空を庇かばうように、螺旋階段から後退した。

　一方、同じ速度で、螺旋階段の上からある人物が姿を見せた。手に抜き身の剣をもって。

　その目は、ネコの目のように光っていた。

「フェン……」

　フェンは美空の呼びかけを無視した。

　凍こおったようなまなざしで彼が見ていたのは、一晴のほうだった。　ゆっくりと、フェンは剣を構えた。
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「美み空そらをこちらへ渡せ。怪け我がをさせたくない」

　フェンのこのセリフに、カチンときた一いつ晴せいが言い返した。

「それじゃ、俺おれが悪者みたいじゃねぇか。悪あく党とうはそっちだろ」

「そうだったな」

　フェンは即そく答とうした。淡たん々たんと応答する態度は、自分が悪党と認識して開き直っているように見えた。

　美空はさっきからずっと「空気」を探っていた。

　フェンはずっとなにかに迷まよっていた。

　いつも、つらそうだった。なにかを知られることを、恐れているようだった。

　美空の心をことあるごとに揺ゆさぶっていたものは、そういったものだった。

　だから、美空はフェンのことが気になって仕方なかったのだ。

　今のフェンからは、そういったものが一いつ切さい感じられない。

　まるで、鉄製の仮面を被かぶったみたいだ。

　一晴がはたと、振り返った。

　側面の廊下から新あら手ての気け配はいがしたのだ。

「くそっ、このままじゃ挟はさみ撃うちにされる！」

　一晴は、美空の手をひっぱると、フェンに背中を向けて走りだした。

「美空！　おまえの部屋ってどこだ!?」

「ええっと、お手洗いがあった廊下の……奥から二番目」

　美空自身は、ランプが壊こわれてからほとんど周囲が見えていない。

　だが、一晴には昼間と同じように見えているらしい。危あぶなげない足取りだ。

「足あ掻がいても無む駄だだ」

　フェンの声が響ひびいてきた。落ち着いている。逃げ切ることなどできないと、言っているように聞こえた。

（まさか、あのフェンが）

　美空はまだ混こん乱らんしていた。

（悪い人じゃないと思っていたのに。カトリムの写真を見て、泣ないていたのよ。うそ泣きじゃなかったわ。彼は泣いてたわ）

　一晴が、美空の寝室の扉とびらを乱らん暴ぼうに開けた。

「美空！　その机つくえをドアに！」

「わ、わかったわ！」

　一晴と美空は、部屋にあった机で扉を塞ふさいだ。

　とたん、ダン！　と扉に体当たりする轟ごう音おんが響く。フェンだろうか？

　美空は血の気が引いていくのを実感していた。

　破は壊かい的てきな音がする度たび、身が竦すくむ。

　つぎに壁かべぎわの飾かざり棚だなを、扉のそばまで移動させた。

　一晴が「せいのっ！」と強ごう引いんに押し倒す。

　棚のなかのインテリアが、粉こな々ごなになる音が響き渡った。

　扉を塞ぐ机のうえに、飾り棚が寄りかかった状態だ。

「これでちょっとは時間が稼かせげるな」

　一晴はホッとため息をついた。美空を見つめて「大だい丈じよう夫ぶか？」と尋たずねる。

（大丈夫なわけないじゃない）

　息がつまって、答えられなかった。

　怖こわかったからではない。

　フェンが騙だましていた、この事実がショックだったのだ。

「頑がん張ばれ。なんとかここから脱だつ出しゆつするぞ」

「……うん」

　美空のうけたショックが、絶望ではなく「失望」でとどまったのは、一晴のおかげだった。

　このときほど、一晴が一いつ緒しよでよかったと思ったことはなかった。

　幼おさななじみの耳オタクが、こんなに逆ぎやつ境きように強い男だとは、知らなかったのである。

　怖おじ気けづかず、即そく座ざに行動するあたり、すごい。自分一人だったら、きっとなにもできず捕つかまっている。それどころか魔女に突き出されるまで、騙されていたことすら気づかなかったに違ちがいない。

　一晴は寝室の窓を開けた。

　アフタヌーンティが楽しめそうな、広いバルコニーがあった。白い柵さくで囲まれたバルコニーだ。

　一晴は下をのぞいて言った。

「校舎の三階って高さだな」

　飛び降りることはできそうになかった。

　バルコニーの柵や、外がい壁へきの凹おう凸とつを利用すれば、獣じゆう者しやとなった一晴はおりられるかもしれない。でも、美空には無理だ。

　一晴は横へ移動し、隣となりの部屋のバルコニーとの距きよ離りをはかった。

「三、いや四メートル弱だな。よし、ここなら……」

　と判断するやいなや、バルコニーの手すりのうえに立った。

「一晴!?　む、無む茶ちやよ！」

　と美空が思ったときには、一晴はジャンプしていた。

　助走なしで前方に跳ちよう躍やくし、途中、片足で外壁を蹴ける。

　その勢いを利用して、隣のバルコニーの柵を乗り越える。

　しなやかに前方宙ちゆう返り。そして立ちあがった。

　カンフー映画で見たような光景だ、と美空は絶ぜつ句くした。

　事実、一晴もカンフー映画の真ま似ねをしてみたのだ。

「無茶しないで！　届かなかったらどうするの！」

　美空はヒヤヒヤして叫さけんだ。

「大丈夫、今の俺はいつもの俺じゃない」

「バカ！　ケモノ耳が生えたからって調子に乗らないで！　こっちの心臓に悪いのよ！」

「はいはい。美空！　来い」

　隣のバルコニーから上半身を乗りだし、一晴は精せい一いつ杯ぱい右手をのばしてきた。

「無理！」と美空は真っ青な顔で言い返した。

「手すりに足かけてジャンプしろ。そのままそこにいたら連中に捕まるぞ」

　それはわかっている。今もまた、背後の扉は轟音をたてている。

　フェンが突き破やぶろうとしているのだ。

　美空は決心がつかないまま、バルコニーの手すりにのぼった。

　立ちくらみがしそうだ。

「下を見るなって！」

　もう遅い。見たあとだった。

「跳とべ！」

「できない！」

「俺を信じろって！」

（信じていないから跳ばないんじゃないわよ。信じていても、できないことはあるの！）

「一晴、後ろ！」

　手すりのうえで美空が叫んだ。

　一晴のいるバルコニーに巨大な人ひと影かげが現れたのだ。ウシ耳のトローだ。

　トローは背後から一晴を羽は交がい締じめにした。

　一晴が肘ひじ鉄てつを食くらわせる。

　それがみごとに鳩みぞ尾おちに決まって、トローがうめいた。

　一晴はすかさず、トローにもう一いち打だお見み舞まいしようとした。

　だが、つぎの瞬間だった。一晴はいともあっさり、ヴォルトルースに捕まっていた。

　第一王子の動きは、黒い影のようだった。

　目にもとまらぬ速さで一晴の腕うでを逆さか手てにとり、膝ひざの後ろに蹴りを入れたのだ。

　一晴の身体からだが崩くずれおちる。

（つ、強すぎる）

　一晴も美空も、とてもじゃないが太た刀ち打うちできない力の差を感じた。

　ダン！　と硬かたい木の扉がついに破壊された。

　美空は手すりのうえで、上半身をねじって振り返った。

（どうしよう！）

　と思ったとき、美空はねじれた体勢のまま、後ろへ反そり返った。

　バランスを崩した！

（まずった。おりておけばよかった）と思っても遅おそすぎる。

　ツルッと片足が滑すべった。身体がふわりと宙に浮く。

　美空は反射的に手をのばした。左手は届かなかった。バルコニーの柵に右手だけがかかった。

　セーフ。片手一本で落下を回かい避ひする。

（でも重い。こんなに自分が重いとは……思わなかったわ。ダイエットしてるのに……）

「うっ」

　またたく間に指先が冷たくなってきた。どれだけ力を込めようとしても、柵から指が離はなれていく。

「美空！」

　一晴の声ではなかった。

　右手一本で自分の体重を支えながら、美空はバルコニーを見あげた。

　フェンがバルコニーから身を乗りだしていた。

「美空、手を！」

　フェンは剣を放りだし、柵のあいだから右手をのばした。

「左手をのばせ！」

（こんなシーン、映画によくあるよね）と美空は思った。

（でも助けてくれるのは、敵じゃない。味方なのよ）

　滑こつ稽けいに感じたのは、フェンが必死の形ぎよう相そうだったからだ。

（さっきまで鉄仮面だったくせに、どっちが本当なんだか……）

　悔くやしかったのか、悲しかったのか？　余よ裕ゆうがなくてわからなかった。

　美空の指がバルコニーからはずれた。

　美空の身体は、引力に引かれて落下した。

　それを見たフェンが、バルコニーから飛び降りた。

　美空の右手を辛かろうじて摑つかみ、もう片方でバルコニーの柵を摑む。獣者の俊しゆん敏びん性せいがなければ、まず間に合わなかっただろう。

「放してよ！」と美空は叫んだ。

「できない」

　フェンは即答した。

「私が死んだりしたら、召しよう喚かんした苦労が水の泡あわだもんね」

「……」

　フェンはなにも言わない。悔しくなった。ウソでも否定してほしかったのだ。

「私、フェンの役に立ちたいと思っていたのに。本気でそう思っていたのに！」

　美空は叫んだ。悔しくて、言わずにいられなかった。

　フェンは口を閉ざしたまま、視線をはずした。

（目を逸そらさないでよ）

　気づけば美空は泣いていた。

　心のなかは悲しいのやら、悔しいのやら、怖いのやら、腹立たしいのやら……まるで魔女の釜かまのなかみたいに、色々な感情が煮にえたぎっている。

「美空、早く……あがれ」

　苦しそうなフェンの声が聞こえた。

　できないわよ、と美空は言った。

「なら、俺に……しがみつけ」

　できない、とまた美空はつっぱねた。

「このままだと落ちる」

　いいわよ！　と叫んだ。

「いいわよ、どうなっても。骨こつ折せつしたって、死んだって！　どうせ殺されるんじゃない！」

　ヤケにならずにはいられない。フェンが後ろめたい顔をするから余よ計けいだ。

「くっ！」

　その瞬しゆん間かん、フェンの手が柵からはずれた。

　隣のバルコニーからトローが鞭むちをふるった。その鞭がフェンの腰こしを捕らえる。

　振り子の要領で、フェンと美空の身体が大きく弧こを描えがいた。

　左右に何度も揺れたあと、美空とフェンは、地上から三メートルという地点で静止した。

　トローが力一杯、フェンの身体を引きあげようとする。

　だが、なにかの拍ひよう子しで鞭がはずれた。

「きゃぁぁぁ！」

　再び落下する。

「美空！」

　フェンが叫んだ。

　空中でフェンは美空の身体を、しっかり抱だき締しめた。美空の頭を守るように、手を添そえる。

　器用に宙で半回転し、自分の背中が下になるような格かつ好こうで、地面に墜つい落らくした。

　まさに、一秒たらずの出来事だった。

　美空は一いつ瞬しゆん、意識が白くなった。

　ドスンといった音がした。叩たたきつけられるような衝しよう撃げきはこなかった。

　マットのうえに落ちたような感じだ。そう、アートラクシンの大地は低反発なのだ。

「怪け我が……は？」

　背中を強く打ったせいか、フェンは息をつまらせて尋ねてきた。

　フェンの身体もクッションの役割を果はたしたので、美空には傷一つない。

　でも美空は、なにも言えなかった。

「大丈夫」と答えるのも悔しかったのだ。

「痛いたむところは？」

　もう一度フェンが訊きく。

　痛そうなのはフェンのほうよ、と美空は言いたくなった。

（骨折していたらどうしよう？）

　フェンが呼吸を整ととのえ、自力で立ちあがるまで、美空は不安だった。

「大丈夫そうだな」

　ホッとしたようなフェン。

　ホッとしたフェンの顔を見て、美空もホッとする。

（安心しちゃダメ。信頼してもダメ。彼は生いけ贄にえに怪我をされちゃ困こまるだけなのよ）

　トローと、縄なわで両手を拘こう束そくされた一晴が姿を見せた。

「この、最低ネコ耳王子！　おまえらに耳つける資格なんかねぇ！」

　一晴はフェンとトローを罵ば倒とうした。ケモノ耳があっても全すべてが善ぜん良りようとは限らないと、一晴も思い知ったところだった。だがどうせ言うなら、「王子の資格はない」と啖たん呵かをきったほうが、格好よかっただろう。

　美空と一晴は、地下牢ろうへ連行された。

　城の地下には、隠かくし部屋だけでなく、尋じん問もん部屋や牢ろう獄ごくもあったのだ。

　岩肌が剝むき出だしになった牢獄に、二人は一緒に閉じ込められた。

　一晴の両手にかかった縄を、美空が急いでほどいてやる。

「申もうし訳わけないが、ここで大人おとなしく、していてくれ」

　と言ったのは、長兄ヴォルトルースだ。

　なにが申し訳ないだ、と一晴はブツブツ言った。少々、威い勢せいに欠かけているのは、相手が自分を一瞬でノックアウトした、「むっちゃ強い男」だったからかもしれない。

「ごめんね、ホント、申し訳ない」

　細い目の前で、手を合わせて謝あやまったのは、次兄のトローだった。

　真しん摯しな態度、と本人は言いたかったのかもしれないが、一晴の目には軽けい薄はくに映うつっていた。

　最年少の王子セトが、ミーアキャットもどきのカトリムを抱いてやってきた。

　彼は鉄てつ格ごう子しの前で、シクシクと泣きだした。

「ごめんね。美空」

「セト……」

「ごめんね、一晴」

「……」

　二人は一瞬、この末すえの王子に同情した。ほんの一瞬だけ。

「でも、もう逃げないでね。手間かかるから」

　この言葉に、一晴が怒いかりを抑おさえきれない、といったふうに鉄格子に拳こぶしを叩きつけた。

　美空は絶句していた。

　クス、とセトは笑わらった。天使のようなほほ笑えみ。でもそれは小悪魔の笑みだった。

「おまえ、見かけによらず、たいした二に重じゆう人じん格かくだな」

　一晴はセトを罵ののしった。

「見かけに騙されたのはどっちなの？　単純だよね」

　とセトは返した。

　こんなにひどい裏切りがあるだろうか、と美空は痛みを感じるようなショックをうけた。

（ひどいよ、ひどい）

　昨日きのうまでのセトは、演技だったのだろうか？

　これが本当のセトなのだろうか？

（カトリムを失うしなって、あんなに傷ついていたじゃない。大切なものを失う悲しみを知っているはずなのに、どうして!?）

　美空はなぜセトが笑えるのか、理解できなかった。

　セトは「じゃぁね」と一言、無む邪じや気きな少年の足取りで牢獄から去っていった。

「あいつ、六人のなかでいっちばん、ヤバイ気がする」

　セトの背中を見つめて、一晴は呟つぶやいた。

　一晴に言われて、美空もそんな気がしてきた。無邪気な年ごろなだけに、残ざん酷こくなのだ。

　王子たちがいなくなると、一晴はさっそく牢獄の内部を探りはじめた。

　捕つかまってすぐ脱走を考える。その不ふ屈くつの根こん性じように、再び美空は感心した。

　サッカーの試合で惨ざん敗ぱいして、その日のうちにすぐ自主トレをはじめる。そんな日常が思わぬところで力になっているのかもしれない。クラスメイトの一人が、黙もく々もくと練習する一晴の姿を見て惚ほれたと言っていたが、その気持ちがわかる気がした。

「みんな、本当に悪い王子なのね」

　自分自身に言い聞かせるように、美空は呟つぶやいた。

「当たり前だろ、他人を犠ぎ牲せいにして自分たちの危き機きをどうにかしようなんて、まともな連中の考えることかよ」

　と、一晴は言った。

　そうだ。その通りだ。

（でもフェンは「ありがとう」が言えるのよ）

「私ね、なんとなくだけど……彼らは切せつ羽ぱ詰つまって、どうしようもなくて、やってしまった気がするの」

「おまえね、それで同情できたら、最上級のお人ひと好よしだよ。いや、ドの過ぎるお人好しか」

「そうだな」

　一晴の言葉に第三者が同意した。それは食事のトレイをもったフェンだった。

　スイカ桃ももと飲み物を、鉄格子の隙すき間まから差し入れながら、フェンは無表情に告げた。

「全てがうまくいったあかつきには、一晴は無事に解放する。それが我われ々われにできる最大の譲じよう歩ほだ」

「そりゃ、ありがとう。とでも言うと思ったか！　そんなのクソくらえだ！」

　と一晴は激げき怒どした。

「自分だけ助かって、ラッキーだと思うほど、俺はおちぶれちゃいねぇぞ！」

　そう言うと、一晴は鉄格子を思いっきり蹴った。

　そのあと相当痛かったのか、足をさすって悶もん絶ぜつする。

　幼なじみの美空でさえ、ここまで我を忘れて怒っている一晴は、見たことがなかった。

「美空を帰せ！　今すぐ！　もとの世界に！」

「そうしたら、また誰だれか違う少女を生け贄にするだけだ。俺たちはそれでもかまわない。おまえたちもそれでいいというのなら、手を組もう」

　手を組もう、とフェンは言った。甘あまい響きに一瞬、美空の心に迷いがよぎった。

　そのあと自分自身に、無む性しように腹が立った。

「手なんか組まない！」

　フェンの言葉に、美空が言い返す。

（自分が助かるために、別の誰かを犠牲にしたら、今フェンたちがやっていることと一緒じゃない）

「共犯者になんかならない。それで自分が助かっても、後味が悪いだけだもの！」

　フェンは小さく笑った。

　笑われた、と思ったら美空はカチンときた。

　彼が自じ嘲ちようした、とは思わなかったのだ。

「笑わないでよ！　あんたにバカにする資格はないわ！」

「……そうだな。バカにする資格は、俺にはない」

　フェンは自分の口で、きっぱりと言い切った。

「食べろよ、毒は入っていないから」そう告げて、美空に背中を向ける。

「きみがもっと我わが侭ままで、意地悪くて、大バカだったらよかったのに。きみは生け贄には不向きだな」

　なによそれ!?　と美空は反発したが、フェンは無言で去っていった。

　もっと小こ憎にくらしい少女がよかった、とフェンは言うのだろうか。

　そのほうが、罪悪感が半分ですむ、とでも言いたいのだろうか。

　でもそれは、とても身勝手な言い分だと美空は思う。生け贄にされる娘は、どんな子だって、一生を台なしにされるのだ。

　美空はもどかしかった。

（鉄格子のせいで、あの背中を追おいかけられないなんて。今こそ追わなきゃいけない気がするのに）

「なにか……言ってる」

　美空は呟いた。

「フェンの背中が、なにか言ってる気がする……」

　美空！

　剣を放りだして、手をのばしたフェンの姿が浮うかぶ。

　墜落の際、痛いほど強く抱き締めて、守ってくれた。

　フェンの背中を見ていると、悲しみが込みあげてきた。

（あの人、悪人になりきれていないんだわ）

「美空」

　一晴が呼よんだ。

「わかってる。私はドの過ぎたお人好しよ」

「そうじゃなくって。俺、一人で助かる気ないからな。助かるなら二人一緒だ」

　こんなときに、心に響く決めゼリフ言わないでよ、と美空は言いたくなった。

「私にお人好しって言われたら、おしまいよ」

　笑おうとしたのに、美空は泣いてしまった。

「格好つけないでよ」

「泣くなよ。こういうときには俺サマを頼れって。まだなにか打つ手が残っているはずだ」

　色々な面で懲こりない男だな、と美空は思った。

　ケモノ耳オタクの妄もう執しゆうは理解しがたいが、生きることへの執しゆう念ねんは、称しよう讃さんに値あたいする。

「絶対、逃げ切ろう。この修しゆ羅ら場ばから……」

　一晴が一緒でよかった、と美空はまた思った。

　勇気が湧わいてくる。

　うん、と美空は力強く頷うなずいた。
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　翌日、一いつ晴せいは第一王子ヴォルトルースを「話がある」と呼よびだした。

　本当は、あまり一対一サシで話したくない相手だった。

　容よう姿しは完かん璧ぺきだし、意志はかたそうだし、喧けん嘩かもやたらに強い。

　どれをとっても勝てそうになかったが、この男を敬けい遠えんしていては話は進まない、と思ったのだった。

　ヴォルトルースがやってきた。完璧な無表情で。

　懐かい柔じゆうにはのらないぞ、という思し念ねんが伝わってきた。

「魔女がどんなヤツか知りたい」

　と一晴はきりだした。

「なぜ？」とヴォルトルースは問とい返した。

「俺おれと美み空そらでそいつを倒たおす。美空も俺もそれで助かるし、あんたたちも助かる。めでたくハッピーエンドだ」

　ヴォルトルースは沈ちん黙もくした。

　こどもの戯ざれ言ごとだと失しつ笑しようされなかっただけでも、よかったのかもしれない。

「どうやって？」

「それをこれから考える。なにか手があるはずだ。魔女が攻せめてきたのはいつだ？」

　一晴はアートラクシンが滅めつ亡ぼうの危機に至いたった詳くわしい経いき緯さつを、ヴォルトルースから聞きだそうとした。

　はじめ、どんな予よ兆ちようがあったのか？

　どれほどの速度で、民衆の獣化がはじまったのか？

「あんたたちだって、黙だまって手をこまねいていたわけじゃないだろ？」

　その魔女にどんな手段で戦ったのか？

　敵の規き模ぼはどれぐらいなのか。

「全すべてを、話してもいいが、話したところで、未来は、変わらないだろう」

　とヴォルトルースは言った。

「アートラクシンの、総力、あげて、魔女を狩かろうとしたが、無む駄だにおわった。たった二人で、なにかが、できるものでも、ない」

「二人とは言っていない。あんたたちだっている」

「……」

　しばらく沈黙したあと、「同じだ」とヴォルトルースは短く返した。

「そうか？　数人しか残っていないなら、敵だって油ゆ断だんしてるはずだぜ」

「……危険が、大きすぎる」

「俺たちに協力して失敗しくじったら、国がヤバくなるってか？　なら、俺たちだけで戦うさ」

「無む駄だだろう」

「無駄じゃないわ！」

　美空が即答した。鉄てつ格ごう子しを握にぎり締しめる。ヴォルトルースが美空に視線を移うつした。闇やみのような瞳ひとみを見返し、美空は言った。

「生きるために戦うことは、無駄じゃないわ。みんなやってることよ。あなたたちだって、やってきたことよ。そうでしょ!?」

　そうだ、と一晴がつづきを語った。

「俺たちはまだ、生きるための戦いってのを、一戦もやっていない。このまま生いけ贄にえにされるのはごめんだって言ってるのさ」

　わかってほしいの、と美空は訴うつたえた。

「これは、勝っても負けても、私たちが一度はやらなきゃならないことなの」

　生きるために戦うこと。

　動物だって、人間だって、みんなやっていることだ。

（アートラクシンだって、日本だって、みんなやっている当然のことなのよ）

　ヴォルトルースはなにも言わなかった。なにも言わないまま、背中を向けた。

「おい！」と一晴が呼び止める。

「会議にかけて、皆と相談する」

　議会制かよ？　一晴は、はぐらかされたように呟つぶやいた。
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　そう、アートラクシンは議会制国家である。今はたった数人の王子しかいなくなったとしても、それを絶対君主制に切り替えることはしなかった。

　王族は国の象しよう徴ちようであり、支配者ではない。

　そういう掟おきてがあったからだ。

　この掟を覆くつがえし、絶対者を名な乗のったとき、王族は「奇き跡せきの力」を失うしなうとされている。

　この力なく、王国の復活はありえないだけに、ヴォルトルースは今でも重要な決定事項は全て「会議」にかけているのだった。

　薄うす暗ぐらい地下室に、六人の王子が集まっていた。

　ヴォルトルースが、一晴と美空の提案を口にした。

　生け贄にされる前に戦いたい。

　その訴えに、皆がしばらく沈黙した。

「生きるための戦いは無駄じゃない、か」

　うーん、とトローはうなったあと、ウシ耳をピクピクさせて「名言だね」と付け足した。

「けど勝たなきゃ、情じよう況きようは変わらないと思うけどね」

　トローは第二王子だ。彼にはヴォルトルースにつぐ発言権があった。

　発言権。

　議会制の難なん点てんは、意見が割われたとき、いつまでたっても結論がでないことだ。

　だからアートラクシンでは、発言に優先順位がついていた。

　総意はポイントの合計で決まると思えばいい。

　簡かん単たんに言えば、ヴォルトルースが50点保持しているなら、トローは40点。アンティは30点、フェンが20点、セトが10点という具合だ。これは王位継けい承しよう権けん順じゆんだ。

　ポイントの合計が多い意見が採用される。

　そうやって、美空を召しよう喚かんすることも、その手段も決まったのだ。

　ターゲットを「日本」にすることも、日本語を学ぶこともだ。

　だが、残った王子のうち、誰が召喚魔術を行こう使しするかについては、なかなか意見がまとまらなかった。

　単独で召喚魔術を行ったら、その者は消しよう耗もうし確実に獣けもの堕おちするだろう。

　ならば、二人ですればいい。負ふ担たんは軽くなるはずだ。

　だが、二人とも獣化が進み、さらに悪い結果になるかもしれない。第一、相性の問題があり、一人でやるより難むずかしいし成功確率が低い。

　いたずらに会議は長引き、ある日、カトリムは忽こつ然ぜんと姿を消した。

「あとを頼む」と親友のフェンに置き手紙をして。

　フェンはそのカトリムを引き止めるため、城を飛びだした。

　だが、間に合わなかった。

　カトリムは一人で美空の召喚を実行した。そこからあとは、美空も知っている通りだ。

　フェンが到着したとき、彼はミーアキャットもどきになってしまっていた。

「アンティティウス、きみの意見は？」

　ヴォルトルースが白い獣人に尋たずねた。

　白いカンガルーもどきのアンティは、紙にこう書いた。

〈私は、美空に恋をした〉

「まじめに考えろ」と、ネコ目で睨にらみながら、フェンが突つっ返す。

〈純愛だ。まじめで本気〉

　フェンは反論する気も失うせたのか、無視を決め込んだ。

「ぼくは反対！　美空をさっさと魔女に渡そう。これ以上、作戦をぐちゃぐちゃにされたくないよ！」

　末すえ王子のセトが発言した。天使のように愛らしい顔の、ウサギ耳の少年だ。

　けれど、一晴に言わせると、「一番ヤバイ」王子だった。

　獣になったカトリムは、いつもセトが抱だいていた。

　起きているときも、眠っているときも、片かた時ときも離はなさない。

　ククク、とカトリムが鳴ないた。

「ほら、カトリム兄さまもそう言っている！」

　そうか？　とフェンが返した。

「俺には、反対の意味に聞こえたぞ」

　クー。とカトリムが鳴く。

「兄さまの言葉は、ぼくにしかわからない！」とセトが言い返した。

「おまえにだってわからない。だいたいカトリムはもう……言葉をもっていない」

「もってる！　今だって、理解してる。記憶だってある！」

「記憶の残ざん骸がいだけだ。知能だって、たかがしれている」

「兄さまをバカにするな！」

　セトが叫さけんだ。

　みんな耳の奥で、キーンと耳鳴りがした。

　もともと耳のいい彼らだ。少年の金かな切きり声は、ときに鼓こ膜まくを破は壊かいする凶きよう器きだった。

　トローとアンティは両手で耳を塞ふさいでいた。

　落ち着け、とヴォルトルースがセトをたしなめた。

　セトは怒いかりで顔を紅こう潮ちようさせ、さらにこう言った。

「さっさと魔女に渡して、さっさとぼくを王位につけてよ！　一日も早く！　そうしたら、秘術を使って、カトリム兄さまをもとに戻もどせるんだ。誰にもそれを邪じや魔まさせないからね！」

　セトは歯を食くいしばっていた。

「ぼくは泣かない。カトリム兄さまをもとの姿に戻すまで、絶対泣かない」

　セトが泣き叫びたい気持ちを、必ひつ死しで抑おさえていることは、皆気づいていた。

　その反動で、心が壊こわれはじめていることも。

「美空なんて、どうなってもいいじゃないか！」

　セトは恨うらみがましい声で叫んだ。

「カトリムが獣化したのは、美空のせいじゃない。混こん同どうするな」

　ヴォルトルースはもう一度、セトをたしなめた。

　セトはヴォルトルースを睨み返した。

「美空は間違っていない」

　どんどんとセトが壊れていくのを間ま近ぢかで見ながら、フェンは発言した。

「間違っているのは俺たちだ。間違っていると知っていて、美空を召喚したのも……俺たちだ」

　ぼくたちは間違ってない！　とセトはまた叫んだ。

「間違っていない！　カトリム兄さまは、間違ったことはしていない！」

「おまえは今、考えが凝こりかたまっているんだ。カトリムの犠ぎ牲せいを無駄にしたくないって」

「それがどうしていけないんだ！」

　とセトはフェンに言い返す。

「あんな異世界の他人より、兄弟のほうが大事でなにがいけないの！　フェンだってカトリム兄さまの親友だったくせに！」

「親友だったからこそカトリムをこれ以上、悪あく党とうにしたくないんだよ！」

　フェンまで怒ど号ごうをとばしはじめて、会議は一時中断した。

　こりゃたまらない、と言いたげにトローが机つくえの下に潜もぐり込む。

　アンティは耳を押さえて、ソロソロと退出した。

　ヴォルトルースだけは、こうなっても平へい静せいだったが、耳の奥がズキズキ痛いたんでいたことは疑うたがいようのない事実だった。
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「くそっ、もうちょっとで、灯あかり窓まどに手が届くのに……」

　会議が中断しているころ、一晴は、牢ろう獄ごくのなかで脱だつ出しゆつを試こころみていた。

　だが、何度ジャンプしても、頭上にある鉄格子の塡はまった小さな窓に、手が届かないのだ。

　今の一晴は、ゆうに美空の身長分はジャンプできる。それも垂すい直ちよく跳とびでだ。

　それでも手が届かないということは、窓は相そう当とう高いところにあるということだ。

「美空、おまえちょい、俺の肩かたに乗れ」

「ええっ？」

　と美空はイヤそうにした。

「パンツ見ないから」

「バカ！」

　恥はずかしがっている場合でないことは承しよう知ちしている。問題はバランス感覚だ。肩車ならともかく、一晴の肩に二本足で立つなんて芸げい当とう、できるはずがない。

「いいから乗れって！」

　催さい促そくされて、渋しぶ々しぶ美空は靴くつを脱ぬぎ、夜よ着ぎの裾すそを膝ひざうえまでめくりあげた。

　しゃがみ込んだ一晴の肩に乗る。

　すぐにバランスを崩くずして、お尻しりから落下した。

「いったーい！　無理！」

「いいからもう一回」

　無理だというのに、一晴は諦あきらめようとしない。

　美空はため息をついて、また一晴の肩に片足をかけた。

「足首、支えてやるから、思いっきり手をのばせ。いくぞ。せーのっ！」

　計算でいけば、窓に手が届くはずだった。

　一いつ瞬しゆん、計算通り、美空の手は窓の鉄格子に届いた。

「届いた！　けど、鉄格子が開かない！」

　がっちり塡まっていて、びくともしない。

「ちょっとその鉄格子を摑つかんでいろ」

　一晴の肩が足裏から離れた。美空が足をばたつかせる。

「きゃぁぁ！　なにすんのよ！　私、うんてい超苦手なんだって！」

　昨日きのう、バルコニーでアクロバティクなことをして、右手を痛めていた。

　激痛が走って、美空はすぐに鉄格子を離した。

　ドスンと一晴のうえに落下する。

　一晴が「うう……」とうめいた。頭にケリを入れられたあと、美空に伸のしかかられたからだ。

「無理だって一晴」

「いや、今度は俺が乗る」

「えっ！　私が下？　それ絶対無理！」

「いいから」

「絶対無理だって！　常識で考えてよ！」

「今しかないんだよ！　連中が会議を開いてるあいだ、見張りはいないんだから！」

　それはわかっている。今こそ、脱出する絶好の機会なのだ。

（でも、女が男を肩に担かつぐなんて無理！　不可能でしょ！）

　そのとき、灯り窓を「影かげ」が横切った。

「くそっ、ジエンドか」と一晴が呟く。会議がおわったのか、という意味だ。

　パラッとなにかが落ちてきた。

　美空が屈かがんで拾う。

「花？」

　それは小さな花だった。黄色い花びらが五枚ついている。

　パラパラと、たくさんの小花が、鉄格子の塡まった窓から降ってきた。

　牢獄のなかは次第に、花の絨じゆう毯たんを敷しいたようになった。

「そこにいるのは誰？」

　と美空が訊くと、ポトンとリボンで束たばねた小さな花束が落ちてきた。

　メッセージカードがついている。

〈私と結婚してください〉

　はぁ？　と一晴が頓とん狂きような声をあげ、窓を見あげた。

「アンティ……アンティティウス王子ね？」

　筆ひつ跡せきで、美空は判断した。

　魔女に言葉を奪うばわれた白い獣人。

　そういえば、牢ろう獄ごくに入れられて以来、その姿を見ていない。

　灯り窓からゴソゴソと音がしてきた。鉄格子をはずしている。

　また一枚、カードが落ちてきた。

〈きみは勇気ある、素す晴ばらしい女性だ〉

　おい、と一晴が呼びかけた。

「女、口く説どく余よ裕ゆうがあったら、助けろよ」

　カランと音がして、鉄格子がはずれた。

　その小さな窓から、白い顔がぬっとのぞいた。

　カンガルーのような耳をしたウサギ顔だ。

　彼は子ネコが眠っているような表情でほほ笑えんだ。

「おい、味方してくれる気があるなら、縄なわ梯ばし子ごかなにか……」

　と一晴が言おうとすると、アンティは窓に上半身を丸ごとつき入れた。

「うそだろ！」

　スルスルと窓をくぐり、頭から美空の胸むねにジャンプする。

　美空は支えきれず尻餅もちをついた。

「ありえねぇし！」

　と一晴はつっこんだが、美空の胸に顔をうずめた白い獣人は、ご満まん悦えつの表情だった。












〈城を抜けだしても、アートラクシンからでられない限り、やがて捕つかまってしまう。でも私は美空の味方だ。魔女の城へも一いつ緒しよにいく。あの世にも一緒にいく。ずっと一緒にいる〉

「お前、悟さとってんのか、口説いてんのか、どっちだよ？　だいたいペンをもってくるなら、鍵かぎをもってこいよ」

　と一晴。

　アンティはおかまいなしに、牢獄の床ゆかに言葉を綴つづりつづけた。

〈美空と一緒にいると、温かい気分になる〉

「それは私もよ」

　と美空。

「もしもしそこのお二人さん、情況、わかってんのか？」

　と一晴はいらつくが、美空は本当に温かい気持ちになっていた。

　きっとそれは、「二人」が「三人」になったからだ。そう思った。
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　静かな夜だった。

　アートラクシンの空は、紫むらさきのビロードを敷いたような色に染そまっていた。

　月明かりはない。

　星の輝かがやきだけが、スパンコールをちりばめたようにまたたいている。

　星……だがそれは、美空たちのいた世界の「星」とは少し意味が違ちがう。

　一つ一つが別次元にある「異世界」を示しめしているのだ。

　アートラクシンは空間的に閉ざされた世界で、陸つづきに別の国があるわけでも、海の向こうに隣りん国ごくがあるわけでもない。

　強しいて言うなら、時空を超え、星のごとく点在する「異世界」が、アートラクシンの隣国なのだった。

　行き来は滅めつ多たにない。鎖さ国こく状態だと思えばいい。だが、人が天体観測を怠おこたらないように、彼らも「観測」はしている。

　人が宇宙船を発明したように、彼らは「扉とびら」を発明していた。

　扉、それがつまり「召喚魔術」なのだ。

「セト、入るぞ」

　セトの部屋は、ランプ一つ灯ともっていなかった。

　獣者はもともと目がいいので、必要ないといえばないのだが、人間だったときの習慣で、フェンはつけるほうが安心する。

　フェンがセトの部屋に入ったとき、セトは窓枠わくに寄りかかって、外を見ていた。

　異母兄弟であるフェンが見ても、セトは愛らしい容姿をしていた。

　金色の髪かみも、薄紫の瞳も、年ねん齢れい性別を問わず万人を魅み了りようする姿だ。

　セトに長い耳が生はえたとき、フェンは言ったものだった。

「その耳いいよ。よく似に合あうよ。耳があったほうが、絶対もてる」

　耳がイヤで泣なきだしたセトを、そんなふうに慰なぐさめた。

　セトが泣きやむまでおだてつづけ、髪がくしゃくしゃになっても、頭を撫なでまわした。

　フェンにとってセトは、母親が違うにせよ唯ゆい一いつの「弟」だ。誕生した瞬しゆん間かんから、可か愛わいくて仕方なかった。

　お互たがいの意見が、こんなに激はげしくぶつかったことは、いまだかつてなかったのだ。

「さっきからカトリム兄さまがいないんだ」

　どこにいるんだろう？　とセトは虚うつろな表情で訊きいた。

　まだずっと窓の外を見ているが、カトリムを探しているわけではないようだ。

「カトリム兄さまはさ、優しくて、親切で、なんでも独ひとりで背負って……だからあんなふうになっちゃうんだよ」

　フェンは声をかけそびれていた。

　セトの様子がおかしい。

　喧嘩になったことを悔くいて、フェンはやってきたのだ。

　どんどん壊れていくセトを、自分が追おい詰つめたような罪悪感があった。

「早くもとに戻してあげたいんだ。カトリム兄さまには、絶対幸せになってほしいから」

　ね？　とセトは初めてフェンを振り返った。

　虚ろな表情にほほ笑みを浮うかべて。

　フェンは得え体たいの知れない危機感に襲おそわれた。

「セト？」

　セトに近寄って、手前ですっとしゃがみ込んだ。弟に視線を合わせて、困こん惑わくする。

　これ以上、心が壊れたらとりかえしがつかなくなる気がする。

　そっと、頭を撫でた。セトは嫌いやがらなかった。でも喜びもしなかった。

「俺が間違っていた。そう言ったら……仲直りしてくれるか？」

　フェンは言った。美空とセトを天てん秤びんにかけることはしたくなかった。

　善ぜん悪あくを基準にするなら、美空が正しいのは明めい白はくなのだ。

　だが、正義を主張しつづけたら、きっとセトは壊れてしまう。

「俺はおまえと仲直りしたい」

　フェンがそう言うと、セトはようやく口を開いた。

「ぼくはフェンを嫌っていないよ。だから仲直りは必要ないよ」

「本当に？」

「うん」

　優しい答えだった。元来、セトは繊せん細さいで優しい子なのだ。

「フェンは美空のこと、好きなんでしょ？」

　セトは唐とう突とつに尋ねた。

「フェンが美空を庇かばってバルコニーから落ちたとき……そう感じた。他のみんなもきっと、気づいたと思うよ」

　フェンは肯こう定ていも否定もせず、こう返答した。

「美空は俺の命の恩おん人じんみたいなものだ。急激に獣化が進んでもうダメかと思ったとき、彼女の手が俺を元気づけてくれた。……俺は借りを返したかっただけだ」

「本当に？」と今度はセトが尋ねた。

「ああ」とフェンが答える。

「うまく誤ご魔ま化かしたつもりだろうけど……自分は騙だませないよ、フェン」

　とセトは言った。

「……」

「自分を騙すと、つらいだけだよ」

　そんなふうに言ったセトを、フェンは優しく抱き締めた。

　セトにはかなわないな、と思う。

「美空はいい子だよ。優しいだけじゃなく、勇気がある」

　だけど……とフェンは言った。

「たとえ好きでも、どうしようもないだろう。彼女は俺たちを決して許さないさ」

　フェンの言葉にセトは「そうだね」と返した。

　フェンは心のなかで、こうつづけた。

　なにも得られないのなら、せめてなにも失いたくない。

　だけどセト。美空を魔女に突きだしたら、おまえは笑わらってくれるのか？

　俺たちはその時点で、だれもが笑顔を失うしなってしまうんじゃないのか？
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　そのころ別室で、二人の兄たちも悩なやんでいた。

「アンティとフェンは美空につくかもしれないね。兄弟の意見が真まっ二ぷたつに割れたのは、初めてだ」

　ウシ耳のトローは、細い目をさらに細めてそう言った。

　トローの目の前には、長兄ヴォルトルースが無む言ごんで座すわっていた。

「あとは、兄上がどちらにつくかで決まる」

　そう、美空たちに戦いの機き会かいを与えるか、それともこのまま魔女に突き出すか？

　その決定は長兄ヴォルトルースに託たくされたのだった。
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　つぎの日の夕ゆう暮ぐれのことだった。

　誰だれもが予よ期きせぬ出来事が起きた。

　無数の羽は音おとが聞こえたと思ったら、城中に奇きっ怪かいな生きものたちが群むらがった。

「魔獣の大たい群ぐんだ！」

　フェンはそのとき、城周辺の森のなかにいた。セトとともにカトリムを探していて、その大群を目もく撃げきしたのだ。

「先に行く！」と一声、フェンが跳ちよう躍やくする。

　強い脚きやく力りよくをいかして、跳とぶように城へと戻もどった。

　城じよう壁へきも扉とびらも回かい廊ろうも、美み空そらが足を滑すべらせたバルコニーも、黒いペンキを塗ぬったように、魔獣が貼はりついている。

　間ま近ぢかで見た魔獣は、全身がヌメヌメと濡ぬれていて、醜しゆう悪あくな臭においがした。

　日本猿ざるぐらいの大きさで、コウモリのような翼つばさが着いていた。ガリガリに痩やせているくせに、目だけがやたらに大きい。そう、アートラクシンについたばかりの美空を襲おそってきた、あの大コウモリの同類に違ちがいない。

　何百ものそれらは、一いつ挙きよに城を占せん領りようし、地下の牢ろう獄ごくに傾なだれ込んだ。

「……あんてぃてぃうす王子、ミハリ役……ゴ苦労」

　鉄てつ格ごう子しを挟はさんで、魔獣がそう言った。

　なぜ魔獣たちが片かた言ことの日本語だったのか、不ふ思し議ぎだったが、一いつ晴せいと美空が情じよう況きようを把は握あくできたのは、そのおかげだ。

「おまえまさか！」

　一晴は美空の腕うでのなかにいるアンティを、すごい形ぎよう相そうで睨にらんだ。

　花と甘あまい言葉で油ゆ断だんを誘さそっておいて、本当は逃とう亡ぼうしないよう監かん視ししていたのではないか？　それを疑うたぐったのだ。

　アンティは懸けん命めいに首をふって否定した。

「迎エニキタ……異世界ノ……姫」

　美空の背中に冷たいものが流れた。

（どういうこと？　私、魔女に売られたの？）

「美空！」

　どけっ！　と魔獣の群むれを押し退のけて、フェンが姿を現した。

「フェン！」

「美空、無事か!?」

「フェン！」

　どうしてフェンの名を呼ぶのか美空自身不思議だった。敵かもしれないのに、叫ばずにいられないのだ。

　第一王子ヴォルトルースと第二王子トローも、つづいてやってきた。

「聞いていないぞ」

　とヴォルトルースは、厳きびしい声で魔獣たちを牽けん制せいした。

　どうやら、この事態は王子たちも予期していなかったらしい。

「生いケ贄にえノ姫……連行スル」

　と魔獣は言った。

「いや、それは我われ々われの仕事だよ」

　とトローは言い返した。

「魔女陛へい下か、ご命令サレタ。おマエラ、裏うら切ぎるカモしれナイ」

　ヴォルトルースの顔に緊張が走った。

　裏切るかもしれないと知っているということは、一晴たちの「一戦交まじえたい」という提案が漏ろうえいしたということだ。

　考えられるのは……盗とう聴ちようか、密みつ告こく。

　密告？　誰が？　知っているのは、六人の王子だけだ。

　トローもそのことに気づいたのか、長兄の顔を見て小さく呟つぶやいた。

「まさか、セトが？」

　セトは頑かたくなに、美空たちを敵対視している。動どう機きはある。

　違う、とフェンが否定した。

「セトは昨夜からずっと、俺おれと一いつ緒しよにいる。今日はずっと一緒にカトリムを探していた」

　セトにはアリバイがあった。

「……」

　トローとヴォルトルースは、牢獄のなかの白い獣じゆう人じんを見ていた。

　昨夜、会議のあと姿が見えなくなったのは、彼、アンティティウスだ。

　アンティは美空にしがみついた。

　美空の瞳ひとみを見つめ、慌あわただしくペンを握にぎると〈花を摘つみに行っていただけだ！〉と、床に書きなぐった。

　そう見せかけて、密告した。そう言われればそれまでだった。彼にはアリバイを証明してくれる人がいない。

「連行スル」

　魔獣たちが強行した。鍵かぎを壊こわし、牢獄のなかの美空を取り囲む。

　美空はさっきから、凍こおりついていた。

　魔獣たちの数の多さ。醜悪な姿。鼻はなが曲がりそうな臭い。

　濡れたサルのような手が、美空にのびた。

「や、だ！」

「美空！」

　一晴が美空を庇かばおうとすると、魔獣たちが一晴に牙きばを剝むいた。

「用がアルのメスだけ。オス、いらナイ」

「俺をオス呼ばわりするな！」

　一晴が怒ど鳴なる。ケケケ、と魔獣が笑わらった。

「やだ！　こないでよ！」

　美空は叫んだ。あまりにグロい姿で、間近で見ると気を失いそうだった。

（グロいし臭くさい。息ができない！）

　そのとき美空の目の前の魔獣が一匹、ふっとんだ。

「汚きたない手で触さわるな」

　蹴けり倒たおしたのは、獄中に乱入したフェンだった。怒いかりのせいか、その瞳は鋭するどい眼光をはなっている。

　ケケケ、とまた魔獣が啼ないた。

「逆さからうト、王国、破滅スルゾ、王子」

「それは家畜のように『生かされる』ってことだろ？　生きると生かされるってのは違うんだよ」

　生きると生かされるは違う。フェンはそう言った。

　生きるために戦うのよ！

　そう言った美空と、共通するなにかが存在する言葉だった。

「逃にげろ！　美空！」

　フェンは剣を抜いた。横殴なぐりに一いつ閃せんする。取り囲んでいた魔獣の群れをことごとく分断した。

　地下に群らがる魔獣たちが咆ほう哮こうした。

　一斉にフェンに襲いかかる。斬られても斬られても、続々とフェンに飛びかかり、圧倒的な数の多さに、ついにフェンは後方へ倒された。

「フェン！　フェン！」

　悲鳴に近い声で、美空はフェンの名を呼んだ。

「一晴、美空を連れて逃げろ！」とフェンが叫ぶ。

　何十匹もの魔獣が、フェンのうえに伸のしかかった。

　鋭い牙で、フェンの喉のどを嚙かみ切ろうとする。フェンは辛かろうじて、片手で魔獣の顎あごを押さえつけた。

　一晴は美空の手をしっかり握った。だが、逃げようにも出入口は魔獣で溢あふれ返っている。

「どうやって突破すればいいのか教えてくれ」

　一晴が途方に暮くれる。ポケットを探ったが、でてきたのは携帯電話だけ。

　武器になるようなものは、一いつ切さいもっていない。

　美空は恐い顔で靴くつを脱ぬいだ。フェンに伸しかかっている魔獣に向かって、思いっきり投げつける。

　ギェッ、と一匹が啼いた。

「このっ！」

　もう片方も投げつけた。

　今度は無数の魔獣の目が、美空を睨みつけた。でかい目だけに怖おぞ気けが走る。

「美空、連中をあおるなよ」と一晴。

「だってフェンが！」

（フェンがやられちゃう！　このままじゃフェンが！）

　美空が一晴の手を振り切って、フェンに走り寄ろうとした。

　そのときだ。

　薄暗い地下室に、白い光が溢れた。

　それは漆しつ黒こくのベールを切り裂さいて、突然、陽光が姿を現したかのようだった。

　ゲッ、グェと、魔獣たちが驚おどろきの声をあげ、大きな目を見開く。

「王子、ヴォルトルース」

　魔獣たちの目は、憎にくしみに満ちていた。睨む先は第一王子ヴォルトルースだ。

　ヴォルトルースは剣の切っ先を地に突きたて、なにごとかを呟つぶやいていた。

　それは美空の知らぬ、アートラクシンの古い言葉だった。




　アトラクの空に太陽はなく、アトラクの神の胸むねに奇跡の陽ひは眠る。

　王族はアトラクの神の恩おん恵けいをうけ、この陽の力を奇跡の御力として受け継つぐものなり。




「魔獣は闇やみに帰れ。さもなくば、一切の消しよう滅めつを」

　カツンと剣の切っ先が、床ゆかを鳴ならした。

　ギャァ！　やめろと言わんばかりに、魔獣たちが口々に叫んだ。

　その声を押しやるがごとく、真っ白な光が地下に満ちた。

　魔獣たちは光に飲み込まれた。溶よう解かいしたと表現してもいい。

　闇に帰れと命じられた魔獣たち。だが退たい散さんする暇ひまがあったようには見えなかった。戦う第一王子は、猶ゆう予よも容よう赦しやも一切与あたえなかったのだ。

　彼は、地下だけでなく城に群らがった全すべての魔獣を、一いつ瞬しゆんで退治してしまったのである。

　美空がはっと我に返れば、地下はなにごともなかったかのように静まり返っていた。

　あれほど異い臭しゆうがしていたのに、臭いまで取り除のぞかれている。

「い、今のって……魔法？」

　一晴はキョロキョロと辺あたりを見回して、尋たずねた。

「この国の、神のな……」

　とヴォルトルースは答えた。

　なんという力だろうか。圧あつ倒とうされるような力だ。

　あっと、美空は声をあげた。

「ヴォルトルース王子に『耳』がない！」

　ええっ！　と必要以上に驚いたのは、ケモノ耳好きの一晴だ。

　たしかに、剣をおさめて美空に近づいてきた王子には、黒い毛の生はえた耳はなくなっていた。

「きみたちの言う『魔法』、発動させた、余よ波はが残っている。こちらの力が、勝っているあいだ、魔女の呪のろいは、遮しや蔽へいされる」

　ということは、本来のヴォルトルースはこういう姿なのだ。

　耳だけ愛あい敬きようがあったといっても過か言ごんではない第一王子。

　それがなくなったら、非ひのうちどころのない完かん璧ぺきな「王子」になっていた。

　強いし、格かつ好こういいし、魔法は使えるし……嫌いや味みなキャラだな、と一晴が思ったほどだ。美空が惚ほうけていては、なおさら面おも白しろくない。

　美空、とヴォルトルースは呼よんだ。美空はかしこまって「はい」と答えた。

「許ゆるしてくれとは、言わない。我々は、許されないことをした。ただ一度、わが弟とともに、きみを守れたことを、私の一生の、誇ほこりとして、いいだろうか？」

　ヴォルトルースは美空の前で、片かた膝ひざをついて言った。

　仰ぎよう々ぎょうしい言葉だったからか、なにかの宣せん誓せいの儀ぎ式しきにさえ見えた。

　美空はまた反射的に「はい」と答えた。

　たしかに守ってくれたのだ。フェンも自分も一晴も、彼のおかげで助かったのだ。

「こんなことを、頼める義理ではないが……美空と一晴に、弟たちを託たくしたい」

（託す？　なんで？）

　美空はフェンを見つめた。

　フェンはそのとき、真っ青な顔で硬こう直ちよくしていた。

　再びヴォルトルースが語った。

「守ってくれ、と言っているのではない。間違ったことを、しようとしたら『間違っている』と叱しかってやって、ほしいのだ」

（今って、どういう情況？）

　美空は一晴を窺うかがった。一晴は「俺に訊きくな」という顔で答えた。

　動どう揺ようする美空たちの前で、ヴォルトルースは次兄のトローの名を呼んだ。

「これからはお前がリーダーになる。しっかりな」

　トローは返事をしなかった。返事ができなかったというべきかもしれない。

「アンティティウスは、美空を守れ。フェン、セトを頼む」

　そのとき、地下にようやくセトが到着した。

「ヴォルトルース兄上、さっきの光！　誰が『力』を使ったの!?」

　到着早々、慌ただしく問といかけたセトにヴォルトルースは言った。

「セト。カトリムと仲良くな。カトリムは昨夜から、私の部屋にいる。一晩中、私の愚ぐ痴ちを、聞いてくれていた……よ」

　兄上！

　フェンとセトが同時に叫んだ。

　ヴォルトルースの身体からだに異変が生しようじた。

　またたく間に身体が小さくなっていく。まるで風ふう船せんの空気を抜くかのようだ。

　兄上！　と再びフェンが叫んだ。その声はすでに泣なき声に近かった。

「カト……リムに『鍵』を……預あずけ……」

　言いおわらないうちに、ヴォルトルースの様よう相そうは変化した。

　再び黒い耳がぬっとのびて、顔中に獣毛が広がる。骨こつ格かくが変化し、髭ひげが生え、あっという間にそれは一匹の漆黒の狼おおかみに変へん容ようした。

　全員が身動き一つできないなか、狼は地下を徘はい徊かいしはじめた。

　やがてそこにいる全てのものに牙を剝むきだす。

　ウウ……ウウウ！

「兄上！」

　セトが狼に手をのばそうとした。トローがそれを止める。

「よせ。もう兄上じゃない。記憶も知性も……ほとんど残っていない。野性の狼そのものだ。人には懐なつかない」

　狼はトローの横をすり抜けて駆かけだした。

　やがて、城の背後の森のなかから、狼らしき獣けものの咆哮が響ひびいてきた。

　わっ！　と堰せきが切れたかのようにセトが泣きだした。

　フェンは歯を食くいしばって俯うつむいている。

　そうなって初めて、美空は事態をのみ込んだ。

　ヴォルトルースは、みんなを救うため、『力』を使ったのだ。

　カトリムと同じく、彼はその代だい償しようを、支払わなければならなかった。

（一度力を使ったら、もう助からないって知っていて……使ったのね）

　きみを守れたことを、一生の誇りと思っていいだろうか？

　ヴォルトルースの最さい期ごの言葉。あれはものすごく重い言葉だったのだ。

　国も守れず、民たみも守れず……

　そのなかで、一いつ矢し報むくいたという想いがつまっていたのだ。

　そう思うと、美空の胸は、なにかに締めつけられるように痛いたむのだった。
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「もうイヤだよ。もうイヤだ。こんなこと早くおわらせようよ。これ以上、悲しいことは耐たえられない！」

号ごう泣きゆうしていたセトが狂きよう乱らんしたのはすぐあとだった。

「魔女に美空を渡すんだ。謝あやまって許してもらって……早くおわらせよう！　もうイヤだ。もう耐えられない。こんなこと、つづくならいっそ死んだほうがマシだ！」

　パン！　とセトの頰ほおがなった。

　なにすんのよ!?　と美空が驚いた。なんと、セトの頰をはったのは、一晴だったのである。

「ちょっと一晴！」

「しっかりしろよ。死ぬほうがマシだなんて言うな」

　一晴はセトにそう言った。

「おまえ……おまえたちが、全部悪いんじゃないか！」

　セトが拳こぶしを振りあげた。その手を一晴が摑つかむ。

「放せよ！　放せっ！」

　怒おこっているセトを、一晴が引き寄せた。

　強く抱だき締しめる。

「放せ！」

　セトは抵てい抗こうし、がむしゃらにもがいた。だが一晴は放さなかった。

　あんまり長い時間そうしていたから、美空は（一晴の悪い性せい癖へきがでた!?）と思った。だが、そうではなかった。

「俺さ、おまえの兄貴に頼まれたから」

　と一晴は言った。

「間違ったら、叱ってやってくれってさ。死んだほうがいいってのは、絶対、間違ってるだろ？」

　だから、俺は叱ったんだよ。

　そう言って一晴はセトを抱き締めつづけた。

「最期に頼まれた言葉ってのは、重いよな。なにがあっても守らなきゃな」

　やがてセトは抵抗を諦あきらめ、一晴の胸のなかで嗚お咽えつをもらしはじめた。

　一晴がセトの頭を撫なでる。

　必要以上に撫でている気もするが、誰も止めなかった。

　ククク、クル……クク。

　セトの足元に、カトリムがすり寄ってきた。

「……カトリム兄さま」

　ようやく落ち着いたセトを、一晴はそっと放した。セトがひしとカトリムを抱き締める。

　クク。

　カトリムは小さな前まえ脚あしになにかを握っていた。それは小さな鍵だった。

　そういえば、ヴォルトルースが最期の最期になにか言っていた。

　カトリムに鍵を預けている、とか。

「兄上の部屋の、どこかの鍵だろうな」

　とトローが言った。

「行ってみよう」と一晴。

　一同はすみやかに地下室から移動した。兄がいなくなった現場に長居したくなかったのかもしれない。

　ヴォルトルースの私室に入った。だが鍵の塡はまる家具はなかった。

　トローが壁に手を添そえてまわり、隠かくし棚だなを発見する。鍵はその隠し棚のものだったのだ。

　鍵を開けた。

「これは……」

　でてきたのは、一枚の見取り図だった。

「魔女のすみかの見取り図だ。まて、まだなにか隠してある」

　見取り図が置いてあった棚の、底板をはずした。

　トローはそう言って、その奥から、几き帳ちよう面めんに畳たたまれたフードつきコートが数枚でてきた。

　セロハンのように薄いもので、外側に苔こけのようなものが付ふ着ちやくしている。

「なに？」

　と美空がトローに尋ねる。

「これは、きみたちの世界でいう『隠れ蓑みの』みたいなものだな」

　やや古い言い方だったが、意味はわかった。

　ヴォルトルースがなんの準備をしていたか、気づかぬものはいなかった。

　アートラクシンの第一王子は、戦うことを諦めてはいなかったのだ。

「俺は行くぜ」

　まっさきに言ったのは一晴だった。

「まてまて。きみに発言権はないよ。ぼくたちが会議で決める。それがここの習ならわしだ」とトローが慌あわてた。

「そうかい。じゃおまえらはおまえらで決めろ。俺は俺で決める。それが日本流だ」

　どうだか……と美空は思ったが、否定はしなかった。

　ヴォルトルースがひそかに願っていたこと。

（それは魔女に服ふく従じゆうすることではなかったはずよ）

　美空だってそんな気がした。

　彼は生まれながらの王子で、第一位王継けい承しよう者しやで、最強の剣士だったのだ。

　ヴォルトルースはきっと、弟たちのことを思って、独どく断だんを避さけていたのだろう。

　その想いをどうにかして果はたしてやりたかった。

　一晴のいう「日本流」は、議会制のことじゃなく「人にん情じよう」のことなんだと思う。

　美空はまた「きみを救えたことを誇りに思う」といったヴォルトルースの姿を思い出した。

　それは、内心をひた隠しにしてきた彼が、初めて自分の気持ちを表した言葉だった。

　王子らしい堂どう々どうとした最期だった。

（もっともっと、彼とおしゃべりしてみたかったな）

　そう思うと悔くやしくなった。

　どんな人か知る前に、彼はいなくなってしまった。

〈美空、泣かないで〉

　白い獣人、アンティティウスがそう書いてよこした。

　うん、と美空は頷うなずいた。笑わらおうとして失敗。涙なみだがこぼれた。

「無理だよ」

　セトの絞しぼるような声が聞こえた。

「ヴォルトルース兄上もいないのに、勝てるはずないよ」

　トローは「そうだな」と言いたげに首しゆ肯こうし、こうつづけた。

「セトとアンティは戦力としては使えない。戦えるのは、ぼくとフェンだけだ。それに不安要素として、誰かが密告した事実もある」

「密告など誰がする？　盗聴されたに決まってる」とフェン。

　もういい！　とセトが叫んだ。

「もういい！　盗聴も密告も、もうたくさんだ。このうえ、兄弟で疑いあうなんて、最悪だ。最悪だよ。ぼくはさっさとおわらせたい。魔女の言うことをきいたほうが……ずっと楽だ」

　セトはまた泣きだした。

　トローはフェンの顔を見た。おまえはどうする？　そう尋ねているのだ。

　フェンは言った。

「俺は一晴と行く。やれるだけやってダメだったら、残りの力を使って、美空と一晴をもとの世界へ戻す」

　なに言ってるの!?　とセトが驚いた。

「そんなことをしたら、フェンだって獣堕おちするんだよ！」

「かまわない。これ以上、間違っていると思うことをしたくないだけだ。どうせ、獣化は進む。このままジワジワ獣になるより、マシだ」

「戦う道をとってしまったら、魔女はもうぼくたちを許さないよ、フェン」とトロー。

　そうだな、とフェンは呟いた。

「でも、戦うことが正しい。そういう気がするんだ」

「勝算もないのに？」

　ああ、とフェンはトローに即答した。

「単独行動はなしだよ、フェン。会議の決定に従したがえ。きみはアートラクシンの王子なんだから、一晴のように振る舞ってはいけない」

　わかっているね、とトローは理り屈くつでフェンを制止しようとした。

「それでは、私も戦うほうに賛さん成せいしようかな？」

　聞き慣なれない声が、室内に響いた。それも美空のすぐそばでだ。

　美空は意い表ひようをつかれて、小さく飛び退いた。

　足元に、長い長い……美空のロングヘアより長いプラチナの髪かみをした男性が座り込んでいた。

　瞳の色はエメラルドグリーン。

　フェンより二、三歳年上に見えた。

　真っ白な毛皮のローブを羽は織おっている。

　王おう冠かんがあれば、戴たい冠かん式しきをおえたばかりの若き王そのものだ。

「ど、どちらさま？」

　美空が顔を引きつらせて問とうた。

「あっひどい。さっきまでずっと抱き締めてくれていたのに」

「あ、アンティティウス!?」

「ご名めい答とう」

　美空は仰ぎよう天てんした。あの白いカンガルー耳のウサギ顔の……よくわからない獣人!?

（こんなに美形だったの!?）

　どんな女性より美しい男なんて……女の敵だ。そう言いたくなるほど、姿を取り戻したアンティは美しかった。

　国一番の美び貌ぼうの主で、第三王子。

　そして、魔女すら嫉しつ妬とし、言葉を奪うばったもの。

「アンティ、言葉が！」

　話せているじゃない！　と美空は気づいた。姿も戻っているということは、「力」で魔女の呪いを遮しや断だんしているということだ。

　またか、とトローは困こん惑わくした表情で口を開いた。

「困ったものでね。アンティが『力』を使うのは『どうしてもしゃべりたくなったとき』だけなんだ」

　そうとも、とアンティは言った。

「この私、アンティティウスが裏切り者の汚お名めいを着せられているんだよ。この疑いを晴はらさずにおくものか」

　些いささか芝しば居いがかった口く調ちようで、彼は流りゆう暢ちように語った。もちろん、日本語でだ。

「それはそうかもしれないが、力を使えば使うだけ、獣化も促そく進しんするんだ。ならもっともっと有効な使い道があるはずだろう？　人命救済とか、危き機き脱だつ出しゆつとか……」

　とトロー。そういう大事な局きよく面めんのため、力を温おん存ぞんしてほしいというわけだ。

「いやいや、名めい誉よは大切だ。なによりも」

　アンティは胸をはって言い返した。

　彼はそっと、美空の手をとった。

「美空、私はね、誓ちかって裏切ってはいない。信じてほしい」

　そっと手の甲こうに口づけ。

「きみに言ったことは、一いち言ごん一いつ句く、全て私の本ほん音ねだ」

（結婚してほしいとか？　素す晴ばらしい女性だとか？　あれ、本気だったの!?）

「アンティ、もういいだろ？」

　フェンが割わって入った。アンティから美空の手を退しりぞける。

「それ以上、力を使うと、ホンモノの獣になるぞ」

「これから正式に求婚するんだから、黙っててくれ」

　アンティは再び美空の手を引き寄せた。

「美空、私はきみに恋をした。結婚し……」

「アンティ！　今はそういう情況じゃない！」

　フェンがまた割って入った。美空の手を再び奪う。

「どういう情況であれ、ロマンスが優先されるんだよ！」

　ムッとしてアンティが言い返した。

「それはアンティのアンティだけに通じる哲てつ学がくだろ!?」とフェン。

「これは大だい宇う宙ちゆうの絶対的法ほう則そくだよ！　いいからきみは邪じや魔まをせず、私の求婚に立ち会いたまえ」

　まぁまぁ、と一晴。二人の仲がよくないことを察さつしたらしい。

　相性というより、嫉妬だ。ただそのことに、まだフェン自身は気づいていない。

　心を乱みだす焦あせりのようなもの。

　それが急激に襲おそってきて、フェンは困惑している最中だったのだ。

「求婚するためにもとの姿に戻ったんじゃないだろ？　汚名を返上すんだろ？」

　そっちを先に片づけろと一晴に言われて、アンティは「そうだった」と返した。

「美空、美空はわかってくれるよね？　私は裏切ってはいない」

　うん、と美空は小さく頷いた。

「第一、言葉を奪い、獣に変えようとする魔女に、私が協力する理由が見み当あたらないではないか」

　と、自信満々、演説口調で語る。

　アリバイはないがな、とトロー。でも、と美空が発言した。

「アリバイはなくても、花を摘みに行ってくれたのは本当よ。アンティは優しかったわ。それに温かかった。牢獄にいる私のもとへ来てくれて、心強かったわ」

　美空がそう言うと、アンティは満面の笑みを浮うかべた。これぞ一いち撃げき必ひつ殺さつで女を落とす笑みである。

「美空、それ以上、この色男を調子に乗せるな」

　とフェン。正しよう体たい不明の焦りに突つき動かされて、彼はこう口走った。

「こいつは、これでも、妻つまを三人もっている」

　この暴ばく露ろ話に、美空は「えっ！」と短く叫んだ。

「まだたったの三人だよ。それも今じゃ、みんな獣になってしまったが。大だい丈じよう夫ぶ、王族は五人まで妻を娶めとることを許されているんだ」

　日本は一いつ夫ぷ一いつ婦ぷ制せいなんです、と美空は言いたくなった。

　恋人は何人でも可かだと言われて「ここはハーレムか？」と思う。

「その、け、結婚は……ちょっ、ちょっと考えさせてください」と美空。

「どれくらい？」

「さ、三年くらいかな？」と口から出で任まかせ。

「そんなに待てない！」

　たしかに、アンティは待てなかった。三年はおろか三分も。

　この直後、彼はまた白い毛の獣人になってしまったのだ。

　それも、かなり縮ちぢんで、ウサギほどの大きさだ。

「アンティ！　うそ！　獣になっちゃった！　こんなことで力を使い果たしたの!?」

　美空にまで「こんなことで」と言われたら、アンティも立つ瀬せがない。

〈大丈夫。まだ筆ひつ談だんできる〉

　小さな獣人は、そう紙に書いた。

「けど、その大きさじゃ、全く戦力にはならないな」

　と一晴。「会議の結果はどうなったんだ？」とトローに訊く。

　トローはため息まじりに答えた。

「真っ二つに割れている。しかしこうなると、ぼくとセトがいくら反対しても、フェンは行ってしまうんだろうね」

　ああ、とフェンは即そく答とうした。

　トローは気づいていたのだ。自分にヴォルトルースほどのカリスマはないと。

　フェンを止められないと。

　そのあとトローは独ひとりで何十回もため息をつき、考えをめぐらし、あげく別室に引きこもった。

　数時間後ようやく出てきたウシ耳の王子は、こう言った。

「わかったよ。やってみよう」

　よっしゃ！　と一晴が手をうった。

　美空はよかった、と思った。これでようやく戦える。

　それに……フェンの瞳が変わった。瞳から、初めて「迷まよい」が消えたのだ。

　それを美空はいち早く感じ取っていたのだった。




[image: ]












「もしもし？　一いつ晴せい、聞こえてる？」

『おお！　感かん度ど良りよう好こう！　バッチシ繋つながってる！』

　美み空そらは携帯電話を握にぎり締しめ、ホッとした。

「繋がったよ、携帯。これで連絡とれるわ」

　美空の横にいたフェンが無む言ごんで頷うなずいた。

　圏けん外がいであるはずの携帯電話を、使えるようにしたのはトローだった。

　携帯の構こう造ぞうを調べ、通話に必要なものを、アートラクシンの自然界から見つけだしたのだ。

「電波というものは、どの世界にでも存在している基本的なものだからね。構造は見かけほど複ふく雑ざつじゃないよ」

　楽しげに携帯を分ぶん解かいし、再構築する際さい、トローはそう語った。

「もっとも、基地局を利用して大多数と交信するようなことはできない。美空と一晴の携帯を、繋がるようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだ」

　無線のようなものかな？　と美空と一晴は思った。

　それで十じゆう分ぶんだった。アートラクシンには、交信しようにも他の携帯が存在しない。

　ウシ耳王子は、王子のなかで一番頭がいいとは思っていたが、予想以上に使える頭ず脳のうだった。

　昔、国民に「アトラク神の頭脳」と呼ばれていたそうだ。

　美空の腕うでのなかにすっぽり埋うまっている、白き獣じゆう人じんアンティティウスよりよほど戦力になる。

「……」

　フェンの赤茶に変へん色しよくした髪かみ。時とき折おりピクッと動くネコ耳が、美空のすぐ近くにあった。

（耳があっても、美形だよね。出会った当初は、絶対、外国のモデルさんだと思ったもの）

　フェンの端たん正せいな横顔をジッと見ていたら「なに？」という顔をされた。

　なんでもない、と首をふって視線を変える。

　横にいてくれると安心する、なんて恥はずかしくて口が裂さけても言えない。

（ようやくだね、フェン。ようやく、私たち、友だちになれそうだね）

　フェンから迷まよいが消えて、誰だれよりも嬉うれしかったのは、美空だったのかもしれない。

「ねぇ、フェン」

　呼よびかけたら、「なに？」というリアクションがまた返ってきた。ワンパターンな無口ぶりだ。でも耳が動いている。聞き耳をたてるようにピクピクと。これが絶ぜつ妙みように可か愛わいい。

「もう、『傷きずつけずに遠ざけたいとき、どうすればいい？』なんて、遠とお回まわしな言い方しないでね。私は傷ついてもいいから、はっきり言ってほしい」

　そう言ったら、フェンは苦く笑しようした。

「思い出したくない失しつ言げんだな。でも、俺おれのことだからまた同じようなことを言うかもしれないな」

　フェンはそう言った。

　美空が期待した素す直なおな返事ではなかった。どこかひねくれている。

「そのときは叱しかってくれればいい」

（なによ、それ）

　そう言いたかったのに、フェンの瞳ひとみがあんまり優しくて、美空はなにも言えずじまいだった。

　フェンは些いささかふくれている美空を見つめながら、こう言った。

「美空は俺を叱る権利をもっているんだ」

　権利、ときたか。と美空はうなった。

「美空に叱られても、腹は立たない」

（プライド高そうだしね、フェンは）

「だから、遠えん慮りよなく叱ってくれていい」

「遠慮なく？」

「ああ、遠慮なく」

（そうやって開き直らないの！）

　美空の腕うでのなかでアンティがもぞもぞと動いた。〈二人のムードに異い義ぎあり〉とばかりに、美空の胸むねに顔をすりつけて存在をアピールしている。

　プラチナの超ちよう絶ぜつ美形に同じことをされたら、絶ぜつ叫きようしたあと失しつ神しんするかもしれないが、ウサギもどきにされても、ちっとも恥ずかしくないから不ふ思し議ぎだ。

　城の尖せん塔とうで、携帯の動作確認をした一晴が、戻もどってきた。

「いいか、少人数作戦の基本は奇き襲しゆうと陽よう動どうだからな」

　と、部ぶ外がい者しやのはずなのに、すでにリーダー気き取どりで仕し切きりはじめる。

　いや、部外者ではない。一晴は日本人ではあるが、魔女の呪のろいをうけた一人だ。召しよう喚かんのとばっちりを食らったうえ、獣者になったという点では、一番の被ひ害がい者に違ちがいなかった。

「日本って、平和ボケしているいい国だって思ってたけど、こどもでも陽動とか奇襲って言葉は知ってるんだ」

　とトローは驚おどろいた。召喚する国を「平和ボケしている国」にしたことが、なんとなく伝わってきた。召喚する先の少女が、すご腕の兵士だったら困こまるわけで、そういう国はやはり避さけたわけだ。

「ま、日本のゲームとアニメは侮あなどれないな」と一晴は答えた。

　作戦の概がい要ようをたてたのは一晴だ。もっとも、ゲームで知り得えた知識なので、奇き策さくとまではいかない。その穴を埋めたのがフェンで、作戦遂すい行こうに必要なものを整ととのえたのはトローだった。

「魔獣は夜行性だ。夜活動し、朝になると魔女のすみかに戻ってくる」

　とフェンは言った。

「だから、夜明けを待って作戦を実行する」と一晴がつづける。

　いつの間にかこの二人、阿あ吽うんの呼吸である。

　朝といっても太陽のないアートラクシンだ。日の出があるわけではない。

　空が薄うすい紫むらさき色に変わった頃ころ合あいが「朝」なのだった。

　魔女のすむ城、通称『闇やみ底そこに眠る城』は、その名の通り、深い谷間を利用して造つくられていた。

　渓けい谷こくを自然の砦とりでにしていて、蟻ありの巣すのように地底に広がっているのである。

「標的は、城の中央にある『魔法鏡』だ。魔女がアートラクシンに出入りするために使っている扉とびらだ」

　それを叩たたき壊こわす。それが目的だった。

　標的は魔女ではなく、鏡かがみなのだ。

「魔女は、アートラクシンの住人じゃないの？」美空は訊きいた。

「違う。アレは我われ々われの世界に属ぞくしていない。異界からやってきて、未み知ちの力で国を侵しん略りやく、いや、侵しん食しよくしたんだ」

　侵食、とフェンは言いなおした。

「きみたちの世界でいうとね、呪いとかウィルスのようなものだ」

　とトローは、美空の携帯を入にゆう念ねんにチェックしながら、そう説明した。

（ホラーとバイオテロは、全く違うと思うけど？）

　美空はそう思ったのだが、魔女が鏡を通して送り込んできたものは、呪いとウィルスを足して二で割わったものらしいのだ。

　それは、まず自然界の食物と水を汚お染せんした。汚染した食物を食べた人間は、みんな感染した。

　感染した人のうち、善ぜん良りような市民は獣けものになった。

　ウィルスのなかに混入している「呪い」のせいで、悪あしき感情に支配された人々は魔獣になった。

「あの臭くさいサルみたいなの、もともとは国民だったの!?」

　そうなのだ。

　魔女は一度も軍隊など動かしはしなかった。侵略した国の民たみを私兵に改造したのだ。

「俺たちははじめ、それは侵略ではなく、新しい病気だと思った。ウィルスがなにか突き止めたときには……すでに遅おそかった」

　フェンは悔くやしそうだった。

「魔女自体、実体をこちらに移うつすことは滅めつ多たにしない。実体をもてば攻こう撃げきされる。鏡を通して、命令だけする。ずる賢がしこいよね」

　とトロー。

　だから魔女を殺すことは難むずかしいのだ、とフェンは言った。

　鏡を壊して「扉」を塞ふさぐ。

　この人数でできることは、それぐらいだった。

「魔女はすぐにでも新しい扉を創つくるだろう。イタチごっこだよ。根本的な解決にはならない」

　とトローは指摘した。

「それでも、やらないよりマシだ」と一晴。

「そうだ。戦わずして負けを認め、このまま服ふく従じゆうを強しいられるよりもずっとマシだ」

　フェンも同意した。

　その思いこそが、反旗を翻ひるがえす原動力になっていたのだった。
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　薄いラベンダー色に空の色が変わるころ、無数の魔獣たちが頭上を覆おおった。

　ヌメヌメした身体からだ。サルのような顔。モモンガかコウモリを連想させる黒い翼つばさ。

　間ま近ぢかに寄ると、生ゴミのように臭いのだ。

（あれがもとはアートラクシンの民だったなんて）

　想像もしなかったと、美空は思った。

　魔獣たちが、吸い込まれるように渓谷に消えていく様よう子すを、美空とフェンは茂しげみのなかで見ていた。

　美空はドレスではなく、ローファに制服姿だった。

裾すその長いドレスやヒールでは、動きづらいからだ。

「ソレ、役に立つのか？」

　フェンにソレ呼ばわりされたのは、アンティティウスだ。

　ウサギサイズになった白き獣人は、そこが定位置だと言わんばかりに美空の腕のなかにいる。

〈なにがあろうとも、私は美空のそばから離はなれない！〉らしい。

　ラベンダー色の空から、まがまがしい姿が消えた。魔獣の群むれは、みんな城へと引きこもったようだ。

『今から潜せん入にゆうする』

　携帯で一晴が告つげてきた。

「了りよう解かい、気をつけて」

　一晴とトローは、今、渓谷で魔女の城を見おろしているはずだ。

　このあと、ヴォルトルースの用意した隠かくれ蓑みのをつけ、谷間をおりる手て筈はずだった。薄い皮ひ膜まくに苔こけを貼はったような隠れ蓑は、アートラクシンの岩肌そっくりに、化ばけることができる。内部に潜入するにはなくてはならないものだ。

　渓谷には、サルもどきの魔獣が荷物を運ぶためにつくった石段がある。切り立った崖がけの岩いわ肌はだに造られた階段だった。高こう所しよ恐きよう怖ふ症しようでは足が竦すくむに違いない。

　幸さいわい、トローも一晴もいわゆる獣者だ。粗そ雑ざつな階段でも、岩場でも、巧たくみに利用しておりることができる。

　予定通り、さほど労さず、二人は谷底へおり立ったようだ。

『到着した。見張りがいない。不用心だな』と一晴の訝いぶかしむ声が、携帯を通して聞こえてきた。

「油ゆ断だんするなよ」とフェンが忠ちゆう告こくする。

『了解。小学生が作ったようなチャチな城門がある。閂かんぬきもなんもねえ。サルの頭ず脳のうってこんなもんかね？』

「ちょっと、マジで油断しないでよ一晴！　遊びじゃないのよ。ゲームでもないんだからね！」

　と美空がイライラした声で言い返す。

　へいへい、と一晴は小うるさい母親か姉に対するような返事をした。
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『予定変更だ、美空。こいつらに「調理場」は必要ないらしい』

　少しして、一晴が再び連絡してきた。

『それにしてもくっせー。生ゴミの風ふ呂ろのなかにいるみたいだ』

「どうして？　見取り図には調理場があったじゃない？」

　と美空は尋たずねた。

『あるさ、厨ちゆう房ぼうは。だが、なーんにも置いてない。燃もえそうなものもなければ、火もない。真っ暗闇さ』

　調理場で失火。大規模な火災を発生させ、魔獣を混こん乱らんさせる。

　一晴とトローは、さらに混乱を大きくするため、別の場所で騒さわぎを起こす。

　その隙すきにフェンと美空は、別ルートで城内に侵しん入にゆう。鏡をぶっこわす。

　そういう作戦だった。

『連中、調理は必要ないみたいだぜ』

「どういう意味？」

『生で食くうんだよ、たぶん』

　あまり想像したくない情じよう景けいが浮うかんだ。

「松たい明まつもないの？」

『ないな。灯あかり自体いらないんだ。これだから夜行性は……北の通つう風ふう口こう、鉄てつ格ごう子し……』

「ちょっと一晴！」

『まず、バッテリー……切れそ』

「なんですって！　動画再生ばっかしてるからじゃない！　このバカ！」

　美空は罵ののしったが、その前に電話は切れていた。

　トローが苦労して電話が繋がるようにしてくれたのに、電池がなければ役に立たない。

「どうしてこう、肝かん心じんのときに決まらない男なのよ！」

　と美空が苛いら立だつ。

　その美空の肩かたに、そっとフェンが手を置いた。

「一晴のせいじゃない」

「それはわかってるけど……」

　昨日きのう、何度も何度も再生した動画があった。

　それは、牢ろう獄ごくで魔獣と争あらそったときのものだった。

　一晴はあのとき、なにか武器になるようなものはないかとポケットを探った。でてきたのが携帯電話だ。

　そうだ、フラッシュ！

　めくらましになるかと、起動させた直後、ヴォルトルースが「力」を使った。

　一晴はフラッシュをつけるつもりで、ボタンを押していた。

　録画モードになっていると、気づいたのはずっとあとだったらしい。

　映うつりは最低で、ほとんど地下牢の床ゆかしか登場しなかった。

　でも「声」が残っていたのだ。

　トロー、これからはおまえがリーダーになる。しっかりな。

　アンティは、美空を守れ。

　フェン、セトを頼む。

　セト、カトリムと仲良くな。

　そう言い遺のこした長兄ヴォルトルースの声を、何度も何度も再生したのは、一晴ではなく、フェンとセトだったのである。

「大だい丈じよう夫ぶ。信じよう」

　フェンはそう言った。

　うん、と美空が頷く。

（信じよう。携帯が繋がらなくっても、心が繋がっているって）

「火の手があがらなくても、陽動はできる。一晴たちは別の方法で敵を撹かく乱らんしてくれるはずだ。俺たちは予定通り、通風口から潜入する」

　フェンと美空は、谷間にある城塞に忍び寄った。

　渓谷の端はしに立つと目がクラクラした。

（こんなところ、私の足じゃおりられないわ）

「あれだな」

　フェンが指差した。渓谷の中央に、突きだした奇岩がある。城の尖塔のようなものだ。

　小さな穴が、いくつも空いている。

　地下に造られた城に、空気をおくる通風口だ。

「入れそうな通風口がないか、探してくる」

　とフェンが言うと「ないよ」と背後から声が返った。

　反射的にフェンが剣の鞘さやに手をかけた。

「セト……！」

　茂みからでてきたのは、カトリムを抱だいた、ウサギ耳の末すえ王子だった。魔窟のそばでさえ、少年の姿は愛らしかった。まるで地獄にいる天使のようだ。

「さっき、カトリム兄さまとぼくで探してみたけど、みんな鉄格子が塡はまっていた」

　作戦では、火事の際、その通風口から魔獣が逃げだしてくると予想していた。

　そのとき、再び鉄格子を塡めることはしないはずだ。その隙をついて、潜入するつもりだったのだ。

　作戦は机き上じようの空論。なかなかとんとん拍子には進まない。

「これ、いる？」

　セトはフェンの目の前に、一つの鍵をかざした。

「カトリム兄さまがさっき、どこからか、くすねてきた。連中、獣に堕おちたものは警けい戒かいしないからね」

「セト……」

　フェンは末の弟に近づいた。

「ありがとう」そう言って肩を抱く。

　戦うことに反対だったのに、協力してくれるのだ。

「とってきたのはカトリム兄さまだよ」

「ありがとう、カトリム」

　ククク、とカトリムが返事をした。

　フェンが鍵を受けとった。と同時にカトリムがセトの腕のなかからスルッと抜けだした。

　地に立って、こいこい、と手て招まねきする。

「カトリム兄さまじゃないと、その鍵、どこの鍵かわからないよね」

　その通りだ。そして、カトリムは戦う気なのだ。獣に堕ちても。

「ぼくは、足あし手で纏まといになるね」

（セトも行きたいのかな？）

　残る気配のセトを見て、美空は考えた。

　きっと行きたいに違いない。一人で残るのは寂さびしいはずだ。

　美空はカトリムを手放したセトに近づいた。

「セト、アンティをお願い」

　白き獣人、アンティを託たくす。

　アンティは〈私も行く！〉と言いたげに抵てい抗こうしたが、セトに抱き竦められ、力不足で諦あきらめた。

「行ってくるね。どうなるかわからないけど、戦ってくる」

　と美空はセトに言った。

（それは一度はやらなきゃならないことだから）

「美空も残れ」

　フェンが言った。

「もう美空の携帯は使えない。あとは俺一人で行く」

「絶対イヤだ」と美空は返した。

「危険すぎる」

「そういう問題じゃないの」

（たしかに、私はカトリムほど役に立たないわよ）

　この崖、どうやっておりようかと思っているくらいなのだ。

（でも置いていかれるのはイヤだ）

「私はフェンと一いつ緒しよにいる」

　美空はきっぱり断言した。

（なにかしたいの。なにかがしたいの、この手で。フェンのためになにかがしたいのよ。わかってよ！）

「いいじゃない、一緒に行ってきなよ」

　美空の味方をしたのは、意外にもセトだった。

〈やっぱり私も行く！〉とばかりに、もがきだしたアンティをガッシリ押さえ込んで、セトはアンティの耳元で囁ささやいた。

「残ざん念ねん。ぼくは、二人を応おう援えんしてるんだ。アンティは邪じや魔ま」

〈なんだと!?〉とアンティ、大興こう奮ふんである。

　その様子にフェンは苦笑したが、美空はきょとんとしていた。人間誰しも、自分のことには鈍どん感かんらしい。

　すっと、フェンが美空に手を差しだした。

「摑つかまって」

（いいの？）

　同行を認めてくれるんだ、と思ったら今度は不安になってきた。

（足をひっぱったらどうしよう？　迷めい惑わくかけたらどうしよう……）

　迷っていたら、強ごう引いんに手を摑まれた。

「首にしがみついていろ。行くぞカトリム！」

　腰こしを抱かれた瞬しゆん間かん、もうフェンは跳ちよう躍やくをはじめていた。

　落下するときに生しようずる浮ふ遊ゆう感かんに、慌あわてて首筋にしがみつく。

（相あい変かわらず強引だね。出会い頭がしらも強引だったね。大コウモリに追おいかけられたとき、ジャングルのなかをひっぱりまわされたよね）

　兄のヴォルトルース王子も、無口で強引だった。兄弟だなぁ、と思う。

（同じように抱っこされたけど、なにか違うな）

　心が感じている「色」が違う気がするのだ。

（でもきっと今私、同じように顔が真っ赤になってるわ）

「美空は、俺たちの世界に『勇気』を運んでくれたよ」

　フェンはそんなセリフを、美空の耳元で囁いた。

（やめて。これ以上、赤くなったら頭から爆ばく発はつする）

「逢あえてよかった」

（うん、私も）

　美空は心からそう思った。

　感情が高ぶって、声がでなかったぶん、フェンの首にしがみつく手に力をこめた。

　これで、気持ちは伝わったはずだ。そう確信した。
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「うっ、ひどい臭におい」

　洞どう窟くつのような、薄暗い横穴が縦じゆう横おう無む尽じんに広がっていた。足元は滲しみだした水で濡ぬれている。カトリムの案内した扉から潜入した美空は、鼻はなをつく臭いに顔をしかめた。

　一晴も言っていたが、ここはどこもかしこも、生ゴミの臭いが充じゆう満まんしているようだ。

（は、早く鏡を割って帰ろう。髪にまで臭いが移りそうなんだもの）

　こっちだ、というようにカトリムが先頭をきって走りだす。

　フェンと美空も駆かけだした。

　ミーアキャットのように獣化してしまったカトリム。

　でも、完全に獣に堕ちたわけではないのかもしれない。言葉はしゃべれなくても、知能はある気がするのだ。だって、城の見取り図を、完かん璧ぺきに覚えているみたいだ。

　曲まがり角かどにきた。

「しっ」

　フェンが美空の身体からだを腕で制した。

（な、なに？）

　美空の耳に、奇き妙みような物音が聞こえてきたのは、しばらくしてからだ。

　フェンの耳はそれをずっと早く捕とらえていたらしい。

　魔獣たちの咆ほう哮こうだ。かなり遠いが、混乱しているのが伝わってくる。

「一晴たちだな。こっちだ」

　どんな手で撹乱したんだろう？　とは思ったが、確認する暇ひまはなかった。

　今は自分たちの役割を果たすのだ。

（一晴、怪け我がだけはしないでよ）

　あったりめぇよ、と返す一晴の姿が脳のう裏りに浮かんだ。

（あんた、しっかりしているように見えて、どこか抜けてるんだから）

　いざというときに決まらないくせに、根こん拠きよのない自信だけはあるのだ。

（頼たよっていいのか、悪いのか、悩なやむ男なのよ）

　でも、一緒にいてくれてよかったと思う。

　たくさん励はげまされた。

　一晴がいたから、二倍も三倍もの勇気がでたのだ。

「ちょ、ちょっと待って。フェン、足元がよく見えない」

　城は迷路のようだった。カトリムが案内してくれなければ、ずっとずっと時間がかかったろう。そして道は、下に向かうほど暗くなっていくのだった。

　魔獣は夜行性だから、光は必要ないかもしれないが、美空は懐かい中ちゆう電でん灯とうなしでは、この先は進めない。

「手を絶対、放すな」とフェンの声がした。

　と、同時に手を強くひっぱられる。美空はなにも考えず、両足を懸けん命めいに動かすことにした。

（大丈夫。彼がひっぱってくれる。私は転ばないよう走ればいいのよ。こういうのを安心してるとか、信頼してるっていうのよね）

　と美空はフェンの手を握にぎり締めて思った。

（足手纏いっていうんだったりして……？）

　この言葉も、心にひっかからないでもない。でも、ここまで来て考えても仕方がない。

　十分は走っただろうか？　もはやそれがどんな迷路なのかも、美空にはわからなかった。

　一人ででろと言われたら、一生でられないことは確かだ。

　時折、爪つま先さきにコツン、となにかがあたった。

　石ころなのか人じん骨こつなのか？

（見えないと、知らずにすむから怖こわくないわ）

　時折、「ウォォォ」と聞こえる音が、魔獣の声なのか風の音なのかもわからない。

　フェンはなにも言わないし、美空も訊かない。

　知らないほうが全力で走れるから、それでいいのだ。

「止まって、美空」とフェンが言った。

　ククク……

　闇のなかで、今のはカトリムだと確信できる鳴き声がした。

「どうしたの？」

「行き止まりだ。妙みようだな」

　美空には見えない。

　そろそろ、目的の部屋に到着してもいいころなのはたしかだ。

「壁かべを押すとか、レバーを引くとか？　どこかにパズル式鍵穴があるとか？」

　美空は言ってみた。美空の知識も、ゲームレベルだ。

「探ってみたが、なにもない」

「足元にあるとか？」

　もどかしくて、美空は携帯を取りだした。

　携帯のライトがあれば、なにか探せるかもと思ったのだ。

「……なるほど、上だな」

　と呟つぶやいたフェンは、美空の手を離すと、天てん井じように向かってジャンプした。

（足元ではなく、天井？　そうか魔獣には翼があったわね）

　天井に細さい工くをしたほうが彼らには便利なのだ。

　岩がきしみ、なにかがはずれる大きな音がした。

　地面が振動した。

（まさか、トラップのレバーをひいたんじゃ!?）

　美空はゲームでよくあるパターンを思い浮かべた。

（あと、謎なぞ々なぞがでてくるとか？　壁の暗あん号ごうを解かなければ、つぎのステージに進めないとか？）

「開いたぞ。美空も早く入れ」

　はぐらかされた。なんてことはない。

　トラップも謎々もなかった。

　美空は「現実ってこんなもんなんだ」と呟いてから、フェンにつづいた。

　やけにだだっ広い部屋だった。空くう洞どう、と表現するほうがいいかもしれない。

　壁が青く発光している。

　蛍けい光こう塗と料りよう？　と美空は訝しんだ。

（だって、塗ぬったような跡あとがあるもの。というか、これ塗り残した跡っていうのかしら？）

　よほど慌てて塗ったのか、大おお雑ざつ把ぱな性格の者が塗ったのかわからないが、「ここまで光ればそれでいい」みたいな塗り残しがあったのだ。

　ひょっとすると、魔女の下僕しもべとなったサル魔獣の、適当な仕事かもしれない。

（でも、これは岩が自然に発光しているんじゃないわ）

　ククク？

　カトリムが怪け訝げんそうに鳴いた。

「ここが目的の部屋に違いない。が、なにもないな」

　とフェン。フェンは蛍光塗料に注目していなかった。

　だが、美空はどうしてもひっかかった。

　なぜ、蛍光塗料なのだろう？

（どうしてこの部屋だけが明るいの？　魔獣の目は暗くても大丈夫なのに？）

　明るくする必要があったのだろうか？

　誰が必要としたのだろう？

「ここが魔法鏡の部屋に間違いないのね？」と美空は訊きいた。

「ああ、見取り図では……」

「じゃ、床下に隠されているとか？　天井から落ちてくるとか？　鏡自体がホログラムだとか？　ええと、立体映像よ。そういうのだったら、小さな装置を壁に埋め込むだけで、映せるわ」

　と美空が言うと、フェンは感心した。

「美空の想像力はすごいな」

（日本じゃ、ありふれているけどね）

「鏡というのは、いわゆる例たとえで、本当は『扉』だ」

　そうだった。異世界を繋げているドアだ。魔女が出入りする装置のようなものなのだ。

「ここにはその『反応』が感じられない。だから、ない」

「……」

　シンとした静せい寂じやくが、青く発光する部屋に広がった。

（そうだ、私、なにか妙なことに気づいたんだけど、それってなんだっけ？　蛍光塗料がどうしたんだっけ？）

　もう少し時間があれば、美空は思い出していた。

　だが、その前にアクシデントは起こった。

「きゃっ！」

　首に縄なわ、いや、鞭むちが絡からまった。

　咄とつ嗟さに首と鞭のあいだに指先を入れる。

　その直後、容よう赦しやなく後方へひっぱられた。

　暗い通路まで引きずり戻され、後ろから羽は交がい締じめにされた。

　絶対、魔獣の攻撃だと美空は思った。その声が響ひびくまで。

「鏡、移させてもらったよ。別の場所に」

　フェンが愕がく然ぜんとしている顔が、蛍光塗料のおかげでよく見てとれた。

「トロー……」

　絶望を隠しきれない声が、部屋にひびく。

「おまえ、裏うら切ぎったのか……？」

「裏切ったのはそっちだろ。ぼくは計画通り、事を運びたいだけだ」

　とトローは返した。

　ウシ耳の王子は美空を盾たてにしながら、発光した部屋へ入った。

　フェンはトローを睨にらみながら、こう言った。

「密みつ告こくしたのもおまえか？　俺たちがすんなりここに辿たどり着いたのも、陽動が成功したんじゃなく、おまえの計画だったのか？」

「だって何千もいる魔獣が攻撃にでたら、一晴と二人でとった陽動なんて一いつ瞬しゆんでおわっちゃうよ」

「……」

「甘あまいんだよ、考えが。まるでこどもだ」

　これでも、一生懸命考えたつもりだったのだ。一か八かだけど、成功すると信じて。

　それなのにトローは「甘すぎるよ」の一言で片づけた。

「きみたちの作戦を利用し、この最さい奥おうの間で美空を確保。魔女に手渡す。連行するより簡単だったよ」

　汚きたない。けど、簡単だと言われると否定できない。美空はまんまと、魔女の城の真まっ只ただ中なかにおびき寄せられたのだ。

「一晴は？」とフェンは訊いた。

「さぁて、どこかで魔獣と遊んでいるんだろ」

「置いてきたのか？」

「ぼくのほうが置いていかれた、というフリはしてきたけど？」

（この根こん性じよう悪わるのウシ耳王子！）

　聞いていた美空は、罵ってやりたかった。だが鞭のせいで声はでず、嘔おう吐としそうになっただけだった。

「だいたい無む謀ぼうなんだよ、フェン。この人数で形けい勢せい逆ぎやく転てんなんて、どう考えても無理なんだ」

　とトローはうんざりとした声で語った。

「ヴォルトルース兄上は、そうは思っていなかった」とフェンは反論した。

「いや、思っていたさ。だから、ここへの道を鍵かぎのかかった棚たなに隠しつづけたんだ」

「違う！　勝機を窺うかがっていただけだ！」

「甘いよフェン。奇き跡せきなんて起きない」

　トローはどうしてわからないんだ、といわんばかりの表情をした。

「扉を封ふうじても意味はない。獣になった者が、もとの姿を取り戻すには、魔女の力ちから添ぞえがいるんだよ。解げ毒どくだよ。できるのは魔女だけだ。美空を生いけ贄にえにし、セトをもとに戻す。セトは王になり、王家の力を手にする。その力で、アートラクシンは復活する。それが唯ゆい一いつ、みんなが助かる道なんだ」

「魔女の下僕としてか？」

「それでも、それ以外、方法はない。方法がないことを、ぼくたちは何度も会議で討とう論ろんしたろ？」

「……」

「そして、背に腹はかえられない思いで、魔女の要求通り、少女を召喚することを決めたんだ」

　フェンは沈ちん黙もくした。

　トローは冷れい静せい沈ちん着ちやくに語っている。自じ己こ弁べん護ごではなく、彼は「現実論」を主張しているのだ。

「ぼくはね、ヴォルトルース兄上にこの国の未来を託されたんだ。だから、こんな無む茶ちやな作戦、賛さん成せいできない」

「……」

「ぼくの手でつぶさせてもらう。そうすれば、魔女は反はん逆ぎやく行こう為いはなかったことにしてくれるそうだ。約束通り、セトを王にすえることを承しよう認にんしてくれた」

「おまえ、魔獣に堕ちるぞ」

　フェンが罵った。

「ご心配なく。鏡を守りきったあかつきには、ぼくももとに戻してもらえる約束はとりつけてあるんだ」

「この！　恥はじを知れ！」

　フェンは怒りを抑おさえきれず、トローに跳とびかかろうとした。

　トローが美空を盾にする。苦しげな美空の様子に、フェンの足が止まった。

「ぼくが失敗したら、魔獣たちが美空を襲いにやってくるよ。この城には何千もの魔獣がいるんだよ、フェン。美空が大事なら、連れてこないほうがよかったね」

（フェンは悪くないのよ！）

　美空は叫さけびたかった。

（私がついていくって、譲ゆずらなかったのよ！）

「美空は魔女に捧ささげる」とトローは言った。

「させない！」

　フェンが叫んだ瞬間、カトリムが跳んだ。それも側そく面めんからだ。トローが話しているあいだに回り込んでいたのだ。

　鞭を握るトローの手に、思いっきり嚙かみつく。

「！」

　びっくりしたトローが、鞭を手放した。

　フェンが跳躍し、美空を抱いて床に転がった。

　美空の首から急いで、鞭をはぎとる。

　フェンは悔しそうに言った。

「おまえは負けているんだよ、トロー。戦う前から負けているんだ。戦いもしないで、負けを認めているんだ！」

「ぼくだって勝機があれば戦うさ！」とトローは反論した。

「いや、おまえは戦わない。負けても利り益えきがでる、そんな場合だけ戦う男だ！」

　アトラクの神よ……

　美空を抱き締めて、フェンは呟いた。

　その目は鋭するどい光を帯おび、トローを牽けん制せいしつづけている。

「おまえの作戦を、崩ほう壊かいさせてやる！」

「ダメ！　フェン！」

　フェンがなにをしようとしているのか、美空は気づいた。




　アトラクの空に太陽はなく、アトラクの神の胸に奇跡の陽は眠る。




「フェン！　やめて。やめて！　イヤだ！　やめて！」

　やめて、と美空は何度も叫んだ。

　真っ白な光が、美空の意識を白く染そめあげるまで、何度も何度も叫んでいたのだった。
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　アートラクシンでは五日ほどすごしたはずだったが、帰き宅たくしたのは学校をでて五時間後だった。

「どうしたのよ、こんな時間まで！　お母さん、警けい察さつに届けようかと思っていたのよ！　なにその格かつ好こう！　学校でいじめ？　まさかそうなの!?」

　泥どろだらけの制服で帰宅した美み空そらを見て、母は目を丸くして叫んだ。

　疲つかれきっていて、美空は「いじめじゃない」とだけ答えた。

　自分の部屋のある二階へ向かう。

「それならいいけど……。美空、ちょっとその子ネコ、どうすんの!?」

「うちで飼かう」

　パタン、と美空は私室のドアを閉じた。

　立ちくらみがして、花はな柄がらのカーペットのうえにしゃがみ込んだ。

　マスコットやぬいぐるみがたくさん飾かざられた、見み慣なれた部屋に違い和わ感かんを覚えた。

（私、どうしてこんなにマスコットが好きだったんだろう？　いつから集めはじめたんだっけ？）

　それは、六歳のころ。飼っていた愛犬が目の前で死んでから。

　こんなに悲しいなら、もう生きものは飼いたくないと思った。

　でも手が、フサフサした毛け並なみを恋こいしがって……

　ぬいぐるみやマスコットを集めはじめたのだ。

　胸むな元もとから小さな鳴き声がした。

　美空は胸に抱かかえていたそれを、そっとおろした。

　ミィ、ノーナァ……

「ニャーじゃないのね。ネコはニャーって鳴くのよ」

　と美空は優しく語りかけた。

　ミィノナァー……ミィノナー……

（みそらって言ってる？）と気づいて、ポロッと涙なみだがこぼれた。

「フェン。……フェン」

　赤茶色の子ネコは、カーペットの感かん触しよくを不ふ思し議ぎがったあと、美空の顔を見てまた鳴ないた。

　ミィ。

（泣なくなよって聞こえる）

「言葉わかる？　記憶、どれぐらい残ってるんだろう？」

　たくさん覚えていてくれると有あり難がたい。

（せっかく覚えた日本語も、たくさん理解できるといいね）

　ミィ……

「なに？　携帯電話？　見るの？　見たいの？　私、見たくないんだけど」

　携帯電話をだせ、とポケットをひっかくので、無視できずに取りだした。

「はいはい。見たいなら独ひとりで見てよ」

　ネコの手じゃ操そう作さができないだろうから、再生の画面までは協力してやる。

　子ネコは「再生」を前まえ脚あしで押した。

（賢かしこい。てか、やり慣なれてる。ヴォルトルース王子の声が入った動画、何回も再生してたもんね）

『いいか？　ちゃんと格好よく撮とれよ』

　ネコは携帯の前にちょこんと座って、画面をまじまじと見ていた。

　美空は見ていなかった。見たくなかった。でも「声」が流れてきた。

　声を聞くと、胸が苦しくなってくる。

『機き会かいがあったら、みんなに見せてくれ。まずトロー、きさま絶対許ゆるさないからな！』

　泣きたいのに、笑わらえてきた。

（執しゆう念ねん深ぶかい。ネコって執念深いっていうよね）

『アンティ、改かい心しんしていい男になれ。美空に求婚するのはその後だ。セト、泣くな。カトリムを頼む。それから一いつ晴せい、悪かったな、巻まき込こんで』

（こんなのずっと保存しておけっていうのよ？　マジ、携帯、替かえたい気分だよ）

『美空、勇気をくれて本当にありがとう。それから俺おれのしつけ、厳きびしくしても怒らないが、ほどほどに頼む』

　ピーと短い電子音がして、再生終了。

　ナァ……とネコは鳴いた。

「ちゃんと格好よく映ってた？」

　ナァ……

「耳、ないほうがイケてる。ヴォルトルース王子と同じ黒くろ髪かみも、イケてる。けど、耳があっても、赤茶色の髪でも、イケてる」

　美空はそう言った。

　美空を日本に帰すため、残りの力を全すべて使ったフェン。

　三丁目の路ろ地じ裏うらに戻って初めて、美空はフェンの本当の姿を見た。

　力の余よ波はで、ほんの少しのあいだだけ、姿を取り戻したアートラクシンの第五王子。

「なんで、力使っちゃうのよ！」

　激はげしく胸を叩いて抗こう議ぎする美空をなだめて、フェンはこう言った。

「携帯で俺を映してくれ」

　泣く暇ひまもなかった。

　名残なごりを惜おしむ間もなかった。

　甘あまい言葉もなかった。

（普ふ通つう、最さい期ごの瞬しゆん間かんって、もっとロンマチックだと思っていたのに）

　言いたいことを全部録ろく画がしたとたん、フェンの姿はまたたく間に一匹の子ネコになった。

　不思議な赤茶で、尻尾しつぽが長くて犬みたいにフサフサ。

　ネコに詳くわしい人が見たら、きっと「新種」っていうに違ちがいない。

（新種じゃなく、ネコでもなく、これはフェンなの）

　そのあと帰宅して、母親に怒ど鳴なられ、自分の部屋にしゃがみ込んだというわけだ。

「フェン……」

　呼よんだが返事はなかった。

「もう寝てる……」

（それも私のベッドで）

「気持ちよさそう。お疲れさまって言ってほしい？　でもそれって、自じ己こ満まん足ぞくなんじゃないの？」

（だって私は、悔くやしいよ）

「なにもできなかったよ。フェンのために、なにも……」

（手元に子ネコと、携帯の画像しか残っていないなんて。そんなのないよ）
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「美空、ここにフェンちゃんのゴハン、置いとくからね」

　二日たった。おかしかったのは、母の言動だ。「フェンちゃん」だって。

　娘になにかショッキングなことがあった。でも詳しく聞きだせない。どうしよう!?　そういう母の心しん境きようがビシビシと伝わってくる。

　というわけで、母はやたらにネコの世話を手伝ってくれるようになった。

　上じよう等とうのツナ缶とか、ミネラルウォーターとか買ってきてくれるのだ。

「フェン、ゴハンだよ。……あのね、毎日、一回、動画再生するのやめてくれる？」

『……トロー、おまえ絶対、許さないからな！』

「フェンってば」

『……ロー、おまえ絶対……』

「同じところばっか、再生しないの！」

　ナァ……

　花柄カーペットのうえで、赤茶色のネコが鳴いた。

「ネコになってもマイペースね。フェンらしい」

　なかなか、しんみりとさせてくれない。

　フェンは今のところ、ネコ生活を満まん喫きつしている。

　美空が学校に行っているあいだは近所を散さん策さく。昨日は美空を学校へ迎むかえにいき、帰宅後、部屋で美空とじゃれあった。ゴハンは美空の部屋食。ベッドは美空と共有。起き床しよう、美空の鼻はなを押して協力。

　フェンが獣けもの堕おちして、もっともっと泣くかと思った。

　意外。実生活とネコの世話に追われて、感かん傷しようにひたれない。

　夜中、ふと目め覚ざめるときだけ、悲しくなる。

　夜の色が違う。

　星はほとんど見えない。

　あの美しかった紫色の空を思い出すと、切なくなる。

　そんなときは、丸くなって眠っている子ネコを眺ながめて、悲しみが通り過ぎるのを待つのだ。

「……はっく、シュ。ちょっと寒いか」

　生理現象が、悲しみを払ふつ拭しよくしてくれるときもある。

「ネコを湯たんぽ代わりにするといいって、テレビで言っていたような気がするわ」

　あやふやな知識のまま、フェンを抱いて眠った。




　明け方、夢を見た。

　漆しつ黒こくの髪の第五王子がでてきた。

　布団ふとんのなかで、美空はその頭を抱だき締しめていた。

　王子の頭を抱き締めている夢を見た、なんてクラスメイトに言ったら「王子？　いつまでそんな夢見てんのよ？」と笑われるに違いない。

「けど、アートラクシンの第五王位継けい承しよう者しやなのよ、黒髪でインパクトのある瞳ひとみの持ち主なの」

　そう言ったら、なんて返されるだろう？

「妄もう想そう？　ってバカにされるか……」

　妄想でもいい。夢でもいい。二度と会えないよりはいい。

（でもなぜ布団のなかなの？　そうか。きっとあれだ。夜中、寒くてネコを湯たんぽ代わりにして眠ったからだ）

　王子は寝息をたてていた。

　可か愛わいい。ネコ姿も可愛いが、警戒心をといた第五王子は最高に可愛い。

　これは、夢でしか拝おがめない。

「うーん」

　うーん、と王子が寝返りをうった。

　寝返りをした拍ひよう子しに、上半身が淫みだらに現れた。

「どうして……全ぜん裸ら？」

（ちょっと私、欲求不満とか？）

「美空……？」

　フェンが目を開けた。すぐにえっ、という顔をする。

「俺、しゃべってる。……あっ、俺、もとに戻ってる」

　フェンが上半身を起こした。

　ギシッとベッドがきしむ。「重たい」とシングルベッドが文もん句くを言った気がした。

　フェンと目が合った。その瞬間、美空はスイッチが入ったかのように起きあがって、カーテンを開いた。

（朝日!?）

「どういうこと!?」

　落ち着けよ、とフェンが欠伸あくびをかみ殺す。

「どういうこと!?」と美空が反復。

「わからない。けど、戻った。よかった」

（いいけど、よくないわよ！）

「夢？　夢じゃない？　はっきりさせて！」

　美空が詰きつ問もん口く調ちようで言うと、フェンは頭をかいた。

「わからないんでしょ、フェンも！」

「いや、夢ではないと思う」

「どうして？　その根こん拠きよは？」

「寒い……」

（却きやつ下かよ、そんなもの！　寒いと感じる夢も、痛いたいと思う夢があるのも経験ずみよ！）

　あっそうだ、とフェンが付け足した。

「昨日のツナ缶、まずかった」

「キャットフードにしたのよ！　塩分とか、健康のことを考えて！」

「俺はツナ缶がいい」

　話しているうちに、美空は少しずつ落ち着いてきた。でも、落ち着いてきたから現実とは限らない。夢で落ち着くことだってあるに違いない。

「美空、俺の着ていた服、どうした？　寒いし、このままじゃ外にでられない」

「きぁぁぁぁ！　布団からでちゃダメ！」

　慌あわてて、ベッドに押さえつけた。

（全裸だった！　夢でもこれ以上は「映倫」に反する!?）

（なにか着せないと！　でもなにかって？）

　服は捨ててしまった。ネコには毛皮があったし、自宅にもって帰ったあと、母親になんて説明していいかわからなかったからだ。

　フェンがベッドのうえで、声をたてて笑った。

「ははは……俺、女に押し倒されたの、初めて」

　美空の顔が、紅こう潮ちようした。

（そういうジョークは夢でもやめて！）

「まぁ、あのアンティティウスを毎晩、抱いていたぐらいだから、俺なんか可愛いものだな」

「違う！　アンティは白カンガルーだった！　毛皮があったの！　スベスベの！」

（マスコットと全裸男は違うのよ！）

「とととともかく、服とってくるから！　それまでベッドからでないで！」

　美空は部屋を駆けだした。

（父さんのタンスのなかに、未使用のスエットスーツがあったはず）

　それを勝手に拝はい借しやくして、美空は自室のドアの前に戻ってきた。

　約一分の早はや業わざだった。

「もしも、あのままベッドからでて二足歩行していたら……殴なぐる」

　と呟つぶやいて、ドアを開ける。

　ナァ……

　カーペットのうえで、子ネコが鳴いた。

「おかえり」そう言われているような気がして、美空はへたり込んだ。

「タ、タイムリミットあるんですか……？」

　朝っぱらからこれほど疲れたのは、初めてだった。

　けれど、学校に行って、英語の授業で恥をかいて、お弁べん当とうを忘れたことに気づいたあたりから「夢じゃない」と実感しはじめた。

　つまり、今朝本当に、フェンの姿は一時的に戻ったということだ。

（なぜ？）

「ツナ缶とか？」

　いや、昨日やったのはキャットフードだった。では、キャットフードだろうか？

「日本の空気のなかに、特殊なウィルスがいて、それが魔女の呪のろいウィルスを駆く除じよしたとか？」

（あるいは日光！　紫し外がい線せんかなにかが、フェンの身体を除菌（？）したとか！）

　いや、ミネラルウォーターかもしれない。理由は思い浮うかばないが。

（あと、なにが考えられるかしら？）

　自宅まであと少し、というときに携帯が着信をつげた。

　電話が鳴っている。それも非通知だ。

「もしもし？」

『美空？　おおっ繋つながった！　おまえ元気か？』

「い、一晴!?」

『いいから、テレビ電話に切り替えてみろよ』

　相変わらず調子のいい、一晴の声が聞こえて、美空は驚いた。

　画面を見ると、丸いケモノ耳をつけた一晴がニヤニヤしていた。

『すごいだろ、画かつ期き的てきだろ？　苦労したんだぜ』

　画面の後方で、なにかがジャンプした。

　白い毛皮のなにかだ。だが、小さな画面に入れず、ついに「紙」がでてきた。

〈美空！　私のことを覚えているかい？〉

　間違いなく、ちっちゃくなった、アンティティウスだ。

「どうなってんの!?」

『ま、色々とな。ところでそっちは何日たった？　こういう場合、双そう方ほうの世界に時間差ってのがあるはずだぜ』

「帰ってきて三日目よ。召しよう喚かんされたときから数えても、三日と五時間。そっちは？」

『自転周期がわかんねぇけど、三ヵ月ぐらい？　おかげで慣れたもんよ』

　一晴は相あい変かわらず楽天家だ。根拠不明の自信家ともいう。

「あんたね、この先どーすんの!?」

　美空は声を荒あらげた。無事だった、と思うとホッとした反面、腹が立ってきたのだ。

『まだ騒さわぎにはなってないはずだぜ。俺の両親、一週間旅行中だし、さっき電話もしたから』

「学校は休んで大丈夫なの!?」

『そっちも電話した。季節はずれのインフルエンザにかかったって』

　電話、どうやって繋がったんだと思ったが、現にこうやってテレビ電話中なだけに、ウソだとは言い切れなかった。

『ともかく、情じよう況きようはわかった。あと三ヵ月のあいだに決着をつければいいんだな』

（決着って。そうか、アートラクシンの危き機きはまだつづいているんだわ！）

「一晴！　どうやって魔女の城から脱だつ出しゆつしたのよ！　鏡かがみどうした？　トローは!?」

　矢や継つぎ早ばやに訊ききたいことが閃ひらめく。美空はフルオートマチック機き関かん銃じゆうのようにしゃべった。

『まぁ、どうにかこうにか助かったわけさ。実はあんまり長くはしゃべれなくって……っておい！』

　突とつ如じよ、一晴の顔が画面から逸それた。

『美空、どうしても欲しいものがあって電話したんだ』

　かわりに現れたのは、長いウサギ耳の少年だった。

　セトだ。画面の下に別の「耳」が見えた。きっといつもセトが抱いているカトリムだろう。

　なつかしい、と思った。

　現実というのは、三日前のことすら遙はるか昔の思い出にしてしまうのだろうか。

（私、フェンのことがショックで、無意識に記憶の隅すみにおいやろうとしていたのかもしれないわ）

『携帯電話の手動……なんだっけ？』

　セトが横にいるのだろう、一晴に問といかける。するとまた一晴の顔が映った。

『非常時に使う、携帯の充電器だ。手でグルグル回して充電するやつ。あれと使い捨てライター。水、米それからアイスクリーム』

「どうしてお米やアイスクリームがいるの？」

『俺が食くいたいから』

　美空、絶ぜつ句く。

『ノートパソコンもほしい。ゲームソフトも』

「却下」

　急いで！　と再びセトの声がした。

『急いで用意して、今、立っている地点に来て。ぼくが「扉」を繋ぐから』

　電話がプツリと切れ、美空は駆かけだした。

（まごまごしているうちに、セトまでカトリムのようになっちゃったら大変だわ）

　玄関を土ど足そくであがった。

　母が留る守すでよかった。こんな娘の素そ行こうをみたら、精神科医に相談に行くかもしれない。

「アイスは却下。水とお米とそれからライターと、なんだっけ？」

　台所から米を三合ほど拝はい借しやく。二リットルのミネラルウォーターが入ったペットボトルを小こ脇わきに担かつぐ。

　卓ちや袱ぶ台だいからライターをゲット。

　あとは着替えだ。

（動きやすい服がいいわね。ジーンズとパーカーとか）

　ミィーノナァ……

　花柄カーペットのうえで、ネコが「みそら」と言った。

「悠ゆう長ちような鳴き声だしてる場合じゃないのよ、フェン！」

　というと、大きめのバッグに荷に物もつを詰め込み、ネコの前で大だい胆たんにも着替え。

　ナァァァ！

「見た代だい価かはあとでいただきます」

　ナァ！

　と短く抗議しているネコを抱かかえる。

　玄関を飛びだす寸すん前ぜんで、はっと気づいて台所に戻った。

　ネコ缶をありったけバッグに詰める。

「よし！」

　今度こそ家を飛びだした。

　セトの指示した地点に戻った直後、携帯が鳴った。

『用意した？』と一晴の声がした。

「ええ！」

『じゃ、地面を見て。水みず溜たまりができるから、そのなかに放り投げてくれ』

　言葉と同時に、アスファルトの一部が変色しはじめた。シミが広がっていくみたいだ。

　たしかにそれは、水溜まりに似ていた。

（このなかに入れということ？）

　片足をおそるおそるつけたら、電話から怒ど号ごうがとんだ。

『バカ！　おまえは来なくていいの！』

「モノだけ？　私は？」

「せっかく日本に帰れたのに、来るヤツがいるかよ」

　一晴の言葉を聞いていたら、ものすごく腹が立ってきた。来るなと言うことが優しさだと勘かん違ちがいしてるみたいだからだ。

「なによ？　私が行ったらなんかマズイわけ？」

（行くに決まってるじゃない。フェンのメッセージだって伝えなきゃならないのよ。フェンだって連れていくのよ。水溜まりにポイッて、できるはずないじゃない）

　ナァ……とネコが鳴いた。

「フェン、絶対、もとの姿に戻してあげるから。それまで我が慢まんよ」

（私はまだフェンになにもしてないんだから。それに、まだ一度も戦ってないんだから）




　美空は水溜まりに両足を入れた。

　吸すい込まれる瞬間、ネコをしっかり抱き締めた。




　携帯充電機を忘れたことに気づいたのは、そのあとだった。





――おわり――










　あとがき




　はじめまして。尾お久く山やまゆうかです。

　今回、㈱エンターブレインさんでお仕事をするにあたって、ペンネームを考えたのですが、いやぁ、名前をつけるのって、意外に難しいですよね。

　名前の読みを「オクヤマユウカ」にすることは、ずっと前から決めていました。これは本名を回文（逆さ読み）、あるいはアナグラムにして遊んでいる間に、なんとなーく決まったものです。

　私の場合、最後までこだわったのは「字画」でした。

　全部、吉画で揃えたい。画数だけではありません。偶数と奇数の配列とか！　木火土金水（五行）の流れとか！　字画には色々とあるのです。この全部が「吉」にならなきゃ、いやだ！

　なんていうこだわりで、名字は奥山でも奥谷間でもなく、「尾久山」になったのです。




　無類のケモノ好き!?




　つまり、ぺンネームに「尾」がついたのは、私が無類の犬好きだからではありません。

　でも、犬はいいですよね。画面のなかの犬じゃなく、ナマ犬はいいです。あのフサフサした尻尾と、ツルツルっとした感触がたまらない。（本文を引用）

　別にネコが嫌いというわけでもありません。ネコはなかなか触らせてくれないので、犬のほうがいいと思うだけで……

　ちなみに、今回、ケモノ系なのは私の趣味とはなんら無関係ですから。

　可愛いイラストに「ケモノ耳」のついたのが見たかったのです。そして、想像以上の可愛さに大満足（鳴なる海み先生、ありがとう[image: ]）……って、これも私の趣味ですから!?




　ネタの選び方なんて……!?




　私の趣味の話はこれぐらいにして、作品の話をしましょうか。

　どうして元ネタを『白雪姫』にしたのか？　というと、前にシンデレラを元ネタに書いたことがあったからです。『白雪姫』を『城ゆき姫』とダジャレにしてしまったのは、きっと私の関西人魂が為せるワザでしょう。『七人の従者』を『七人の獣者』にしたのも、たぶんそう。

　関西にお住まいでない方には分からないかもしれませんが、関西人は、ボケとツッコミと、シャレで生きているのです。（←関西人の反論はききません。御容赦ください）

　もしも他の地方から関西に移住されるときは、ネタを仕込んでから来ることをオススメします。きっと新しい学校や職場に早く馴染めます。でも、つまらないと「……」といった反応ですから（このあたり、関西人は妥協しません）気合いを入れてネタを作りましょう。自信がないときは、この本を買って持っていって「この本、すごく面白いよ」とウソでもいいからそう言ってみて下さい。明日の朝、友だちができてますからね。




　というわけで、さりげなく本の宣伝もできたところですが、当分は童話つながりで作品を作り続ける気がします。

　それではここで唐突にクイズです。

　白雪姫のつぎのネタは次のうちどれでしょうか？




　１　赤ずきんちゃん

　２　人魚姫

　３　はだかの王様




　答えが分かった方は、往復はがきに住所氏名を書き……と続けたいのですが、実はもうすでに『人魚姫』の発刊がすぐそこにきてまして、はがきの到着をまっていられません。だから答えは２です。

　クリスマスのシーズンに、㈱一迅社・アイリス文庫より出版させていただく予定です。ぜひぜひ、お友達のクリスマスプレゼントに購入し、一緒に読んでもらうとか、自分用プレゼントとして家族や彼氏にねだるとかして、ゲットしていただければと思います。




　ところで３の『はだかの王様』→『はだかの王子様』にしたら、すっごい話になりそうですね。「子」が入るだけで、童話がＢＬ系に……




　それでは最後に「次回予告」!?




　やってみたかったんですよね。アニメやドラマにはエンディングテーマのあと、次回予告があるじゃないですか。小説にだって、あってもいいと思うんですよ。


[image: ]



　せっかくアートラクシンに戻った美み空そらとフェン（ネコ）だったが、一いつ晴せいに米と水を取り上げられ、こんな不平を言われた。

「海の苔りは？　梅ぼしは？　ツナは？　おかかでもこんぶでもいい。なんか持ってこいよ」

　一晴、どうやら「おにぎり」が食べたかったらしい。

　偉そうに言われて、美空はカチンときた。ネコのフェンと密かに目配せし、缶詰を取りだす。

「ツナ缶ならあるけど」

（ウソ、本当はキャットフードなんだけど）

　一晴は「おおー！」と目を輝かせ、缶詰にネコの絵が描いてあることにも気づかず、さっそく開けて食べはじめた。するとどうだろうか。一晴の身体はたちまち、ネコになった。それも、丸いケモノ耳のついた、新種のネコだ。

「きゃー、可愛い。ライオンの子みたい！」

「ナーン……？」（なんで？）と一晴は啼いた。

　地球でキャットフードを食べたフェンは、その夜、一瞬だけ元の王子の姿に戻ることができた。アートラクシンで食べた一晴は、逆にケモノになった。

（まさか、この缶詰!?）

　なにかに気づいた美空は、缶詰の製造元を見た。

「これって、うちのママが働いている会社じゃない！」

　……中略……

　そう、アートラクシンの「魔女」とは、美空の母親のことだったのだ！




　なんてのは、今思いついたパロディーです。担かつがれた人、ごめんなさい。

　二冊目が出ればもっとドラマティックになる予定です。（本当の予告はこの一行だけ）




　こんなノリのあとがきを、最後まで読んでいただき、誠にありがとうございました。

　みなさん、新種のウイルスには、くれぐれも気をつけましょうね。

　では、またお会いできる日まで、ごきげんよう。











２００９年11月　　尾久山　ゆうか
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